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序

新潟県内の高速道路の整備が進められる中、平成9年には磐越自動車が全線開通し、北陸自動車道と連

結しました。日本海側と太平洋側を結ぶ所用時問を大幅に短縮し、高速交通網の大動脈となりました。こ

れに伴い、高速自動車道の安全性、利便性を確保するために、施設・設備の改善も急務となり、北陸自動

車道黒埼パーキングエリアの拡充が図られました。

本書は、この北陸自動車道黒埼パーキングエリァ改良工事に先立ち、発掘調査を実施した釈迦堂遺跡の

発掘調査報告書です。昭和47年には、北陸自動車道本線の建設に伴い遺跡の一部が発掘調査され、「西蒲原

郡黒埼町釈迦堂遺跡」埋蔵文化財緊急調査報告書第1『北陸高速自動車道』[新潟県教育委員会1973]で報

告されています。

今回の調査の結果、釈迦堂遺跡は平安時代の集落遺跡で、遺構としては、明確な建物跡は検出されませ

んでしたが、土坑や溝状遺構が数多く検出されました。中でも、古代の火葬に関係する遺構が検出され、

当時の葬送形態の一端が明らかになりました。遺物としては、土師器や須恵器を中心とした多量の土器、

土製品、銅鍔を初めとする金属製品、木製品、石製品などが出土しました。特に「郡」と墨書された土器

が出土したことから、官衙との関連が考えられます。また、鉄鉢形の土器等が出土し、集落内に寺院が

あったことも推測されます。

当時の釈迦堂遺跡周辺は、信濃川の分流が網の目のように巡り、大小の潟湖が点在する低湿地の環境で

した。そのため、遺跡は100年あまりの間に数度の大洪水に見舞われたのですが、当時の人々は同じ場所に

集落を築き、生活し続けた様子が明らかになりました。

今回の調査結果が、本県の低湿地における古代史を解明する研究資料として活用されるとともに、県民

の方々の埋蔵文化財に対する理解と認識を深める契機となれば幸いです。

最後に、本調査に対して多大なご協力を賜りました黒埼町教育委員会、並びに発掘調査に参加された地

元の方々、また、発掘調査から報告書刊行に至るまで格別のご配慮を賜った、日本道路公団北陸支社に対

して深甚なる謝意を表わします。

平成12年8月

新潟県教育委員会

教育長野本憲雄i



例 日

1.本書は新潟県西蒲原郡黒埼町大字木場字大南ll34番地ほかに所在する釈迦堂遺跡(しゃかどういせき)の

発掘調査報告書である。

2.発掘調査は北陸自動車道黒埼パーキングエリア改良工事に伴い、新潟県教育委員会(以下、県教委と

する)が調査主体となり、財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(以下、埋文事業団とする)が平成9年9

月1日から12月13日、平成10年4月1日から11月13日に実施した。昭和47年に北陸自動車道建設工事に

伴い、遺跡の一部の発掘調査を行っている[関ほか1973]。

3.整理および報告書作成にかかる作業は、平成10年Il月から平成12年3月にかけて埋文事業団が行った。

4.出土遺物および記録類は、すべて県教委が新潟県埋蔵文化財センターにおいて保管・管理している。

遺物の註記は略記号「シャカドウ」に出土地点および出土層位を併記した。

5.本書の作成は埋文事業団調査課職員が当たった。第VI章の自然科学分析については、パリノ・サー

ヴェイ株式会社に依頼した。

6.文中の註は脚註とした。また、引用・参考文献は著者および発行年(西暦)を文中に[]で示し、巻

末に掲載した。ただし、第VI章の自然科学分析にっいては、章末に掲載した。

7.本書で示す方位はすべて真北である。磁北は真北から西偏7度である。既存の地図を用いた場合は、

その出典を記した。

8.本書に掲載した遺物番号は全て通し番号とし、本文・観察表・図面図版・写真図版とも共通の番号を

使用した。

9.本書の作成作業は寺崎裕助(埋文事業団調査課第一係長)、田海義正(同第三係長)の指導のもとに小濱

亨・村上義則が遺構を、江口友子が遺物を担当し、遺物実測・トレース・図版作成等は埋文事業団整

理作業員が行った。

10.本書は江口・小濱・河崎昭一・村上が分担執筆したもので、執筆分担は第1章・第III章が江口・河崎、

第II章1・2が小濱、第II章3・4、第IV章1・2、第V章、第VII章が江口である。第IV章3は江口・

小濱・河崎・村上である。編集は江口が行った。

11.人骨分析(第W章6)については、日本歯科大学新潟歯学部助教授笹川一郎氏に依頼し、玉稿を賜っ

 た。

12.発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多くのご教示、ご協力を頂いた。記して御礼を

申し上げる。(敬称略、五十音順)

相沢央、伊藤邦弘、宇河雅之、金子拓男、木島勉、坂井秀弥、笹川一一郎、小林昌二、小林義孝、

黒埼町教育委員会、黒崎直、高濱信行、滝沢定春、田所真、西蒲原土地改良区黒埼支所、平川南、

フォッサマグナミュージアム、松村恵司、宮島宏、森澤國夫、安村俊史、山中敏史、渡邉ますみ
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1.調査に至る経緯

第1章序 説

1.調査に至る経緯

北陸自動車道(福井県敦賀市～新潟県新潟市)は、平成10年に新潟空港インターチェンジまで完成し全線

開通となった。また、磐越自動車道(福島県いわき市～新潟県新潟市)も平成9年に全線開通し、新潟県の

高速道路網も関越、北陸、磐越、上信越と着々と整備され、その交通量も増加の一途をたどっている。

新潟市の近郊に位置する北陸自動車道黒埼パーキングエリアは、都市近郊休憩施設として利用状況が非常

に高く、慢性的に混雑している。今後も交通量、長距離利用者が増加することが見込まれることや、日本

海沿岸東北自動車道の建設にも備えて改良工事が計画された。

平成8年1月29日、日本道路公団金沢管理局新潟事務所(以下、公団とする)から、新潟県教育委員会(以

下、県教委とする)に北陸自動車道黒埼パーキングエリア改良工事に伴う、埋蔵文化財の分布状況およびそ

の取り扱いについて照会があった。県教委は、黒埼パーキングエリア内に周知の遺跡である釈迦堂遺跡(昭

和47年北陸自動車道建設に伴い発掘調査)が所在するため、分布調査の後、一次調査が必要であると回答し

た。4月10日、県教委はパーキングエリア改良工事範囲内の38,300nfについて、分布調査を埋文事業団に

委託した。その結果、上り線の工事範囲内では遺構・遺物等は検出されなかったが、下り線の工事範囲内

では、中世の土師質土器、近世陶磁器が検出された。このため、下り線のパーキングエリア改良工事範囲

内の一次調査が必要である旨、公団に回答した。これに対し、公団の回答は平成10年度上り線、平成11年

度下り線の開通を計画しているが、用地買収中であるため、現状では着工不可能とのことであった。10月

22日、公団と県教委の間で協議がもたれ、平成9年度春から調査に着手し、10月末日終了予定とした。調

査方法は一次調査と平行して、二次調査を計画・実施するというものであった。

平成9年4月3日、一次調査範囲の確認と調査方法について公団、県教委、埋文事業団の三者で協議し

た。調査対象面積22,270㎡のうち、用地買収が終了した20,180㎡について4月8日～4月14日に一次調査

を行った。その結果、東端に近いトレンチの南側一か所で遺構・遺物が検出されたことから、東端側の

2,1001㎡にっいて二次調査が必要と公団に回答した。未買収のため、4月に一次調査ができなかった西端側

2,090rdにっいては、11月20日～11月25日に一次調査を実施したが、遺構・遺物が検出されなかったこと

から、二次調査の必要はないと公団に回答した。

二次調査は、平成9年9月4日より開始した。

2.調査・整理の体制

A.調査体制

発掘調査は県教委が主体となり、埋文事業団が委託を受け下記の体制で行った。調査は冬期の現場休止

期間を含め、平成9年から10年にかけて2か年である。

[一次調査]

調査期間平成9年4月8日～4月14日、11月20日～ll月25日

調査主体新潟県教育委員会(教育長平野清明)

1
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調査

[二次調査

調査期間

調査主体

調査

[二次調査

調査期間

調査主体

調査

(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長平野清明)

管理須田益輝(専務理事・事務局長)

若槻勝則(総務課長)

亀井功(調査課長)

庶務泉田誠(総務課主事)

調査担当藤巻正信(調査課調査第一係長)4月8日～4月14日

江口友子(同文化財調査員)ll月20日～ll月25日

調査職員江口志麻(同嘱託員)4月8日～4月14日

平成9年度]

平成9年9月4日～12月13日

新潟県教育委員会(教育長平野清明)

(財)新潟県埋蔵交化財調査事業団(理事長平野清明)

管理須田益輝(専務理事・事務局長)

若槻勝則(総務課長)

亀井功(調査課長)

庶務泉田誠(総務課主事)

調査指導藤巻正信(調査課調査第一係長)

調査担当江口友子(同文化財調査員)

調査職員野水仁(同文化財調査員)

浦部頼之(同文化財調査員)

石田守之(同嘱託員)

平成10年度]

平成10年4月1日～ll月13日

新潟県教育委員会(教育長野本憲雄)

(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長野本憲雄)

管理須田益輝(専務理事・事務局長)

若槻勝則(総務課長)

本間信昭(調査課長)

庶務椎谷久雄(総務課主任)

調査指導寺崎裕助(調査課調査第一係長)

調査担当江口友子(同文化財調査員)

調査職員小濱亨(同主任調査員)

河崎昭一(同主任調査員)

村上義則(同嘱託員)

B.整理体制

出土遺物の水洗・註記作業は、調査現場で発掘調査と平行して実施した。その後、本格的整理作業は、

平成10年ll月～12年3月まで埋文事業団で行った。遺物の接合・復元・実測・トレースなどの作業は整理



2.調査・整理の体制

作業員が行った。

[平成10年度]

主体新潟県教育委員会(教育長野本憲雄)

整理(財)新潟県埋蔵交化財調査事業団(理事長野本憲雄)

管理須田益輝(専務埋事・事務局長)
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庶務椎谷久雄(総務課主任)
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整理担当江口友子(同文化財調査員)
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河崎昭一(同主任調査員)

村上義則(同嘱託員)
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若槻勝則(総務課長)
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第II章遺跡の位置と環境

第II章遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置

釈迦堂遺跡の所在する西蒲原郡黒埼町は新潟県の政治経済の中心である新潟市の南部に隣接するため、

高速道路網の中核的位置を占めている。また、遺跡は新潟平野(越後平野)のほぼ中央にあり、周囲にはか

つて鎧潟、田潟、大潟、的場潟など広い湿地を持った潟湖が点在した沖積地内に位置する。現況は水田で

標高は0.2m前後を測る。

遺跡名は、調査対象地から600mほど南にある、天保年間に出土したといわれる青銅製の釈迦誕生仏を

祭った堂(釈迦堂)から名付けられた。昭和47年には、北陸自動車道の建設に伴い、遺跡の一部の発掘調査

が行われている。遺跡の北約4㎞には、奈良・平安時代の官衙に関係すると考えられる緒立遺跡と的場遺

跡が所在する。また、さらに北の信濃川河口には、国津である蒲原津が所在したと見られることから、古

代における蒲原郡の中心地の周辺に当たると考えられる。

2.地理的環境

A.地形概観

釈迦堂遺跡は、新潟平野を流れる信濃川の支流、中ノロ川沿いの沖積地に立地する。新潟平野は、西端

には東頸城丘陵の延長部に当たる西山丘陵と角田・弥彦山塊があり、東端には魚沼丘陵の延長部である東

山丘陵と新津丘陵・笹神丘陵・五頭連峰・櫛形山脈があり、これら山塊にはさまれている。新潟平野の中

央部には信濃川・阿賀野川が流れ、日本海へと至る。

信濃川・阿賀野川の蛇行帯には、自然堤防が非常によく発達している(第1図)。そして、自然堤防に囲

まれるようにして後背湿地が広く分布する。後背湿地は、水はけが悪く湿地や潟湖の状態であった。その

後、人工的に干拓されて乾田化されたり、河川の氾濫で土砂に埋まって自然に干上がったりした。現在で

は、鳥屋野潟や福島潟などが潟湖として残っているだけとなった。

享保15(1730)年信濃川と阿賀野川を分離するために松ヶ崎放水路が掘削された。その後も洪水の被害は

続き、流量を調節するために開発を禁止する「御封地」と呼ばれる遊水池を造ったり、「水倉」という土盛り

をした土地に高い建物を作って食料などを備蓄した。

近年見るような大水田地帯となったのは、昭和30年代以降のことである。江戸時代初めから、明治時代

の終わりまでのおよそ300年間の間に、信濃川の洪水は100回以上を数えている。規模の大小はあったが3

年に1度の割合で水害が発生していた。遺跡の営まれたおよそ1,100年前の耕地確保の困難さは、想像を絶

するものがある。

B.新潟平野の形成と変遷

新潟平野は北西側で日本海に臨み、信濃川・阿賀野川などをはじめ大小の河川によって形成された沖積

平野である。沖積層は晩氷期の谷を埋積した堆積物の地層である。この層厚は約150mに達し、他地域の沖

積層に比べ数10m以上厚く、新潟平野の沈降が引き続いていることを示唆している。また、海岸部の平野
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の特徴として砂丘の発達がみられるが、新潟平野にも延長約70㎞の新潟砂丘が海岸線にほぼ平行して発達

している。日本の砂丘は新砂丘と古砂丘に区分され、日本海側の砂丘は、一般的に新砂丘の下に厚い古砂

丘を伴っている。しかし、新潟砂丘はこれらの構造とは異なり古砂丘がなく、新砂丘のみが厚く堆積して

いる。砂丘群はその形成時期によって、古い物から新砂丘1・II・IIIと区分されている噺潟古砂丘グルー

プ1974]。

新砂丘1は、縄文時代に主に古胎内川から供給された砂によって成長し、内陸部に広大な潟湖(古白根潟)

を形作った。その後、河川の運ぶ土砂によって埋積されていく。新砂丘IIは弥生時代から古墳時代に、主

に古阿賀野川から供給された砂によって形成される。内陸は河川の氾濫原となり、さらに土砂が堆積して

いく。新砂丘lllは奈良時代から室町時代に、古信濃川と古胎内川の供給する砂によって形成された。新砂

丘IIの形成後、平安海進に当たる海水面の上昇で、海岸線が陸の方へ前進してきた。砂丘の発達によって、

古阿賀野川の河口は狭まり砂の供給量が少なくなり、新砂丘IHは新砂丘IIの上部に発達していった。その

後、海退が始まり海岸線は現在とほぼ同じ位置になる。内陸では水の退いた平地が広がり、人が生活を営

める範囲も広がったと考えられる。

古信濃川による砂の供給は衰えず、新砂丘IIIの成長は続き、古阿賀野川は新砂丘皿で河口を閉鎖され、

その流路を西に曲げ、松ヶ崎砂丘の西で海に注いだ。また、新砂丘皿の形成時の古信濃川の河口は、砂丘

の地形や砂の粒土分析から現在の新川付近にあったとしている磯部1980]。古信濃川の河道は、角田山の

隆起運動と、平野の沈降運動により、西から東側にしだいに移り、現在の新川付近から関屋付近にその河

口が移っていった。このことは、古信濃川の自然堤防の分布の特徴が、南北に連続して連なっていること

と、現信濃川の西側に多く見られることから読み取れる。

5
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3.歴史的環境

新砂丘皿は信濃川以東では弧状、以西では直線上の見事な砂丘帯に成長した。その結果、河川の河口が

狭まることになる。内陸に水が溢れることが多くなり、新潟平野には、扇状地・砂丘・自然堤防以外は、

潟湖や後背湿地が多数存在することになった。

最も海に近い新砂丘mの最終列は、室町時代以降に形成され、東側から延びる砂丘列は古阿賀野川の河

口を閉鎖し、古阿賀野川の流路は古信濃川と合流していた。西側から延びる砂丘は古信濃川の河口をさら

に東側へ移動させ、関屋分水路付近から現在の位置を取るようになった。古信濃川と古胎内川から運ぼれ

る砂の量は多く、砂丘の成長は早かった。江戸時代(享保年聞)の放水路掘削事業などの治水工事が始まる

まで、河川は網の目状に発達し、内陸部は湿地や潟湖が広がっていた。

3.歴史的環境

A.周辺の遺跡

釈迦堂遺跡周辺の遺跡は、第2図のとおりである。新潟平野では海岸部に近い砂丘地および、沖積地の

自然堤防上に遺跡の分布がみられる。以下、時代順に発掘調査が行われた遺跡を中心に概略を述べる。

(1)縄文時代

わずか4遺跡でほとんどが遺物散布地で、遺跡の様相が把握できるのは黒埼町緒立遺跡(7)のみである。

緒立遺跡は、古墳時代から古代・中世を中心とする遺跡であるが、縄文時代晩期前半から後半の土器も出土

している[黒埼町史資料編一1998]。新潟市的場遺跡(6)では、土器・石器が少量出土しているが、時期を明

確にできるものはなく、隣接する緒立遺跡出土遺物の時期から晩期の遺物と推定される程度である。中ノ

ロ川左岸にある味方村味方排水機i場遺跡(29)では、昭和41年に地盤沈下対策工事の際、地表面から15m下

の泥炭層から、縄文時代後期・晩期の土器片が若干出土している。これらの土器は、沖積地に深く埋没す

る未発見の遺跡の存在を示す資料である。小須戸町横川浜堤外地遺跡(32)では、中期後半の土器が採取さ

れている。ただし、採取された地点が、信濃川の河床の中に見られる湿地帯で、峻拙船が作業したときに

土砂といっしょに吸い上げられてきたものということである。この遺物が当初から存在したのか、あるい

は洪水などによって他の場所から運ばれたのか即断はできない。しかし、新潟市阿賀野川中洲A遺跡噺潟

市史資料編11994]で中期後半から後期の土器が採取されている例もあり、横川浜堤外地遺跡でも当初か

ら遺物が存在した可能性は否定できない。

(2)弥生・古墳時代

7遺跡が挙げられる。緒立遺跡は、弥生時代終末から古墳時代初頭、古墳時代後期の遺物が出土してい

る。弥生時代の遺構は14基の土坑が検出されている。遺跡範囲内に所在する緒立八幡宮境内には、社殿下

に「緒立八幡神社古墳」と通称される、葺石を持つ径30mの円墳が存在する。時期は、巻町山谷古墳・菖蒲

塚古墳とほぼ同時期の古墳時代前期とされる。他に古墳時代の竪穴住居8軒・溝状遺構・土坑が検出され

ている。新潟市六地山遺跡(13)は、低湿地に囲まれた残丘状の砂丘列に立地する弥生時代後期前半から中

頃の遺跡で、過去4回の発掘調査が行われている。ハケ目調整を主体とする北陸系の土器と、縄文を主体

とする東北系土器が共存する遺跡である。籾痕のついた土器片が検出されているが、直ちに稲作が行われ

ていたことを証明するものではない。アメリカ式石鍛をはじめとして多量の石鍛と石錐が出土しており、

7



第II章遺跡の位置と環境

新潟市的場遺跡全体図・出土遺物(『新潟市史資料編1』を一部改変)
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3.歴史的環境

鉄鍛などの鉄製品は少ないものと推定される。ほかに月潟村西萱場遺跡(39)・兵蔵遺跡(40)、西川町浦田

遺跡(49)、巻町島灘i瀬遺跡(59)などがあるが、詳細は不明である。

(3)奈良・平安時代

沖積地の自然堤防上と推定される微高地に34遺跡分布する。前代と比べこの時期遺跡数はかなり増加す

る。奈良時代以降、土地の私有を認める制度を背景に、沖積平野の低湿地の意欲的な開発が進められ、平

野の自然堤防上に集落を築き、開発の拠点としていたことによる噺潟県史通史編1]。

潟東村千日遺跡(37)・六十歩下遺跡(35)・ブギリ遺跡(24)・樋切遺跡(33)、西川町三町歩遺跡(52)など

は、釈迦堂遺跡のように現地表面下1.2～1.5mから遺物が検出されるている。

釈迦堂遺跡の北西方向から釈迦堂の御堂脇をとおり味方村役場方向に向かい、近年まで人工の囲土手が

あったという(明治44年測量の地形図には痕跡あり)。築堤時期など詳細は不明であるが、元々の自然堤防

上の微高地に更に土盛りをし、水害に備えたと考えられる(渡邉ますみ氏ご教示)。黒埼町内のこれらの囲

土手は昭和18年の耕地整理でほとんどが消滅している。その他、潟東村曾根上遺跡(22)・ブギリ遺跡(24)・

土手内遺跡(26)、味方村曽根下遺跡(23)・骨田遺跡(28)などの古代の遺跡は、すべて自然堤防上の水かかり

の悪い所に立地し、古代の土地開発を考える上で興味深い。

的場遺跡は、残丘状の小砂丘に立地しており、北側は的場潟に接する。8世紀前半から10世紀終末まで

漁業及び水産物等の物資管理のために政策的に編成された遺跡である。検出された14棟の建物はすべて掘

立柱建物で、倉庫と考えられる大型の総柱の建物もある。この大型の総柱建物には銭貨が埋納されていた。

井戸や区画溝はない。遺物は、大量の土錘(細形約7,300個、太形約1,300個)や木製の浮子(80個)等の魚網

具が出土しいるが農具はない。当時、周辺は内水面に囲まれていたと考えられ可耕地はほとんどなかった

ものと推測される。銅鋳(7点)や木沓など官人が身につけるものや、人形や馬形など律令祭祀具の出土を

考えると一般集落とは考えにくい。「秋食」「をの亦へ」などと記載した木簡が出土していることからも官

衙的な様相が伺える。

的場遺跡から、西へ800nlのところに緒立遺跡が所在する。緒立遺跡は8世紀半ばから10世紀後半に営ま

れた遺跡で、ほぼ的場遺跡と年代が重なることから密接な関係があったことが推測される。遺跡は東西550m

の広さを持ち、古代の遺跡の中心はC地区と呼ぶ東側で、掘立柱建物7棟、井戸、柵列、土坑等が検出さ

れている。掘立柱建物のうち3棟は総柱建物で、しかも桁行きが4から5問の大型建物で倉庫と考えられ

る。中央のA地区、西側のB地区で竪穴住居がそれぞれ1軒つつ検出されている。遺物は、須恵器の貯蔵

具を中心とする多量の土器が出土している。高さ50cm以上の大型の甕や横瓶がそれぞれ10個体も出土して

いる。また、須恵器の大型貯蔵具である「賑」「鯉」「胆」を請求した木簡も出土している。これらは、醸造

などに使用される容器である。ほかに律令祭祀や官人に関連する物も多い。祭祀具には斎串・琴柱のほか、

大小1個体つつの土師器甕の人面墨書土器が出土している。県内では唯一の出土例である。骨角製のサイ

コロや瓦塔も出土している。的場遺跡より少ないが1,500個の土錘や木製の浮子などの漁網具も出土してい

る。このような遺構・遺物のあり方は、官衙的な様相を呈する。

的場遺跡や緒立遺跡は定型的な建物配置を持たないことや、国が越後の主要な貢納品である鮭を管理し

ていたことを考えると、郡衙ではなく国衙に関係する遺跡と考えられる[春日ほか1998]。
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第II章遺跡の位置と環境

(4)中世

22遺跡を数えるが、詳細は不明な遺跡が多い。釈迦堂遺跡のおよそ800m北西、木場集落の西端に、木場

城跡(19)が所在する。約200m×200mの方形の範囲で、外郭と内郭から構成されていたと推定される。文

献によると木場城は、天正8(1580)年に築かれたもので、慶長3(1598)年まで新発田氏に対する上杉氏の

重要な拠点として本格的な城館であった。現在、遺構は確認出来ないが、木場地内に「上屋敷」「下屋敷」

「館辻」などの呼称が知られている。また、かわらけ・青磁・ブイゴの羽口などの遺物が少量出土してい

る[黒埼町史資料編一一1998】。その他、西川町長潟遺跡(53)では、開田の際に灰・施粕陶器、人骨などが出

土している。潟東村二丁下遺跡(54)では、暗渠掘削工事の際に柱根及び宋銭約1千枚が出土している。

B.古代の釈迦堂遺跡周辺

西暦645年に起こった「乙巳の変」の後に、いわゆる「大化の改新」といわれる政治改革が行われた。新

政府が大化年問に東北地方に対してとった政策は次の3っである。第一は、大化元(645)年に東国などの国

司に対して管内の武器の収公を命じた際、例外として「辺国の近く蝦夷と境を接する処」では武器の数を確

認したうえで、依然として本来の持ち主に持たせておくこと,第二に、大化3(647)年に淳足柵を作り柵戸

を置いたこと。第三に、大化4(648)年に磐舟柵を作って蝦夷に備えさせ、また、越と信濃の人民の中から

選んで柵戸を置いたことである[虎尾1995]。すべてが蝦夷対策であり、第二・第三はいずれも後の越後国に

関係する事柄であることから、北方の蝦夷対策における越後国の重要な位置が示されている。

現在の福井・石川・富山・新潟の北陸地方を一国として設置された広大な越国は、持統天皇3(689)年か

ら同天皇6(692)年の間に、越前・越中・越後に3分割され、北陸道北端の越後国が蝦夷の国と境を接する

辺境の国となった。この間の持統天皇4(690)年に、二度目の全国的な戸籍(庚寅年籍)が作成されており、

この折りに越国は分割されたと見られる[小林1995]。この時点での越後国は阿賀野川以北の沼垂郡、磐船

郡の2郡、そして北の辺境の出羽(庄内)地方を含む範囲で、北方の境は確定していなかった。この領域は、新

政府が淳足柵を信濃川河口付近に、磐舟柵を岩船潟周辺に築き、北方の辺境地支配を推し進めていたとこ

ろである。この頃の越後国府の位置は明確でないが、淳足柵、磐舟柵などの城柵に国司が同居して国政に

当たっていた可能性が高い。大宝2(702)年に越中国より頸城・魚沼・古志・蒲原の4郡が越後国に編入

された後、越後国府は頸城郡に移転したと考えられる。最新の考古学の成果では、和島村・下ノ西遺跡(八

幡林遺跡とともに古志郡衙と考えられる)から、国司の橡(三等官)の出挙木簡が出土し、越後国府(頸城郡

に所在)に越後国司の守(一等官)、沼足城に介(二等官)、両者の中間地点にあたる八幡林・下ノ西遺跡に橡、

最北の磐舟柵に目(四等官)が常駐していたのではないかというケースも想定されている[田中1998]。和銅

5(712)年には出羽国が建国され、めまぐるしく変化していた越後国の領域が確定した。こうして、日本海

側では越後国に変わって出羽国が北限の国として登場し、辺境の国となった。このような国郡の分割は、

北陸のみならず全国的に推進された政策である。

釈迦堂遺跡の所在する古代の黒埼町域は、蒲原郡に属していた。蒲原郡の範囲は、現在の阿賀野川以西

の中・西・南蒲原郡の一帯である。蒲原郡は、大化前代に国造に任命された、高志深江氏の支配地域であ

る。承平年間(931～938年)に作られた『倭名類聚紗』では、蒲原郡内に日置・櫻井・勇禮・青海・小伏の

5郷があったことを伝えている。これまでに『延喜式』(927)に記された神社名や地名などから、このうち

いくつかは比定地が挙げられている。桜井郷にっいては現在の弥彦村に桜井という地名が存在したことか

10



4.昭和47年度の調査概要

ら、弥彦村周辺に比定する説が有力視されている。勇礼郷は中世史料にも見える三条市の井栗を勇禮(以久

禮)の遺称と見る説が多い。『延喜式』には伊久礼神社を載せている。小伏郷にっいては三条市上保内周辺

とされている。青海郷については加茂市加茂に現存する青海神社周辺が有力視されている。中世に現在の

加茂市付近から白根市付近にかけて青海荘が存在した。また、『延喜式』には蒲原郡の青海神社は二座と

あり新潟市長嶺の蒲原神社周辺を青海郷に比定する説もある。平成10・lI年度に発掘調査された加茂市馬

越遺跡[伊藤1998・1999]などの調査では、8世紀中頃から10世紀前半に営まれた集落にL字状の計画的な建

物配置が検出され、銅鋒・石鍔・石製分銅などの出土で有力な豪族層の存在が伺え、周辺に青海郷が比定

できる可能性もある。日置郷については、新津市金津周辺、矢代田・小須戸周辺、吉田町周辺など諸説が

あるが一致を見ていない。いずれにしても現在、緒立・的場遺跡周辺および釈迦堂遺跡周辺に郷の比定地

は見られない。本遺跡が存在した9世紀から『倭名類聚紗』が成立する10世紀前半の問に郷の数や名称の

変遷があると考えられる。

蒲原郡では、八幡林遺跡出土木簡から、高志君五百嶋・高志君大虫が蒲原郡の郡務に従事していたこと

が知られる。また、『倭名類聚紗』・『延喜式』に記された郷名・神社名のうち氏族と関連するものとして、

小伏郷・小布施神社・日置郷があり、布施氏・日置氏の存在が推測できる。このほか、延暦3(784)年には

蒲原郡の三宅連笠雄麻呂が稲十万束を蓄え、これを貧困者の救済や道路・橋を整備するなどの社会事業に

当て、従八位の位階を受けたことが知られる。三宅連氏については、5・6世紀に設置された「屯倉」を管

掌した地方豪族と系譜的につながるものとの指摘がある。三宅氏は、古代の三島郡に所在する柏崎市箕輪

遺跡出土木簡に「三宅史」の文字が見え、その存在が知られる[岡田2000]。高志君氏にっいては、『西大寺

資材流記帳』により頸城郡に郡司として存在が知られる氏族であり、また、『国造本記』に見られる高志

深江国造と系譜的つながりを持つ可能性がある。また、平成10年の秋田城跡の発掘調査で出土した9世紀

前半の漆紙文書の死亡帳(戸籍・計帳とともに古代の人民支配の基本台帳で、戸籍に記載された人のうち、

毎年七月から翌年の六月の間に死亡した人の月日を記した帳簿)に、越後から移住した「高志公」の戸で年

間6人もの死亡者がいたことがわかっている[日野1999]。和銅7(714)年十月二日条に「勅割尾張、上野、

信濃、越後等国民二百戸、配出羽柵戸」とあるのを初見として、霊亀2(716)年、養老3(719)年ほか越後

の人々は9世紀初頭まで、たびたび出羽国への移住や物資の輸納を命じられている。この死亡帳に名の見

える高志公氏も、律令政府が行った一連の北方支配の一環として移住させられた人々であろう。高志公氏

の分布も越後・頸城、蒲原に留まらないことが明らかになった。一方、布施・日置氏は越中国新川郡・信

濃国更科郡にそれぞれ布施・日置神社があり、越後周辺に両氏がセットとなって存在している氏族である。

また、十二世紀初頭の蒲原郡司に守部有茂の名が見える。三重の塔一基を造営した功徳によって、円羅国

王に生まれ変わったという[小林1995]

4.昭和47年度の調査概要

釈迦堂遺跡は、北陸自動車道の建設に伴い、昭和47年10・11月に遺跡の一部を発掘調査した。平成9・

10年度調査範囲との位置関係は第4図の通りである。昭和47年の調査区は東西420m、南北70mである。

遺構は検出されていない。出土遺物の90%は70～80A～Hグリッドの2・3層からの出土である。現地は、こ

れまでの26年間に約40cmも地盤が沈下している。以下、出土遺物の概要を述べる。

最も古い出土遺物は、平安時代の土師器と須恵器であるが、量的にはわずかである。須恵器は、蓋(1)・

壷(2)・甕(3～5)がある。須恵器は、多くが佐渡小泊産である。ロクロ成形の土師器の椀があり、底部切り

l
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4.昭和47年度の調査概要

離し技法は回転糸切り(7・8)及びヘラ切り(9)である。食膳具の主体が土師器であることなどから9世紀末

を前後とする時期とみられる。今回出土した遺物の9世紀代という年代観の範囲に収まる時期である。最

も多く出土している遺物は、鎌倉・室町時代の13世紀から14世紀代のものである。輸入陶磁器には、青磁

(10～16)と白磁(17)があり、鏑を有する連弁文のみられる青磁椀が主体である。土師器は、大型で深身の

もの(18・19)と小型で身の浅いもの(20～26)がある。珠洲焼は、壷・甕・摺鉢がある。壷にはロクロ成形の

もの(32・33)と叩き成形(27～31)のものがある。32・33は底部外面に静止糸切り痕が残る。28の肩部には、

「大」のヘラ描きがある。28・31は外面に綾杉条の叩き、内面は無紋の当て具痕が残る。35は甕で外面は

平行叩き、内面には無文の当て具痕が残る。36～52は摺鉢である。36・47は他のものに比べて卸目が細か

い。47～52の底部外面には静止糸切り痕が残る。53～55は笹神窯産と見られる甕器系陶器の甕である。他

に、時期不明の土錘、砥石、鉄釘、鎌、銭貨(皇宋通宝、初鋳…・宝元二(1039)年)などが出土している。

[il＼_愉ゴ
2

3

6

0

15cm

一

4

(1～5須恵器6～9土師器)

[黒埼町史資料編一]

第5図昭和47年度出土遺物1
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1.一次調査

第III章調査の概要

1.一一次調査

釈迦堂遺跡は、昭和47年に北陸自動車道の建設に伴い、遺跡の一部の発掘調査が行われており、今回の

一次調査対象範囲でも当初から遺構・遺物の存在が予測されていた。一次調査は、平成9年4月8日～14

日とll月20日～25日の2回に分けて、埋文事業団が実施した。

A.調査方法

調査方法は対象地域全体(22,270m2)に任意にトレンチを設定し、重機(バック・フォー)を使用して徐々

に掘り下げ、遺構・遺物の有無、土層の堆積状況などを観察し記録した。トレンチの土層断面、及び底面

の清掃は、作業員による人力で行った。調査対象地は、水田で約30mごとに用水・排水路で区画されてお

り、その区画毎に2本のトレンチの設定を原則とし、合計15本のトレンチ(1,176㎡)を開け調査した。確認

率は5.28%である。

x/

[}」a

欝

響7

だ'、

「

第9図一次調査範囲図(丸数字は範囲確認調査トレンチ、スクリーントーンは二次調査範囲)

B.調査結果

東端に当たる2トレンチ(以下、Trとする)のみで、田面から約1.5m下で遺構・遺物が検出された。土

坑状の落ち込みを2基検出しているが、一つは黒埼パーキングエリアに近い南端に位置し、径約1.5mの丸

味をおびたプランの4分の1ほどを検出した。今回の一次調査の出土遺物の大半が含まれていた。もう一

方の土坑状の落ち込みは、南端から約20m付近に位置する。直径がlm前後の円形のプランを呈する。

2Trから出土した遺物は、平安時代の須恵器と土師器のみであり、昭和47年度の発掘調査で出土ある

いは平成8年の分布調査で採取されたような中世の遺物は全く出土しなかった。須恵器は、9世紀代の佐

渡・小泊産のものが多かった。器種は無台杯が多く、完形に近いものが3個体、「上」の文字が墨書された

ものが1個体、有台杯が1個体で、いずれも南端の遺構iから出土した。破片は無台杯がほとんどであるが、

甕や杯蓋も数片含まれる。土師器は、甕類の破片が120点あまりと多く、椀の破片も1点あり、須恵器の年

17



第m章調査の概要

代とほぼ同時期と推測された。二次調査は多量の遺物と2基の遺構が検出された2Trを中心に2,100nf

について行うこととした。

平安時代の遺物包含層が、田面より1.5m下に存在することと遺構が存在することは確認された。しかし、

2Tr以外のトレンチで遺構・遺物が検出できなかったことから、遺跡そのものの範囲や性格の特定は出

来ていない。遺跡の所在する地域は、沖積地の低湿地で地盤も軟弱で湧水が多く、山地での調査方法と同

じ調査方法を取ったために危険を伴った。トレンチ壁面の崩落におびえながら調査を行うという状況では、

土層観察もままならず正確な情報が得られていない。地質にあった一次調査の方法を選択すべきであった

と考える。

2.二次調査

A.平成9年度の調査方法と経過

(1)調査方法

表土除去は、遺物包含層直上まで重機で行った。排水がうまくいかず、小グリッドを細かく分割するこ

とは困難と考え5×5mに分割することとしたが、ウェルポイントを入れ排水の状況が改善した10月10日

以降は2×2mに変更した。10月9日までに取り上げた遺物は層位が明確でない物もあり、すべてW層と

して一律に取り上げている。また、小グリッドの混乱を避けるため黄色のポスターカラーで註記した。

基本層序確認のためトレンチを入れた結果、遺物包含層が問層を挟んで4～5層存在することが確認さ

れた。その5層を上から1頂にVII、V皿、IX、X、XI層とした。なお遺物包含層をa層、間層をb層とし、Wn

a層、皿b層などと呼称した。調査区全体にセクションラインを引き、層位を記入したフラワーラベルを

用いて表示した。層位ごとに包含層を掘削し、遺構精査を行い遺構を発掘した。写真はモノクロネガ・カ

ラーポジともに35mmのフイルムで撮影することを基本とした。遺構実測図は、縮尺20分の1を基本に作成

した。各b層ごとにレベリングをおこなった。排土は、ベルトコンベアーで所定の場所に運搬した。

(2)範囲確認調査の方法と結果

当初、2,100nfで調査を開始したが、遺物が全而に出土することから、遺跡の範囲拡大が予想された。

このため、調査範囲外の西側に任意に①～・8のトレンチを設定して範囲確認調査を行った。9月のトレン

チ掘削で壁面の崩落があり危険なことから、トレンチ両側に簡易矢板を打ち、支保を行った中を重機で掘

削する方法を選択した。田面から約2mまでは重機で薄く掘削する方法で、遺構・遺物の検出に努めた。2

m以上は、壁面が崩れてくる可能性があったため、直径20cmの鋼管を重機で打ち込み、鋼管の中に詰まっ

た土の堆積状況と遺物の有無を確認するという方法を採った。その結果、①～⑤Trでは、遺構・遺物は

検出されなかった。調査区に近い⑥・⑦Trでは重機掘削で遺構・遺物が検出された。⑧Trでは重機掘削で

は遺構・遺物は発見されなかったが、鋼管の中から斎串が1本出土した。斎串は田面から4mの位置で管の

幅20Cmで上下を切断されていた。この結果、遺跡の範囲は西へ約20m拡張することが判明し、西側の範囲

はほぼ確認できた。しかし、遺跡全体の範囲は調査区外に広がるものと推測された。

調査対象面積は、当時用水路・農道となっていた部分を含め4,400㎡となったが、用水路の南は、パー

キングエリアの盛土が3mあり、幅も狭いことなど工法的にも拡張は困難であるという県教委の判断から、
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2.二次調査

調査対象面積は用水・農道部分を削除した3,400ni(×4面)となった。

(3)経過

9月3日に現地に入ったが、詳細な遺跡の範囲を確認するために、一次調査でトレンチを入れていない

4か所にトレンチを設定し掘削した。壁面が崩落するため長いトレンチを掘削することができずa・bと

分割して調査を行った。東端のla・lbTr、西端の4aTrでは、遺構・遺物は検出できなかった。

北端の2a・3aTrでは土師器が少量出土した。この結果から、当初の2,1001㎡で二次調査を行うこと

とした。このトレンチ掘削で地盤の軟弱さと湧水の多さを改めて認識したが、調査員の低湿地遺跡での調

査経験の無さと、地質に対する認識不足も手伝い、その後の調査の方法や排水設備の選択などを間違い、

大きな混乱を招いた。

9月4日から南端の農道側より5分の法面をつけて表土除去を開始した。ほぼ全面からの遺物の散布と

数基の遺構が確認された。平行して表土除去が終了した部分から、調査区の周囲に人力により開渠を掘削

した。開渠の両側にベニヤ合板を当て、土留支保を行ったが、地盤が軟弱のため支保が機能せず崩壊した。

また、開渠を掘削した排土を法面に置いたため、排土の重さが加わり更に法面の崩落も招いた。9月7・

8日の週末に降った雨のため、南の農道側の法面が崩落した。農道の使用に支障が出るため農道沿いに簡

易矢板を部分的に打ち込み合板で押さえ修復した。あまりに湧水量が多く開渠の効果も見られないので、

ウェルポイントによる排水が可能か地元の削井業者に相談したが、さらに下に15m以上も粘土層が続いて

から砂層になるため、表面の水が砂層に浸透せず効果はないということであった。表土除去もほぼ終わり

かけた9月13・14日の週末の雨でほぼ全域の法面が崩落した。このままでは、周囲の水田にも崩落の危険

が及ぶということで、調査範囲全体に矢板を打ち暗渠を巡らすことになった。暗渠の深さは、一次調査で

包含層の厚さや地山の深さなどが明らかになっていなかったため、開渠を掘削しているときの状況から推

測して深さ60cmとし、24時間排水を行ったが、浅すぎて後半にはまったく機能しなかった。矢板打ち工事

及び暗渠掘削工事は、9月20日から30日に行った。暗渠を掘削したが効果はすぐには現れず、また湧水量

に排水量が追いつかないため、調査区は沼地の状態となっていた。

10月1日より作業員を投入し排水効果が上がる様、上面の泥を除去した。暗渠に上水を流すための排水

溝と、土層観察のためのトレンチを兼ねた溝幅50cn1を掘削したが、土圧で押され土留支保も効果がなかっ

た。ウェルポイント設置のため公団から、ボーリング調査の結果を取り寄せた。その土層柱状図には田面

より5m下にわずかながら砂層が認められるという結果であったので、ウェルポイントを2台設置するこ

とにした。10月3日に設置し10月6日には効果が出始め、調査区内に足場板無しで入れるようになった。

トレンチも土圧で押されないようになり、土層観察ができるようになると、遺物が複数の包含層から出土

することがわかってきた。さらにトレンチを入れて観察すると、間層を挟んで4層(部分的に5層)の遺物

包含層が確認できた。包含層の厚さは2～3Clnのところもあり層序の把握は困難を極めた。10月6日トレ

ンチ掘削中に5E2グリッドから木炭と骨片が出土し、墓坑の可能性があることがわかった。10月13日に

調査方法を再検討し、調査区全体に基本層序を線引きし層位ごとに調査を行うこととなった。また、遺物

が調査区全体で出土することから遺跡の範囲拡大が考えられ範囲確認調査を行うことが決まり、10月30日

～11月7日に行った。当初の調査面積2,100㎡については9年度中の調査の終了が困難となり、さらに遺

跡の範囲も拡大するということになった。層位ごとの包含層掘削は、10月20日から開始し、23日には一部

遺構も確認され始めた。10月31日地山を確認するため、直径20cmの鋼管を調査区内の6か所に打ち込んだ。
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第III章調査の概要

粘土と砂が交互に堆積するXII層が170cm以上も堆積することから、刈層が平安時代の地山であると推定し

 た。

ll月20日～25日には、未買収で一次調査が終了していなかった最西端部分の一次調査を行った。調査面

積が拡大したことと、遺物包含層が4～5層存在することが確認されたことから、平成10年度に調査を継

続することが決まった。このため、平成9年度は3・4EFグリッドを中心にXT・ill[1・IX層の調査を行い、

12月13日で調査を一旦終了した。遺構iは土坑3基、ピット2基、墓坑が1基検出されている。遺物は、須

恵器・土師器を中心に浅箱で20箱出土した。また、地震痕跡がいたるところで検出された。

越冬のため、トレンチには土嚢を詰め壁面の崩落を防いだ。また、遺構確認面の保護のため、養生マッ

トを敷き、さらにブルーシートを重ねて保護した。ウェルポイントで継続して排水作業を行った。

調査範囲が拡張し、斎串が田面から4mの深さで確認されたことなどから、矢板打ち直し工事及び暗渠

再掘削工事は10年度の調査を早期に再開するために10年3月に行った。

B.平成10年度の調査方法と経過

(1)調査方法

表土除去は、範囲拡張した西側部分について重機で遺物包含層の直上まで行った。その後、平成9年度

に調査した範囲のトレンチ内に崩れないように埋め込んでいる土嚢袋をとりあげた。9年度にトレンチを

入れていた場所は、壁面を清掃し基本層序を再度引き直した。また、範囲拡張部分は排水溝を兼ねたトレ

ンチを入れて基本層序を確認していった。調査区全体の基本層序を線引きした後、層序の検討と調査方法

の検討を行った。この結果、遺構・遺物の大量に出土する東側が自然堤防上の集落に当たり、遺物の少な

い西側は河川あるいは湿地に相当すると推定された。調査は、Cラインをおおむね境とし、西側の湿地部

分と東側の自然堤防上に2分して調査を行うこととした。複数の遺物包含層・間層が2～3Cmと薄く確認

が困難ということから、調査の最終段階まで残しておく予定であったメインセクションベルトの両側にト

レンチを入れた。これによってセクション引きの作業量を増やし、遺構を破壊したものも多く大きな反省

点であり、工夫が必要であった。しかし、複数の包含層を層位的に掘削するという観点からは有効であっ

たと考える。自然堤防上はV皿層からIX層、X層と上部の包含層から順に人力で掘削し調査を行った。刃層

の包含層のみ重機で掘削した。b層上面で遺構精査を行い遺構を発掘し、写真・図面の記録を作成した。

遺物が集中して出土した遺構については、適宜遺物出土状況図を作成した。B・E・3・5ラインをメイ

ンセクションベルトとし、基本層序を実測した。実測図などの縮尺は9年度と同一である。各層の遺構発

掘後、大グリッドごとに完掘写真を撮影し、レベリングを行った。写真撮影は、モノクロネガは6×7版、

カラーポジは35mmのカメラを使用することを基本とした。集落がもっとも安定していたと考えられるX層

の調査終了後、ラジコンヘリを使用し調査区全体の航空写真を撮影した。

湿地部分は明確な遺物包含層が認められず、粘土層のドに洪水堆積層と考えられる厚さ20～30cmの砂層

を挟む部分と、粘土層のみの部分に分けられた。砂層が認められる部分は、砂層上面までホソを使用し人

力で掘削し、遺構精査を行った。砂層も人力で発掘し遺構確認を行ったが、明確な遺構は検出できなかっ

た。地山まで粘土層がまだ20数cmあり、粘土層のみの部分も地山まで50～60cmと厚さがあったため、調査

期間短縮のためロングアーム0.7のバックフォーで地山まで掘削していった。その後、湿地部分全体の遺

構を精査し、完堀写真を撮影し地形図を作成した。
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2.二次調査

包含層出土の遺物は小グリットごとに取りあげた。遺構出土遺物は適宜番号を付して取上げた。遺構番

号も平成9・10年とも土坑、溝なとの遺構の種別では分けずに検出順に通し番号を付した。

(2)経過

平成10年9月から農道・用水路の新設工事に着手したいという公団の希望があったが、部分的な引き渡

しでなく全体を10月末日に引き渡したいということで公団の了解を得た。調査期間短縮のため、矢板の抜

き取り・打ち直しの付帯工事は平成10年3月から着手した。3月30日から4月初めに表土除去を行い、そ

の後は暗渠掘削工事を行った。

5月6日より作業員を導入して土嚢取り上げ作業を行った。平成9年度に入れていたトレンチから基本

層序の確認、線引き作業を行った。拡張した範囲にトレンチを入れ基本層序の確認、線引き作業を行った

がかなりの期間を要した。

6月12日基本層序を検討し調査方法を決定した。自然堤防上と湿地部分に分けて、平行して調査を行う

ことにした。遺物の少ない湿地部分は、重機掘削も併用することになった。6月18日には新潟大学高濱信

行助教授らに地震痕跡、地質などについて指導いただき、複数の地震痕跡を確認した。

当初に皿層と確認できた部分は掘削作業を開始しており、7月上旬には皿層の調査を終了した。皿層の

遺構発掘と平行してIX層の包含層掘削を行い多量の土器が出土した。遺構では鉄製の鎌が入った土坑や杭

列、焼骨と木炭が詰まった土坑などを検出した。

D(層は8月上旬に調査を終了した。8月4日未明からの記録的な集中豪雨で調査区は水没し、排水に丸

二日を要した。8月22日には公団主催の一斉現場公開の行事「ハイウエイみて!みて!1981N黒埼」の

一環として、黒埼町・新潟市内の小学生とその父兄、パーキングの利用者約100名を対象に遺跡説明会を行っ

 た。

X層は最も安定して集落が営まれていた期問で、遺構・遺物が大量に出土した。遺構は多数の溝状遺構・

土坑・ピット・火葬場と考えられるような遺構も検出し、この遺構からは、9月8日銅鍔が1点出土した。

IO月13日これまで出土していた人骨と見られる焼骨を鑑定していただくために、日本歯科大学新潟歯学

部の笹川一郎助教授に実見していただいたが、この時は骨の洗浄が行き届いていなかったこともあり、人

骨と認定できる部位は確認できなかった。溝状遺構や土坑からは散発的に碁石あるいは双六子と見られる

小石も出土した。10月中旬にはX層の調査もほぼ見通しが立ち、10月14日県教委の終了確認を得た。10月

21日に調査成果を記者発表した。10月23日にはラジコンヘリで航空撮影を行った。10月25日には一般の方

を対象に現地説明会を開催し、地元黒埼町の方を中心に約150名の参加者があった。10月26日にM層の包含

層を重機で掘削し、遺構精査を行い遺構発掘を行った。10月30日に完掘写真を撮影した。11月2日掘り残

しの点検、平面図の点検等を行い、すべての調査が終了し公団に現場を引き渡した。

ll月4日公団が行う整地工事に立ち会った。遺物の洗浄、註記作業、図面の整理、遺物の整理、写真の

整理、採取した土の洗浄作業などの残務整理を行い、ll月13日に完全に現場から撤収した。

(3)排水方法

遺跡は沖積地に立地し、軟弱地盤で掘り下げると地下水が湧出する状況であった。また、土質は粘土質

で、降雨によって掘削した法面やセクションベルトが崩れる可能性があった。平成9年度、二次調査を開

始した当初に法面が何度も崩落した経緯もあり、地下水はウエルポイントを設置し強制排水を行った。結

21



第m章調査の概要

果的にウェルポイントの設置が功を奏し、沼地のような現場の状況が劇的に改善し、包含層が複数存在す

ることも確認できた。しかし、ボーリング調査の結果を見ても本当に効果があるかは分からない状況で試

験的に設置したものであった。ウェルポイントは、平成9年度は2,100㎡で取水管2本を付けたポンプを

2台設置し、範囲が3,400㎡に拡張した10年度は1台追加した。

雨水は調査区全体にトレンチを兼ねた排水溝を掘り、周囲に設置した暗渠に流すようにした。暗渠は幅

1.5m、深さ1.8mの溝をバック・フォーで掘削し、底面に多孔の塩化ビニールパイプをいれた後、砕石で

溝を充填したものである。暗渠は矢板のすぐ内側、ほぼ全域に敷設し、集水桝を3か所設け、24時間排水

を行った。
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1.グリッドの設定

第IV章遺 跡

1.グリッドの設定

グリッドは大・中・小に区分し、国家座標に沿って分割した。大グリッドは10×10mを1区画とし、北

西コーナーを基点に東西方向をアルファベットのOB・OA・A～Gで、南北をアラビア数字1～7と呼

称した。5E杭の座標値はX:202257.000、Y:42969.000である。中グリッドは平成9年度の9月1日～

10月9日の排水に失敗し、小グリッドの細分が不可能と考えられた混乱した時期にのみ使用したグリッド

で、5×5mを1区画とした4区画である。10月9日以降は、この中グリッドは使用していない。小グリッ

ドは2×2mを1区画とし、北西を基点にアラビア数字で1～25に細分した。中グリッドで遺物を取り上

げたものについては、小グリッドとの混乱を避ける為、註記は黄色で行った。グリッドの呼称は大・中グ

リッド、大・小グリッドの順で5El5などと表示した。

OBOAABCDEFG
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第10図グリッド設定図
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第11図基本層序1

23



第IV章遺跡

2.基本層序

遺跡は沖積地の低湿地に立地する。調査前の現況は水田で標高0.20～0.24mと平坦である。遺跡の標高

は約一1.7～2.4mである。集落は調査範囲の東側の自然堤防上に形成され、西側に湿地が広がると考えら

れる。集落と湿地の境は③⑫付近で地山である期層が西側に落ち込む地点が確認されている。また湿地は、

北から南へ緩く傾斜している。現地形から、平安時代の地形を類推することは困難で、自然堤防の形状は

不明であるが、遺構の多くが北西向きに掘削されていることから類推すると、地形の制約を受けている可

能性がある。色調は地点ごとにかなりの差があり、生活痕跡の顕著な部分(集落)には泥炭を多く含む特徴

がある。V皿b・IXb層は遺物包含層の間層であるが、いずれも洪水堆積層と考えているが、特にIXb層は

厚い砂層で基本層序把握における鍵層となった。湿地部分は、ほとんど泥炭を含まず、長期間にゆっくり

堆積した粘土層で細分は可能であるが、湿地内で共通性を持たないので、上層の粘土層、間に広範囲に広

がる砂層、下層の粘土層に大別した。

1層

II層

IH層

IV層

層
層

層
層

層
層

層
層

層
層

a
b
a
b
a
b
a

V
W
W
皿
皿
眠
眠
X
X
刃

)qb層

刈層

上層粘土層

砂層

下層粘土層

緑灰色粘土層

青灰色粘土層

砂と粘土の互層

褐色粘土。水田耕作土。層厚10～20cm。

青灰色～暗青灰色～燈色粘土。水田のいわゆる床土。層厚10～50cm。

暗赤褐色～黒褐色泥炭質粘土。部分的に植物遺体を含む。層厚10～20cm。

明青灰色～青灰色～暗赤褐色～榿色粘土。部分的に白色粘土、植物遺体を含む。層厚10

～60cm。

暗青灰色～青黒色粘土。層厚10～30cm。

明青灰色～青灰色シルト質粘土,部分的に植物遺体を含む。層厚10～60cm。

明青灰色粘土。部分的に遺物を包含する。

青灰色粘土に暗青灰色の泥炭を多量に含む。遺物包含層。

青灰色シルト質粘土層。問層,やや砂質。

青灰色粘土に暗青灰色の泥炭を多量に含む。遺物包含層。

青灰色砂層。間層。洪水による堆積。

青灰色粘土に暗青灰色の泥炭を多量に含む。遺物包含層。

青灰色シルト質粘土層。MHb層より砂の混入率がやや高い。

青灰色シルト質粘土層。泥炭を少量含む。部分的に認められる遺物包含層であるが、X

a層の遺物と接合するものが多く、Xa層の下層の可能性も高い。

青灰色砂質シルト。間層。

青灰色砂質粘土層。粘土と砂が細かく交互に厚く堆積する(互層)。地山。

明青灰～青灰色粘土層。湿地にのみ見られる。

青灰色砂層。洪水による堆積と考えられるが、IXb層のさらに下に堆積する砂層。湿地

にのみ見られる。

青灰色粘土層。湿地にのみ見られる。

湿地にのみ見られる。

湿地にのみ見られる。

青灰色砂質粘土層。粘土と砂が細かく交互に堆積する(互層)。湿地にのみ見られる。
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2.基本層序
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第IV章遺跡

3.遺構各説(図版12～33)

A.概観

釈迦堂遺跡で検出された遺構は古代のものが大半であるが、1基のみ現代の木道とみられる遺構が、地
そだ

山(刈層)の自然堤防と湿地の境に検出されている。この木道は、伐り取った枝木(粗朶)を束ね、軟弱な地

盤に沈め基盤とし、その上に土をかぶせて堤あるいは道にしていると考えられる。今回検出された木道は、

ガラス片・陶器片などの出土から現代のものと判断したが、粗朶を使った土木技術は、古代から現代まで

長い歴史を持っている。

集落の西端に当たるため古代の建物跡は検出されていない。土坑81基、溝状遺構139条、ピット127基、

杭列3列14本、焼土3基、不明遺構42基が検出された。覆土の見極めが困難なものも多く遺構検出率は高

くないと推測される。基本層序把握のために東西南北に入れた多数のトレンチで、端部あるいは大部分を

切られ、全体を検出できなかった遺構も多い。XI層にっいては、調査段階では間層を挟んでX層下に存在

すると認識していたが、遺物の接合状況などを考慮するとX層の範囲に含まれると考えられる。

B.記述の方法

遺構種別は、土坑をSK、溝状遺構をSD、ピットをP、不明遺構をSXの記号を付して表記している。

他に焼土、杭列などがあるがそのままの名称を用い記号は使用していない。遺構番号は層位・種別に関係

なくすべて通し番号としている。整理の段階で遺構種別を変更したものがあるが、遺構番号は調査時に付

したものをそのまま使用している。また、整理の段階で同一の遺構と判断したものは、早い番号を生かし

後の番号は欠番とした。遺構確認面は主にMHb・IXb・Xb・XIb層であるが、包含層中に検出できた遺

構は、その都度調査を行っているので記述については、wn・IX・X・XI層遺構として記述する。ほとんど

の遺構から遺物が出土している。ここでは主要な遺構について、各層位ごとにグリッドの早い順に報告す

る。遺構の位置・規模等は巻末の遺構観察表を参照されたい。

本文中の数値は、断らない限り上端の長軸(長さ)、短軸(幅)の最大値を表わしている。観察表の計測値

は、平面形上端・下端の長軸・短軸の最大値を示している。深度はいずれも確認面からの最深部の値であ

る。全体を検出できていない遺構で推定できるものは()を付けて表記している。

C.各説

(1)田層検出遺構i(図版12・13)

SK1浅い皿状の楕円形の落ち込みで、炭化物を大量に含む。長さ300cm、幅220cm、深さ9cmを測る。

無台杯、無台椀、小甕、長甕が出土している。

SK97不整円形の土坑である。検出できた幅は116cm、深さ24cmである。断面形は弧状である。覆土は

2層に分けられ、1層は暗緑灰色粘土で炭化物を少量含む。また砂を斑に多く含む。2層は青灰色粘土で

多量の炭化物を帯状に挟む。2層に泥炭が多量に混入する。底部から鉄製鎌(507)1点と長甕が出土してい

 る。

SX41不整楕円形の大型の土坑である。2層は青灰粘土に泥炭が多量に混入する。3層は炭化物層で、
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3.遺構各説

3個に割れた被熱した大きめの花商岩と3～5cm大の川原石が216個(9,529.8g)まとまって出土した。無

台杯、杯蓋、壷類、横瓶、無台椀、盤、小甕、長甕が出土している。2層堆積中に地震による地割れに

よって、遺構が北西から東南に分断されている。また、底面の起伏が著しいのも地割れの影響と考えられ

 る。

SX88不整形な土坑である。2層に炭化物を多く含む。底面の凹凸が多い。中心部に噴砂の立ち上が

りがあり、炭化物が吸い込まれた跡が伺われる。無台杯、黒色無台椀、小甕、長甕が出土している。

SD226走行はN-35°-Eで、検出できた長さは172cn1、幅70cm、深さ20cmである。西壁は立ち上がり

が急であるが、東壁はゆるやかに立ち上がる。2層底部に炭化したワラ灰が多量に堆積している。無台杯、

有台杯、杯蓋、小甕、長甕が出土している。

SD93走行はN-52°-W、検出できた長さは280cm、幅60cm、深さ23cmである。断面形は弧状を呈する。

1層はわずかに炭化粒を含み、2層の底部には炭化したワラ灰が堆積している。底部はほぼ平坦である。

無台杯、無台椀、長甕が出土している。

SD92走行はN-77°-E、検出できた長さは470cn1、幅132cnl、深さは24cm程度と浅い。覆土は薄いレ

ンズ状堆積で2層に分かれる。各層とも粘土であるが、特に2層は粘性が強く、粒度も均一で、基本層序

のV層に類似している。底部に植物遺体(ガツボ)を多量に含む。底部は凹凸が多く、特に南側の乱れが激

しい。遺物は出土していない。

杭列2Bグリッドで杭が3列14本検出されている。1列目の方向はN-57°-Eで4本、2列目の方向

はN-54°-Eで6本、3列目の方向はN-63°-Eで4本である。いずれも上部を欠損しており遺存状態はよ

くない。また、かなり細い木を使用し貧弱なため、簡易的に作られたものと考えられる。

(2)火葬関連遺構(図版14)

本遺跡では火葬に関係すると考えられる遺構が土坑5基、ピット2基、遺体を茶毘に付した場(以下、火

化遺構とする)の可能性がある遺構1基、木炭と焼骨が平面的に散布する遺構1基が検出されている。検出

面はIX層およびX層にまたがる。

土坑及びピットは、木炭と焼骨を入れ上面を埋めていると考えられるが、水分と土圧によって木炭層が

収縮し中央部が落ち込んでいる。焼骨はSK325出土の小骨の1点が、ヒトの手の末節骨(指先部分の骨)と断

定されている(第VI章6)だけであるが、形態を同じくする他の土坑の焼骨も人骨と考えられる。焼骨は、

人体一体分は土坑に入っていない。調査中に多少の紛失も考えられるが、形状の不明な細骨がほとんどで

粉状のものも多く、もとより人体一体分は納めていないと考えられる。遺体を茶毘に付した後、主要な骨

は蔵骨器に入れ墳墓を造営していると考えられるが、墳墓自体は検出できていない。残った木炭や灰と焼

骨をこのような土坑に納めたと考えられる。これらの土坑は小林義孝氏のいう「火葬灰埋納土坑」[小林

1992]に当たると考えられる。

火化遺構の可能性があるものはSXI26のみである。覆土のワラ灰や焼土と1層に多数散布していた遺物と

は、遺物に二次的な火を受けた痕跡が全く認められていないことから、直接の関係はないと考えられる。

火化遺構が廃絶された後に遺物が投棄されたものと考えられる。

下記の遺構以外にも、粉骨とみられる白色粒子が覆土に含まれる遺構もあるが、ここでは、火葬に関係

すると断定した遺構のみを報告する。

SK100自然堤防の最西端2A6グリッドIX層で検出された隅円長方形の土坑である。推定の長さは
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第IV章遺跡

115cm、幅49cln、深さ24cmを測る。遺構の長軸方向はN-41°-Wである。底部は平坦である。覆土は2層に

分かれるが、1層は明らかに人為的に埋め戻された土で平坦に埋め戻されている。緑灰色粘土で、基本層

序のIXa層に類似する。2層は2～3cm大の木炭層であり、生焼け状態の木炭を含む比較的硬い木炭が主

体に埋められている。この木炭層の中央部から南東側に灰白色の粉状の焼骨が大量に混入している。粉骨

の密度は、中央部が大きい。壁面・床面ともに被熱した痕跡はない。1層及び2層から有台杯略完形品1個

体(38)、無台杯片(39)3点が出土している。この有台杯は佐渡小泊産で、9世紀後半のものと考えられる。

SK1023A2グリッドIX層に位置する隅円長方形の土坑である。トレンチによって中央部が切られ、

長さは132cm、幅(60)cm、深さ14cmを測る。長軸の方向はN-3f-Wである。断面は東西両側壁ともゆるや

かに外傾して立ち上がる。覆土はレンズ状堆積で2層に分かれる。1層は青灰色粘土で5～10mm大の木炭

をわずかに含む埋土である。2層は木炭層で上面にワラ灰と木炭(20～50㎜)が混在し、更に生焼け状態の

木炭が多量に混入している。その下から底面の間は比較的きれいな木炭が出土する。南東側の2層底部の

2か所にやや大き目の小骨が見られる。2層中央部には多くの粉骨が見られるが、1層にはわずかである。

遺物は出土していない。

SK1313C4・5グリッドX層に位置する、やや不整な隅円長方形の土坑である。長さ186cm、幅85cm、

深さ12cmを測り、検出された火葬関係土坑の中では最大である。方向はN-47°-Wを測る。底面は北側に

3か所の凹凸がある。覆土は2層に分かれ、1層は青灰色粘土で炭化物5～10mm大をわずかに含む埋め土

である。2層は炭化物層で5～10mm大の木炭が、塊状となって多く点在している。粉骨と細骨片は2層中

にまんべんなく分布し、中央部と北側に10～20mm大のやや大き目の骨片が各1個ずつ見られた。無台杯片

3点、壷類片2点、小甕片9点・長甕片9点が出土している。

P116SKIOO・102と同様、自然堤防の最西端7CグリッドIX層で検出された隅円長方形のピットである。

長さ75cm、幅42cm、深さ19cmを測る。長軸方向はN-50°-Wである。SKIOO・102と比較して規模は小さい

が、焼骨は頭骨・下顎の歯槽と部位が断定できる大きさのものが多数認められたが、人骨とは断定できな

い。無台杯4点、無台椀45点、小甕・長甕片3点が出土している。

P654E17D(層で検出された不整楕円形のピットである。浅い落ち込み程度の穴であるが、木炭に焼

骨を大量に含む。高杯の脚部の破片が1点、小甕1点が出土している。

SX1213A15グリッドIX層に位置する不整楕円形の遺構である。木炭と焼骨が掘り込みを持たずに、

厚さ6cnl、長径は南北方向に88cm、短径は東西に68cnlほどの範囲で散布している。1層は明黄灰色の粘土

で2層は木炭層でやや大きめ(8×80m㎜1)の骨片1個と多量の粉骨が混入している。木炭層の底部の土には

火を受けた痕跡は見られず、火葬に関係する遺構と考えられるが詳細は不明である。遺物は出土していな

 い。

SK3255E3グリッドX層で検出された隅円長方形の土坑である。長さ105cm、幅(66)cm、深さ10cm

を測る。長軸方向はN-49°-Wである。木炭・焼骨が広範囲に散布していたためプランが明確でなかった。

SK372を切っている。焼骨の中には、ヒトの指の末節骨と断定された骨片が1点ある(第34図)。長甕片が8

点出土している。

SK3725E2グリッドX層で検出された長方形の土坑である。長さ(64)cm、幅33cnl、深さ3cmを測

る。長軸方向はN-44°-Wである。SK325に切られ、規模は小さい。木炭と焼骨を多量に含む。無台杯片1

点、小甕片1点が出土している。

SX126自然堤防の最西端、5CグリッドX層で検出された火化遺構と推測するものである。プラン
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3.遺構各説

検出時にワラ灰の範囲を追ったため、平坦な状態で検出できず、土坑部分を覆う粘土層をほとんど掘削し

てしまっている。ワラ灰はおよそ360cm四方に広がっていた。ワラ灰は水分と土圧でかなり収縮している。

ワラ灰は全て土嚢袋に詰め水洗した。長さ360cm、幅180cm、深さ50cm、長軸方向N-44°-Eの大型土坑が

検出された。

1層のワラ灰には少量の木炭と大量の焼土、わずかな焼骨も含まれる。遺物は無台椀、小甕、長甕片73

点、黒色土器無台椀1点、無台杯、有台杯、杯蓋、壷・甕類片15点、含鉄鉄津1点、銅鍔1点、2～5cm

大の礫7(使用痕のある軽石1・被熱礫1)個、土器片円盤など大量にあるが被熱しているものはわずかに礫

1点である。灯明皿もある。「真□」と書いた無台杯(47)が1点出土している。

2層は炭化物を少量含む粘土層で厚さがほぼ均一であることから、人為的に埋めたものと考えられる。

遺物は含鉄鉄津2点のみである。

3層のワラ灰には、少量の木炭と大量の焼土、焼骨もわずかに含まれる。2～4Cln大の礫4点、含鉄鉄

津6点が出土しているが被熱しているものはない。壁面や床面にも被熱した痕跡はない。遺体を茶毘に付

した後粘土で埋め、茶毘は少なくとも2回行われている。

(3)D(層検出遺構(図版15～17)

SK4不整楕円形の土坑である。2層に炭化物を多量に含む。無台杯、壷類、無台椀、小甕、長甕、黒

色土器無台椀が出土している。

SK112不整楕円形の土坑である。長さは252cm、幅は170cm、深さは20cmを測る。底部は2段の平坦

面を持つ。遺物は2層に多く含まれるが、北側に集中している。無台杯、有台杯、杯蓋、黒色土器無台椀、

無台椀、小甕、長甕が出土している。

SK123隅円長方形の大型の土坑である。長さは354cm、幅は127cm、深さは65cm、長軸方向はN-45°-

Wを測る。底面は長さ127cn1、幅98cmを測る。隅丸長方形の平坦部があり、長軸に沿って北西側壁は緩やか

に外傾しながら立ち上がる。南東側壁は内湾ぎみに立ち上がるが上部で外傾する。また、北東の側壁は立

ち上がりが急である。長軸の断面形は船底状を呈する。西側壁は地震による墳砂の影響を大きく受けてい

る。覆土はレンズ状堆積で5層に分けられる。1層と2層は暗青灰色粘土であるが2層に3～5mm大程度

の木炭を多量に含んでいる。3層は墳砂である。2層と4層の接触部分に泥炭化した約10mmの厚さの木炭

層が見られる。5層は緑灰色で均一な粘土層であるが底部に厚さ10mmの泥炭化した木炭層があり、その下

に5皿n程度の炭化したワラが堆積している。無台杯、壷類、黒色土器無台椀、無台椀、小甕、長甕が出土

している。

SK156両端をトレンチで切られ全体を検出できていないが、覆土はレンズ状に堆積している。遺物

は、無台杯、有台杯、杯蓋、小甕、長甕、鉢が大量に出土している。

SKI14不整楕円形の浅い落ち込みで単層である。長さll3cnl、幅68cm、深さ10cmである。無台杯、甕

が出土している。

SK105全体を検出できていないため規模は不明である。無台椀、小甕、長甕が出土している。

SK108隅円方形の土坑である。1層に噴砂の痕跡が残る。無台杯、黒色土器無台椀、小甕i、長甕が

出土している。

SK117不整楕円形の土坑である。小甕、長甕、無台杯、有台杯、甕など多数出土している。

SD178・1795Fグリッドで並列して検出された溝であるが、地震の影響を受けた為か端部は変
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形している。SDI78から無台椀、小甕、SDI79から無台杯、小甕、長甕が出土している。

(4)X層検出遺構(図版18～29)

SK180不整な山形の土坑である。南側はトレンチに切られ、北東端でSD189に切られている。長軸は

150cm、短軸は95cm以上、深さは45cmを測る。土坑の形状は、東から西へ1、2、3のブロックに分けられ

る。第1のブロックはU字形で東側壁は内湾しながら立ち上がるが急である。西側壁は第2のブロックの

中央部分に外傾しながら立ち上がる。第2ブロックは、断面で2か所の凹凸が認められるが底部は比較的

平坦で、N-50°-Wの方向へゆるやかに立ち上がる。第3のブロックはほとんど平坦で西側壁は内湾しな

がら立ち上がる。平坦部にはP210がある。覆土は4層に分けられ、1層は青灰色粘土で7mm大の木炭粒が

ごくわずかに点在している。2層は青灰色砂質粘土で7mm大の少量の木炭粒が点在する。3層は緑青灰色

シルト層で4層は緑灰色粘土である。各ブロック間には切り合い等は全く認められない。無台杯、杯蓋、

小甕、長甕が出土している。

SK170溝状の不整形な土坑である。この土坑は地震によって圧縮尖断と流動化の影響をうけて上下

に分断され、更に下部は横圧力によって押し潰されて溝状の形態を呈す。上部もその半分を押し潰されて、

パイプ形を呈している。北側でSDl66に切られ、西側ではSK168とSKl85に切られている。SDl70の下部は長

さ(270)cm、幅(60)cm、深さ75cmを測り、その方向はN-54-Wを測る。覆土は砂質粘土を基調としている

が、1、3、4層は黒色の炭化物が主体である。2、3、4層が上から下に重なり、これを大きく含んだ

5層の形からも墳砂に押し潰された事が推察される。出土遺物は無台杯、有台杯、杯蓋、壷類、無台椀、

小甕、長甕、鍋、土錘、砥石等多数ある。

SD166SKI70を切る溝である。走行はN-56°-Wである。

SK185不整楕円形の土坑である。長さ137cm、幅63cm、深さ18cnlを測る。底面は北西から南東へ約9Q

の角度で落ち込んでいる。北西側をSD162、南東側をSKI68に切られている。また、SK170の北西側先端部を

SKI68と共に切っている。覆土は単層で暗緑灰色砂質粘土である。10㎜大の木炭が多量に混入し、泥炭化し

ている。出土遺物は無台杯、有台杯、杯蓋、小甕、長甕である。

SK158中央部分がくびれた楕円形を呈する土坑であるc長さ(105)cm、幅(48)cm、深さ38cmを測る。

底面は南東から北西へ急激に落ち込んでいる。覆土は3層に分けられるが、砂質粘土を基調としている。

2層に炭化物を多く含む。遺物は出土していない。

SK132不整楕円形の土坑。覆土は泥炭・木炭を多量に含み、さらに明青灰色粘土をブロック状に含

む。人為的に埋め戻したようである。1層上部の中央から無台杯、小甕、長甕、土錘13個がまとまって出

土している。

SK125不整楕円形の土坑である。底面はほぼ平坦であるが西側へわずかに傾斜している。断面は北

壁の立ち上がりは急であるが、南壁では外反気味に立ち上がる。覆土は単層で紫灰色粘土を基調とし、木

炭が多量に混入している。土器片は無台杯、有台杯、壷類、無台椀、小甕、長甕、鉄鉢3個体、土錘など

多量に出土しており、土器だまりの可能性がある。また、北側にSDI65・160・161があるが、新旧関係は明ら

かに出来なかった。

SK157不整楕円形の土坑。覆土はレンズ状堆積で2層に分かれる。1層は少量の木炭を含む。2層

は上部と下部に帯状に多量の泥炭を含み、さらに、層全体に緑灰色粘土をブロック状に含む。SDI39・142・144

を切る。無台杯、有台杯、小甕、長甕が出土している。
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SK173不整形な土坑である。覆土はレンズ状堆積で2層に分かれる。1層は少量の木炭を含む。2

層は上部と下部に帯状に多量の泥炭を含み、さらに、層全体に緑灰色粘土をブロック状に含む。

SDI39・142・144を切る。遺物は出土していない。

SK209楕円形の土坑。覆土はレンズ状堆積で2層に分かれる。各層とも炭化物を多く含むが、1層

の方が多い。無台杯、小甕、長甕、鉢、土錘3個が出土している。

SK135楕円形の土坑である。長さは152cm、幅は63cm、深さは14cmを測る。底部は平坦で北西、南東

側壁ともゆるやかに立ち上がる。1層は黒褐色炭化物(1～3nlm大の木炭)層で無台杯、壷類、無台椀、小

甕が出土している。2層は噴砂の砂である。

SK39楕円形の土坑である。断面形は弧状である。長さ260cm、幅(69)cIn、深さ13clnである。覆土1・

2層は炭化物を大量に含む。無台杯が出土している。

SK51隅円長方形の土坑である。長さ107cm、幅56cm、深さ28cnlを測る。無台杯、有台杯、甕、無台椀、

小甕、長甕が出土している。

SK37楕円形の土坑である。長さ160cnl、幅40cm、深さ20cn1を測る。3層に噴砂の影響を受けている。

断面は皿状で南西方向に緩く傾斜している。小甕、長甕が出土している。

SK174楕円形の土坑である。長さ160cln、幅50cnl、深さ24cn1を測る。覆土全体に炭化物を大量に含む。

長甕が4点出土している。

SK348楕円形の土坑である。長さ150cm、幅ll5cm、深さ21cmを測る。長軸は北を向いている。覆土はレ

ンズ状堆積である。2層には、炭化したワラ灰と明褐色の灰を大量に混入する。遺物は出土していない。

SK69やや歪んだ楕円形の土坑である。断面形は皿状である。3層には噴砂の影響が残る。無台杯、

無台椀、長甕が出土している。

SK354不整楕円形の土坑である。長さ186cm、幅101cm、深さ16cInを測る。底部は平坦で断面は北東

側壁で内轡し、南西側壁ではやや外傾気味に立ち上がる。断面形は皿状で単層である。無台杯、高杯、甕、

小甕、長甕が出土している。多量の植物種子が入っていた。

SK133楕円形の土坑である。断面形は弧状である。南一北の側壁はゆるやかに内溝し、立ち上がる。

覆土は、レンズ状堆積で3層に分かれ、1層は3mnl程度の木炭をわずかに含んだ緑灰色粘土である。2層

は黒色木炭層で3層の暗青灰色粘土に挟まれている。無台杯、有台杯、無台椀、壷類、小甕、長甕が出土

している。

SK58楕円形の土坑で覆土は単層である。長さ159cm、幅(llO)cm、深さ27cmを測る。無台杯、甕、無

台椀、小甕、長甕、土錘が出土している。

SK358・359どちらも不整楕円形の土坑である。SK358はその中央部で北側に位置するSK359を切っ

ている。断面形はいずれも弧状である。SK358の覆土はレンズ状堆積で3層に分かれている。1層は黒褐色

粘土で2層は緑灰色シルトに少量の木炭粒(7㎜大)が点在する。3層は暗オリーブ灰色の砂質粘土で、少

量の炭化粒が混じっている。SK359は単層・緑灰色砂質粘土で、この中に少量の木炭粒(7～8mnl大)が層状

に混入している。SK358からは無台杯、甕、無台椀、小甕、長甕、土錘4個が出土している。SK359から遺物

は出土していない。

SK355楕円形の土坑である。北東側はP322に、北側はSK313に切られている。東側にはSK397があり、こ

れを切っている。無台杯、甕、小甕、長甕i、小礫が出土している。覆土は9層よりなり、1・3・5層はほ

とんど同じで淡い緑灰色シルトでこの中に淡い灰褐色の砂質粘土を含み、7層は黒色のワラ灰層で少量の
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細かい木炭を含んでいる。9層は6層中に挟まれており、灰黄褐色砂質粘土のブロック状になっている。

P259に切られている。

SK397楕円形の土坑で中央付近に浅い落ち込みがある。長さ142cm、幅(87)cm、深さ28cmを測る。北

からP321・322、SK355・313に切られている。覆土は3層に分かれるが暗灰色砂質粘土を基調とし、2層に極

く少量の木炭が点在し、3層は緑灰色シルトである。遺物は出土していない。

SK260楕円形の土坑である。長さ(100)cm、幅56cm、深さ14cmを測る。北西側先端部はSK313に切ら

れている。底面は平坦で断面形状は船形であり、内湾気味に立ち上がるも1か所平坦部があり、それより

外傾気味に立ち上がる。南東側壁は内湾気味に立ち上がるも1か所凹地があり、それ以後は外傾気味に立

ち上がり、上端部で垂直となる。覆土は3層に分かれ、1層は黄褐色の粘土、3層は暗緑灰色の砂質粘土

である。1層と3層の間に2層の黒色炭化物層を挟み、3層中には緑灰色粘土が帯状に混じる。無台杯、

杯蓋、小甕i、長甕が出土している。

SK187不整楕円形の土坑である。断面形は、浅い平坦面があり、北東側が部分的に窪む。無台杯、

長甕iが出土している。

SK289楕円形の土坑でSD288に北側で切られている。長さ220cm、幅(203)cm、深さ21cmを測る。2層

にワラ灰を多量に含む。甕、小甕、長甕が出土している。

SD288幅20cm、走行N-41°-Wである。遺物は出土していない。

SK263隅円長方形の土坑である。長さ156cm、幅ll6cm、深さ15cmを測る。東南側は緩く立ち上がり、

北東側は上端近くで垂直に立ち上がる。無台杯、壷蓋、長甕が出土している。

SK352隅円長方形の土坑である。長軸方向はほぼ南北方向でN-3°-Eである。西側をSK333、東側

をSD229に切られている。無台杯、有台杯、壷類、小甕、長甕が出土している。

SK333やや歪んだ楕円形の土坑である。1層は木炭を含む褐灰色粘土を基本とするが、表面に焼土

が多量に堆積する。また、粉骨も多量に混入する。無台杯、有台杯、甕、無台椀、小甕i、長甕が出土して

いる。

SK201不整楕円形の土坑である。長軸方向はほぼ南北方向でN-5°-Eである。底面は平坦である。

無台杯、甕、小i甕、長甕が出土している。

SK236長方形の土坑である。長さ208cm、深さ19cmである。無台杯、甕、長甕が出土している。

SK214隅円長方形の土坑である。覆土はレンズ状堆積である。中央部を噴砂が貫いている。無台杯、

長甕が出土している。SD213に切られている。

SD213幅42cm、走行N-30°-Wの溝状遺構である。杯蓋、長甕が出土している。

SK255隅円長方形の土坑である。断面形は東側が内傾して立ち上がり、南側は外傾して立ち上がる。

検出された長さは(240)cm、幅116cm、深さ25cmである。無台杯、壷類、無台椀、小甕、長甕が出土してい

 る。

SK262不整楕円形の土坑である。底部は平坦面から南西側に緩く傾斜する。無台杯、有台杯、壷類、

甕、小甕、長甕、小礫1点が出土している。

SK190不整楕円形の土坑である。底面は比較的平坦で中央部には土器片が多量に出土し、両端側は

殆ど出土しない。長さ320cm、幅(256)cm、深さ23cmを測る。長軸は北を向いている。東側壁は外傾しなが

ら緩やかに立ち上がるが、西側壁は内湾しながら2段に立ち上がる。南北側壁は内湾しながら立ち上がる

が急であり、南側壁はSK312の北側壁を切っている。覆土は青灰色粘土を基調とし、1層は砂が縞状に混じ
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り、2層は炭化粒を多量に含んでいる。無台杯、杯蓋、壷類、甕、無台椀、小甕、長甕、筒形土製品、土

錘1点が出土している。

SK312不整楕円形の大型の土坑である。SK190に切られ、SK353を切っている。長さ440cm、幅215cm、

深さ18cmを測る。底面は平坦で無台杯、杯蓋、壷類、甕、無台椀、小甕、長甕、土錘18点が全面にわたっ

て出土するがやや西半分に集中する。断面は内湾しながら立ち上がるも急である。覆土は単層で暗緑灰色

砂質粘土に2.5mm大の木炭を多量に含む。

SK353不整円形の土坑である。SK312に切られている。断面形状は2か所で凹凸面があるが側壁で内

湾しながら、立ち上がるも急である。覆土は単層で灰色砂質粘土である。炭化物(2～5mm大の木炭)を多

量に含んでおり、外側端に多く分布する。無台杯、有台杯、杯蓋、壷蓋、壷類、甕、無台椀、小甕、長甕、

土器片円盤、土錘が全面から出土している。

SD202長さ560cn似上、幅54cm、深さ17cn1を測り、走行はN-43°-Wである。底部は平坦であるが、

東側壁は2段に外傾気味に立ち上がり、中間の平坦部を経て再び外傾気味に立ち上がる。西側壁はわずか

に外傾して立ち上がる。覆土は緑灰色粘土である。小甕、長甕が出土している。切り合い関係はSK190の南

端部とSK312・353のやや中央部を切ってSK353の南端部で止まっており、北端部はトレンチに切られ不明で

ある。SD202はSK353からSKl90方向にゆるく傾斜し落ち込む。

木炭の出土状況と土の堆積状況から、この土坑はゴミ穴の可能性がある。SK353を使用した後、SK312の

土坑を掘削し使用していたようだ。次にSKI90を掘削し、さらにSD202を掘削している。

SX198不整楕円形の不明遺構である。断面形状は中央部に凹凸が1か所あるが、両側壁ともゆるや

かに内湾しながら、立ち上がっている。覆土は単層で暗緑灰色粘土である。小甕、長甕が出土している。

SX43不整形な不明遺構である。断面形は皿状である。無台杯、小甕、長甕が出土している。

SX136不整楕円形の不明遺構である。有台杯、小甕i、長甕が出土している。

SX42不整楕円形の不明遺構である。長軸方向の立ち上がりは急である。無台杯、壷類、長甕が出土

している。

P1682C25グリッドで検出された楕円形のピットである。長さ(95)cm、幅54cm、深さ35cmを測る。

隣接する南側のSK170と北側のSKI85を切っている。2層の中に粉骨が含まれる。無台杯、壷類、無台椀、

小甕、長甕、鍋が出土している。

P1493D4グリッドに位置する楕円形のピットである。長さ98cm、幅75cm、深さは21cmを測る。断

面形は弧状で、覆土はレンズ状堆積で3層に分かれている。1層は緑灰色砂質粘土、2層は暗緑灰色砂質

粘土に5～10mm大の木炭が少量点在する。3層は緑灰色砂質粘土で口縁部欠損の長頸瓶(158)が頸部を内側

に向け傾いた状態で出土している。長頸瓶を蔵骨器とする例もあるため墳墓の可能性も考えられたが、骨

片が入っていないことや、覆土の堆積状況等から墳墓とは断定できなかった。

P307直径22cm、深さ8cmを測る。底部は平坦で南と北の側壁では、内湾ぎみに立ち上がるも急であ

る。覆土は単層で青灰色粘土である。遺物は刀子の留め金具の一部らしい銅片(505)が深さ5cnlの所から出

土している。銅片は出土当初、錆もなく光沢を帯びていた。

P241円形のピット。覆土はレンズ状堆積で2層に分かれる。1層は木炭がぎっしり詰まった状態で、

土の混入は見られない。2層は木炭を少量含むが、均一な粘土である。遺物は出土していない。

焼土3055E8グリッドで検出された直径70～80clnの円形の焼土でSD302に切られている。1～4層と

も堅く焼きしまっている。2層に粉骨のような白色粒子が多量に混入している。無台椀が1点出土してい
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第IV章遺跡

る。同じ5EグリッドX層にSK325・372の火葬灰埋納土坑があり、関連する可能性もある。

溝状遺構群1(3Cグリッド)

3Cグリッドの28条からなる溝状遺構群の方向は、おおむねN-40～45'-Wであり、南東方向に緩やか

に下方に傾斜する。南側の溝は幅が狭く浅いが、北側の溝は幅が広く深い傾向が見られる。断面形はU字

あるいは弧状である。また、多くの溝状遺構は単層で短期間に埋没したものと考えられる。SDI60・161・162・

167の覆土は2層に分かれ、SDI95は3層に分かれる。最も南側に位置するSDI38は、長さ230cm、幅20cm、

深さ7cm程度であるのに対して、北側に位置するSDI52は、長さ800cm、幅40cm、深さ15cmである。幅が狭

く浅い溝からは、土器がほとんど出土していないが、幅が広く深い溝からは土器の出土が多い。幅が狭く

浅い溝は、畑の畝であると考えられる。幅が広く深い溝は他の用途で掘られた溝の可能性もあるが、3C

グリッド内で完結するものが多く、水路等とは考えにくい。直線的な形状の溝の他に、SDI51のように二股

に分かれるものや、SDI53のように複数の溝…が切りあっているのか部分的に不整形な溝iもある。また、SD160

と161、165の切り合い関係は明らかに出来ていない。SDI41・143・172・195・196の長軸方向は北東向きになっ

ており、他の溝群とほぼ直交し切り合っている。SDI41は、SDI40とっながり、SD142・144・145を切り、SD139

に切られる。SDI43は、SDI42とっながり、SDI44・145を切り、SDI40に切られる。SDI72は、長さが170cm程

度と短い溝iであるが、SD140・145・146・177を切っている。SDI95も短い溝iで、SDI46とSDI47に両端を切ら

れている。SDI96は、SD152に切られ止まっている。

溝状遺構群2(4～6E・Fグリッド)

4～6E・Fグリッドの6つのグリッドにまたがる80条の溝状遺構群である。多くの溝の方向は、N-45

～50°-W前後で、南東方向にゆるやかに下方へ傾斜する。SD234・272・274・301・316・242・308は方向

を違え、多くの溝とほぼ直行する。5Eグリッドの溝は間隔が開き長さも短いものが多いが、4E・5Fグ

リッドの溝群は長さも長く間隔も密である。断面形はU字もしくは弧状である。ほとんどの溝の覆土は単

層であるが、SD235のみ覆土が3層に分かれる。SD235の1層は、他の溝の覆土と同一の土質であるが、2

層の下部にはワラ灰を多量に含み、3層の中間には砂を帯状に多量に含む。1層から無台杯、有台杯、杯

蓋、甕、小甕、長甕がまぼらに出土している。さらに、幅60cm、深さ30cm程度と深く、唯一、堆積状況が

違う溝である。水の流れがあった可能性も考えられる。SD316は、100cmと最も幅の広いSD299につながり、

SD299からは無台杯、杯蓋、甕、無台椀、小甕、長甕、鉢がまとまって出土している。SD296とSD299は噴砂

の貫入を受けている。多くの溝は畑の畝と考えられるが、SD235のように深い溝は、栽培された作物の違い

と考えられる。

(5)XI層検出遺構(図版30～33)

SK403楕円形の大型の土坑である。長さ430cm、幅178cm、深さ29cmを測る。長軸方向はN-44°-W

である。当初SK435と切り合った土坑と考えていたが、横断面の状況、遺物の接合状況から同一の土坑と判

断した。2か所に噴砂の影響を受けている。全体から、無台杯、有台杯、杯蓋、高杯、甕i、小甕、長甕、

小礫、木片などが大量に出土している。墨書土器も「与止」を始め7点出土している。

SK421楕円形の土坑である。長さ231cnl、幅ll8cnl、深さは38cmを測る。底部は平坦であり、南～西

側壁は内轡しながら、立ち上がるが急である。北～東側壁は内溝しながら、立ち上がるが、上部では外傾

するが急である、覆土は4層あり、色の変化はあっても砂質粘土を基調とする。1層は緑灰色シルトで2

層は淡黄褐色砂質粘土である。3層は緑灰色砂質粘土で4層は少し黒ずんだ砂質粘十であり、黒色の10mm
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3.遺構各説

程度の木炭が点在する。遺物は木片と木炭が南西側底部に板状に出土している。南東部4層中に小礫1点

が出土する。他に無台杯、甕、小甕、長甕が出土している。

SK400不整楕円形の土坑である。長さ(330)cm、幅165cm、深さ40cmを測る。長軸方向はN-43°-W

である。覆土は暗緑灰色砂質粘土である。5～7mm程の木炭が多く含んでいる。無台杯、有台杯、杯蓋、

壷蓋、甕類、無台椀、小甕、長甕、土錘2点が出土している。中央部3か所で木の実が出土している。

SK442楕円形の土坑である。長さ118cnl、幅71cm、深さ7cmを測る。底面は平坦であり、側壁は北側

でゆるやかに外傾気味に立ち上がる。南側は内湾しながらゆるやかに立ち上がる。無台杯、有台杯、杯蓋、

甕類、小甕、長甕、土錘1点が出土している。また、北端部で木の実が多量に出土する。

溝状遺構群3(3E・F、4E・F・Gグリッド)

27条の溝iで構成される溝i状遺構群3の溝の走行は、N-36～40°-Wである。SD407の走行のみN-40°-E

でSD425と直交している。ほとんどの溝から遺物が出土している。SD425は2本のものが、北西側で4本に

分かれ、さらに東南で2本が結合して、全部で3本になっている。SD386は東南で2叉に分かれる。断面形

はU字・弧状・皿状などである。SD75の断面形は不整形である。単層の溝が多いが、SD385・77が3層、

SD407・78・427・416が2層堆積している。
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第V章遺物

第V章遺物

1.概観

今回の調査で遺物は、集落の営まれていた東側の自然堤防上の遺構・包含層から主に出土した。西側の湿

地からも少量出土している。浅箱換算で78箱の遺物が出土している。内訳は、土器および土製品63箱・石製

品および礫13箱・木製品1箱・金属製品1箱である。遺物は平安時代、9世紀代の遺物が主体である。他に

近世以降の遺物が数点あるが、昭和47年度の調査のような中世の遺物は全く出土していない。また、灰粕

陶器、緑紬陶器なども全く出土していないが、多量の墨書土器が出土している。遺跡は集落と考えられる

が、有力者の存在や官衙との関連、村落内寺院の存在を窺わせるような遺物も出土している。

土器は須恵器・土師器があり、器種は須恵器の無台杯・有台杯・杯蓋・高杯・皿・無台盤・壷蓋・短頸壷・広口

壷・小瓶・長頸瓶・横瓶・甕・円面硯がある。土師器は無台椀・黒色土器無台椀・有台椀・鉢・小壷・小甕・長甕・鍋

がある。この他に、土錘・石錘・筒形土製品・土器片円盤・手つくね土器銅鍔・刀子鎌・砥石・斎串・杭がある。

自然石を碁石あるいは双六子として使用したとみられる小礫などがある。

2.土器(図版34～61)

A.土器の分類(第13・14図)

(1)食膳具(第13図1～30)

食膳具に占める土師器の割合は、極めて少ない。

須恵器(1～20)

無台杯(1～5)杯のうち、高台をもたないもの。口径は12～14cm前後の範囲に収まる。ロクロナデによっ

て成形されている。底部は基本的に回転ヘラ切り後無調整である。法量での分類は行わず体部の形態で細

分した。ほとんどが佐渡小泊窯跡群産(以下、小泊産)と考えられ、他に笹神窯跡群産(以下、笹神産)、新

津丘陵窯跡群産(以下、新津産)などが少量含まれる。

A類(1・2)体部が内湾気味に立ち上がるもの。1は底部から体部の器壁が厚く、口縁部はあまり開か

ない。胎土は緻密で焼成不良で黄榿色を呈する。新津産のものと考えられるが、数は少ない。9世紀第2

四半期頃のものと考えられる。2は薄手で内湾気味に立ち上がるものである。

B類(3)体部が直線的に立ち上がるもの

C類(4)体部が外反気味に立ち上がるもの

D類(5)底部からの立ち上がりに稜を持っもの。底部切り離しは回転糸切りで1個体のみである。頸城

あるいは西古志産の可能性がある。

有台杯(6～11)杯のうち高台を持つもの。器形および法量で細分した。

A類(6～8)体部が内湾気味に立ち上がるもの。

1(6)身が深く小型のもの。

2(7)身が浅く中型のもの。
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2.土器
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第13図土器分類1

3(8)身が深く大型のもの。

B類(9～11)体部が直線気味に立ち上がるもの。

1(9)身が深く小型のもの。

2(10)身が浅く中型のもの

3(11)身が深く大型のもの。

有台椀(12)体部は椀形でやや高い高台が付く。施粕陶器を模したものと考えられる。1個体のみである。
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杯蓋(13～15)中型・大型の有台杯に付く蓋である。器形で3分類した。

A類(13)器形が全体的に丸みを持ち、器高が高いもの。数は少ない。

B類(14)天井部が平らに削られ、体部との境は稜を明確に持つ。ほとんどの杯蓋はこの形態で小泊産で

ある。

C類(15)天井部が広く、器高が低く偏平で縁部は外反する。西古志窯跡群産(以下、西古志産)のものと

考えられる。数個体のみである。
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2.土器

高杯(16)杯部は杯蓋の天地を逆にし、脚部を付けた形態である。佐渡小泊窯跡群産で倒蓋型式といわ

れるものである。3個体のみである。

皿く17)杯より身が浅く、盤より底径の小さいものを皿とした。口径は約12cmとほぼ無台杯と同じである。

高台の有無は不明である。胎土から新津丘陵窯跡群産のものと考えられる。1個体のみである。

無台盤(18～20)底部が広く身が浅いものを盤とした。3個体のみのため細分は行っていない。9世紀第

2～3四半期の頃のものと考えられる。

土師器(21～30)

無台杯(21)須恵器の無台杯を模したものと考えられる。1個体のみである。

無台椀(22～28)器形・法量で細分した。

A類(22～24)底部と口径の比率が1:3未満のもの。

1(22)口径12cm未満のもの。

2(23)口径12cnl以上16cm未満のもの。

3(24)口径16cm以上のもの。

B類(25～28)底部と口径の比率が1:3以上のもの。

1(25)口径12cm未満のもの。

2(26)口径12cm以上16cnl未満のもの。

3(27・28)口径16cm以上のもの。

黒色土器無台椀(29)内面を黒色処理し、内面に磨きをかけたもの。数は少ない。細分は無台椀と同一で

ある。

有台椀(30)高い高台を持つもので1個体のみである。

(2)仏具系(第13図31～34)

鉢(31～33)仏具として使用したと見られるものである。すべて土師器である。

A類(31)椀形のもの。

B類(32)口縁があまり開かず口縁端部が短く外反する。

C類(33)鉄鉢形で張り出し部に稜をもつものと口縁部に複数の孔が開くものがある。

円面硯(34)須恵器の円面硯である。寺院および官衙など特殊な遺跡で出土することが多いといわれるが、

集落遺跡からの出土も近年増加している。1個体のみである。県内での出土例も近年増加している。土製

品の項で報告する。

(3)貯蔵具(第14図1～14)

3の小壷以外はすべて須恵器である。

壷蓋(1)短頸壷に付く蓋である。ツマミが付く。

短頸壷(2)肩の張る体部に短く直立する口縁部を持っ。

小壷(3)土師器で口径が広く、口縁は短く上につままれている。高台が付く。

広口壷(4)広口の外反する口縁を持ち、体部の肩がやや張り出す。

小瓶(5～8)器形で細分した。

A類(5)そろぼん珠状の体部で、高台が付く。口縁部形態不明。
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B類(6)短めの口縁を持ち、体部の肩が張り出す。底部形態不明。

C類(7)短めの口縁を持ち、体部の肩の張り出しは緩い。底部形態不明。

長頸瓶(9)長い頸部を持っ瓶類で9は高台が付くものである。

横瓶(10)俵型の体部を持ち、短めの口縁が付く。大小2種類の法量があるようだが細分は行っていな

 い。

甕類(11～14)口縁部片が多く個体数は多いとみられる。また、大小2種の法量があるようだが、細分

は行っていない。

(4)煮沸具(第14図15～26)

小甕(15～18)底部は回転糸切りが基本である。口縁部の形態で細分した。

A類(15)口縁部が「く」の字に屈曲し、口縁端部がつままれている。

B類(16)口縁部が「く」の字に屈曲するもの。

C類(17)口縁部が「く」の字に屈曲し、口縁端部が面取りされているもの。

D類(18)口縁が短く外反するもの。

長甕(19～24)底部は平底・丸底がある。平底では静止糸切りのものがわずかにあるが、基本はヘラ切り

である。「北陸型」といわれるロクロ成形で体部上半にカキメ、底部の丸底はタタキ痕がのこるものが多

い。また、「佐渡型甕」・「西古志型甕」といわれるハケメを多用する甕も少量含む。口縁部の形態で細分し

 た。

A類(19)ロクロ成形で口縁部が「く」の字に屈曲し、口縁端部がつまみあげられている。

B類(20)ロクロ成形で口縁部が「く」の字に屈曲し、口縁端部が面取りされている。

C類(21・22)いわゆる佐渡型甕といわれるもので、他の長甕と比べ器高が小さめである。非ロクロ成形

で体部の器壁が極めて薄い。体部外面は縦方向のハケメ、内面は横方向のハケメが施される。口縁部は長

く外反し、外面は無調整、内面は横または斜め方向のハケメを施す。一般に底部は丸底と平底があるが、

底部があるものは丸底のみである。法量で細分した。

1(21)器高が20cm前後のもの。

2(22)器高が25cm前後のもの。

D類(23・24)砲弾形の体部に口縁部は強く「く」の字に外反する。外面はケズリの後に縦方向のハケメ、

内面は横方向のハケメが施される。いわゆる西古志型甕である。法量で細分した。

1(23)器高が20cm前後のもの。

2(24)器高が30cm前後のもの。

鍋(25・26)口縁部の形態で細分した。

A類(25)口縁部の屈曲は緩く、ロ縁端部がつまみあげられている。

B類(26)口縁部は緩く「く」の字に屈曲し、口縁端部は面をつくっている。

B.記述の方法(第15図)

報告は、各層ごとに遺構出土土器・包含層出土土器を報告した後、出土地点・層位不明分を報告する。平

成9年度に行った、一次調査出土遺物も不明分として報告する。土器の分類・部位名称は、第13・14図のよ

うにした。調整技法の表現は、ロクロの回転を利用した箆削り・なで・刷毛目をそれぞれ「ロクロケズリ」・
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2.土器

「ロクロナデ」・「カキメ」とする。ロクロを使用しない箆削り・なで・刷毛目をそれぞれ「ケズリ」・「ナデ」・「ハ

ケメ」とする。また、黒色土器等に見られる箆磨きは、「ミガキ」とした。貯蔵具の甕・横瓶、煮沸具の長甕

の当て具痕・タタキ具痕の細分類は、内堀信雄氏の分類[内堀1989]を基本に第15図のようにした。出土地

点・胎土・法量などの詳細は巻末の遺物観察表を参照されたい。法量の計測に当たり、口径・底径は接地

面の最大値を測定した。器高も最大値を測定した。須恵器の胎土については、山三賀II遺跡[坂井1989]を

参考にA群・B群・C群・D群に分類した。

A群:胎土は相対的に粗く、石英・長石・金雲母を多量に含む。器面はざらつき小礫が露出する。笹神

丘陵の笹神・真木山窯跡群を中心とする一群である。笹神丘陵は古代の沼垂郡にあたる。

B群:胎土は精良で長石とみられる白色粒子を多く含み、器面に溶着痕(黒色の小さな吹き出し斑点)が

見られるもの。まれに海面骨針を含むものがある。佐渡小泊産と考えられる一群である。器種によって粘

土の選択が異なっており、杯類は特に精良な胎土で器壁は薄く、軽量なものが多い傾向が見られる。高杯

などには粘性の強い粘土を選択している。

C群:胎土が精良で器面はなめらかである。長石・石英の細粒をごく少量含むものが多い。新津丘陵産

と見られるものである。杯類は器壁が厚く相対的に重量感がある。新津丘陵は古代の蒲原郡にあたる。

D群:A～C群以外のものを一括した。出雲崎町・和島村・寺泊町周辺の島崎川流域を中心とする、西

古志産と考えられる一群を含む。胎土は緻密で精良で器面はなめらかである。島崎川流域は古代の古志郡

にあたる。

土師器煮沸具で、一般的北陸型長甕とは区別できる、いわゆる佐渡型甕は須恵器に合わせ胎土B群とし

た。また、西古志型甕および鍋も須恵器に合わせ胎土D群とした。

同心円文当て具痕◎
 a類

平行線文タタキ具痕
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口
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口
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ー
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N
N
N
N
N
H
c

@
 c類

 ー
類

 ー
d

放射状文

  名称分類基準

  同心円文a類木目の見られないもの

  同心円文b類年輪状の木目の見られるもの

  同心円文c類柾目状の木目の見られるもの

  放射状文放射状の文様がみられるもの

  平行線文a類木目が彫り込みに対し直行するもの

  平行線文b類木目が右上がりに斜行するもの

  平行線文c類木目が左上がりに斜行するもの

  平行線文d類木目が平行するもの

第15図当て具痕・夕タキ具痕の細分類([内堀1988]を原図として再トレース)

C.墨書土器の記述の方法(第16図)

釈迦堂遺跡では、墨痕のみのものを含め78点の墨書土器が出土している。墨書の文字の表現については、

『石川県墨書土器集成』[(社)石川県埋蔵文化財保存協会1997]、および新潟県墨書土器集成検討会の資料

[小林ほか2000]を基に、第16図のように統一を図った。文字の大きさは、おおむね4～5cmを大、2～3

cmを中、lcmを小とした。底部に書かれている場合、中央・上・下・左・右の5つに分けた。実際には、
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それぞれの中間に書かれているものもあるが、左上、右下などとは分けていない。墨書が体部に書かれて

いる場合は、土器を正位に置いた場合の文字方向をみて、正位・倒位・横位とした。さらに、横位の場合

は文字を正位にみて部位を上・下・左・右と表現した。したがって、表現は墨書の部位方向・大きさの順

に記載し、「底部外面中央・大」、「体部外面横位右・中」などと表現した。釈文に用いる符号は以下のよ

うである。

文字の大きさ

大

上
中

上
小

文字の部位・底部の場合

中央 上

下

左 右

文字の方向

正位 倒位

横位

文字の部位・体部の場合
」

ロ
ー

ー
ー

ロ
ー

ー
ー

第16図墨書土器表現凡例

文字が完結しているもの。

文字は上には続かないが、下は欠損等により不明。

」文字は下には続かないが、上は欠損等により不明。

判読できないが、字数の確認できるもの。

判読できず、字数の確認できないもの。

判読できないが残画から推定できるもの。

上記以外の説明。

42



2.土器

D.各説(1～427)

(1)VII層出十土器(1～4)

無台杯(1)1は小泊産の無台杯A類で底部外面上に大文字で「大の字が墨書されている。

鉢(2)2は鉢B類でロクロ成形で口縁端部が短く外反する。口径は19.Ocnlである。

長頸瓶(3)小泊産とみられる長頸瓶の口縁部である。口径が14.Ocm前後とする大型の長頸瓶と考えられる。

小甕(4)4は小甕A類で口縁端部が上部につままれ細くなっている。胎土に石英が含まれる。

(2)皿層出土土器(5～36)

a)遺構出土土器(5～23)

SK1(5)中型で身の浅い、有台杯A2類が1点出土している。やや肉厚で高台は短く外端接地である。

新津産の可能性がある。外面に自然紬が付着している。

SX2(6)小泊産の杯蓋B類が1点出土している。ツマミは3.5Cmと大きく偏平である。溶着痕と火ぶく

れが見られる。9世紀第4四半期ころのものである。

SD218(7)7は無台杯C類である。器壁は薄く小泊産である。

SD226(8～10)9は無台杯A類で底部外面左に中文字で「衣」と墨書されている。小泊産で9世紀第3

～4四半期のものある。10は有台杯B2類である。高台は短く外端接地である。西古志産の可能性があり

9世紀第1～2四半期ころか。

SX41(11～22)llは無台杯A類で、底部外面左に大文字で「真」の墨書がある。小泊産で9世紀第3～

4四半期ころのものである。47の「真」とは違い、崩れた字形である。12は有台杯B類で小泊産である。

体部はかなり開いて立ち上がる。13は無台杯D類である。体部は稜をもって立ち上がり、特徴的である。

推定底径は7cmである。底部切り離しは、須恵器無台杯では唯一の回転糸切りである。頸城または西古志

産の可能性があり、9世紀第2四半期ころのものである。14は無台椀A2類である。体部外面下部にスス

が付着している。15は無台椀B2類である。器壁は厚い。17は小泊産の横瓶である。体部の推定長径37.Ocn1、

短径24cm前後と大型である。内面は同心円文c類の当て具を使用している。18は甕である。口縁はわずか

に外反し、口径は22.3cnl程度で大きさは中甕程度である。頚部にカキメの後の平行線文タタキ痕が部分的

に残る。内面はカキメが残る。19は小甕A類である。体部に強いロクロナデの凹凸が残る。頸部は器壁が

薄く、口縁は厚く丸みを持つ。20は長甕A類で丸底である。底部は丸く平行線文・同心円文で叩き出した

後、軽く内外面をハケで調整している。21は長甕iB類・丸底で胎土が新津産の無台杯A類に類似している。体

部上半は、カキメの下を縦方向に削っている。体部下半から底部はハケメで調整されている。風化が著し

く、内面の当て具痕はわずかに残る。22は長甕B類である。口縁は短い。体部はやや丸みを帯びる。

P276(23)体部が丸みを持った長甕B類で短めの口縁が付く。内面に縦方向のナデがわずかに残る。

b>包含層出土土器(24～36)

無台杯(24～29)24～26はA類である。24は体部外面正位に墨書があるが判読不能である。新津産である。

25は口縁部に長さ4cm、幅0.7cmの打ち欠きがある。内面にタールが付着していることから、灯明芯を載せ

るための打ち欠きと考えられる。26は小泊産である。ロクロナデが顕著である。27はB類で溶着痕が見ら

れ、小泊産と推定される。28は底部外面中央に2文字の墨書があるが判読不能である。9世紀第2～3四
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半期ころのものである。29も底部外面に墨痕があるが判読不能である。

杯蓋(30～32)30～32はB類である。30・31はいずれも小泊産である。30は口径14.8cm、31は口径13.9cmで

ある。32は小泊または西古志産である。

甕(33)甕の頸部から体部である。平行線文b類・同心円文c類のタタキ痕が残る。頸部内面に指頭圧痕

が明瞭に残る。体部の最大径は49.Ocmである。新津産の可能性がある。

長甕(34・35)34はA類で口縁端部が細く外側にっままれている。口径24.Ocmとやや大きい。35もA類で

口縁端部が厚くつままれている。内面に同心円文がわずかに残る。

鍋(36)36はA類で口縁部はゆるく「く」の字を呈し、端部はわずかにつままれている。体部にハケメを

多用していることから、西古志産の鍋とみられる。

(3)火葬関連遺構i出土土器(37～64)

SK100(37・38)37は無台杯A類である。口径は11.8cmとやや小型で小泊産である。38は有台杯B3

類で、高台は外面が強くナデられ内傾し、体部との境が明瞭でない。小泊産である。

SK131(39・40)39は無台杯B類である。口縁部の残りが少なく、口径は推定で14.Ocm前後と大きい。

40は底部が欠損しているが有台杯A類と推定され、口径は10.Ocn1程度である。器壁はかなり肉厚である。

SX65(41)41は高杯である。SX65からは脚部の一部が出土しているのみである。杯部は杯蓋を倒位に

した倒蓋式といわれるもので、杯部の口径は17.Ocm、器高はll.Ocmで小泊産である。脚部端部はつままれ

ている。杯部には直径12.5cm位の杯類を伏せて置いて焼いた重ね焼き痕が残る。

SK116(42)42は無台杯B類である。器壁は極めて薄く、小泊産である。

SX126(43～64)43から45は無台杯A類である。44は内外にタールが付着していることから、灯明皿

に転用されていると考えられる。47は無台杯B類である。底部外面中央に中文字で「真□と墨書されて

いる。かなりの能筆である。48は有台杯B3類である。高台の接地面が欠けている。49は有台杯の高台内

側を硯として使用している。底部の周囲を全周打ち欠いて整え、安定するように調整している。50は杯蓋

B類で小泊産である。51は杯蓋C類で偏平な器形で、口縁部が横方向につままれている。胎土は緻密で西

古志産と考えられる。52は無台椀A2類である。口径は14.Ocmである。53は無台椀A3類である。口径は

16.Ocmである。54は無台椀A3類である。体部外面の底部付近に複数の墨痕がある。55は黒色土器無台椀

A3類である。体部下半および底部はケズったあと磨いている。内面に底部にミガキの痕跡が残る。56は

長頸瓶で頸部は欠損し不明である。体部下半はケズられている。高台は内端i接地である。9世紀第2四半

期頃のものである。SKI29出土の破片と接合している。小泊産と推定される。57は小甕A類で、口縁内面に

カキメがわずかに残る。体部下半外面の剥落が著しい。隣接するSXII9出土の破片と接合している。58は小

甕B類である。口縁はゆるく「く」の字を呈する。59は小甕C類で口縁端部はわずかに下方につままれて

いる。60は長甕A類である。頸部はゆるい「く」の字で、器壁は薄くなっている。体部下半はケズられてい

る。61は長甕B類である。口縁は肉厚である。SKI23出土の破片と接合している。62は長甕C類である。体

部下半は上半部に比べ薄くなっている。頸部の3cm下からタタキが見られるが、平行線が細かいものと粗

いものと2種類のタタキ痕が見られる。63は「佐渡型甕」の長甕C類である。口縁内面は横方向のハケメが

施されている。口径は22.8cmである。64は長甕Cl類である。外面は縦方向のハケメ、口縁部内面は横方

向のハケメが施される。内面に多数の指頭圧痕が明瞭に残る。
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(4)IX層出土土器(65～124)

a)遺構出土土器(65～90)

SK4(65～69)65は黒色土器無台椀B2類である。器壁は極めて薄い。内面に放射状のミガキがわずか

にみられる。66は小甕iA類である。口径は12.8cmである。67は小甕の底部である。ロクロナデの痕跡が明

瞭に残り、外面の剥落が著しい。SKIO3出土の破片と接合している。68は長甕B類である。口縁端部の中央

は窪ませている。69は鍋B類である。底部は平行線文c類・同心円文a類で叩き出され、内面はさらにハ

ケメで調整されている。

SK123(70・71)70は長甕A類で丸底である。平行線文a類のタタキ痕、同心円文の当て具痕が残る。

71は長甕A類である。胎土は大粒の石英・長石を多く含み粗く相対的に重量感があり、笹神産の須恵器の

胎土に類似していることから笹神産と考えられる。同一個体と見られる破片に平行線文a類のタタキ痕が

残る。内面は剥落が著しく当て具痕跡は不明である。72も長甕B類で口縁から頸部にかけて器壁が厚い。

同一個体の破片から平行線文a類のタタキ痕が見える。内面は放射状の当て具を使用している。

SX34(73)73は長甕A類で口縁は短く強く外反する。体部は膨らみがなく寸胴でである。平行線文a

類のタタキ痕が残る。内面は同心円文当て具痕である。

SKIO(74)74は小甕A類である。口縁部はゆるく「く」の字状で口縁端部は内側に強くつままれてい

 る。

SK30(75)75は小甕A類で口縁は強く外反し、さらに上に丸くつままれる。76は小甕iD類で非nクロ

成形で口縁は短く外反する。口径10.Ocmと小型で胎土はやや粗い。口縁部形状・胎土とも他の小甕と様相

が異なり、在地のものと見られる。小甕D類はこの1個体のみである。

P15(77)77は杯蓋B類である。ッマミの調整が粗く、笹神産で歪みが大きい。

SK112(78～80)78は無台杯A類で、胎土は精良で器壁は極めて薄いが、焼成は軟質である。79は無

台杯B類で体部外面に墨痕があるが判読不能である。80は杯蓋B類である。口径15.3cmと大型でッマミも

偏平で大きい。笹神産の可能性が高い。

SX117(81～87)81は無台杯A類で底部径は口径に比して大きい。胎土は緻密で精良であるが、焼成

は軟質である。82も無台杯A類である。底部外面左に残った墨書から〔長〕の文字を書いたものと考えら

れる。9世紀第2四半期ころのものである。83・84は無台杯C類で小泊産である。ともに体部の立ち上が

りがかなり開く。85は鉢A類で出土している鉢類では口径19.Ocmと小型である。口縁部外面にわずかにス

スが付着する。86は小甕A類である。体部のロクロナデの凹凸が著しい。87は長甕A類である。平行線文

a類のタタキ痕が残る。内面は無文の当て具か。

SX150(88)88は無台杯A類である。内外の底部にのみススが付着している。

SX119(89)89は無台杯の底部である。外面中央に墨痕がある。

SD179(90)90は無台杯C類で小泊産である。

b)包含層出土土器(91～124)

食膳具(91～116)

無台杯(91～103)91～94はA類である。92は底部外面中央に墨書があるが判読不能である。93は底部外面

に複数の墨書があるようだが判読不能である。95～102はB類である。95は底部外面中央に「巳」または

「弓」を丸く囲んだ墨書がある。「弓」の墨書は六日町長表遺跡[小林2000]で多数の類例があり、95と同一
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の字形のものが「弓」と判読されていることから、95も「弓」の可能性が高い。笹神産で9世紀第2四半

期ころのものである。97は体部の立ち上がりがかなり開く。小泊産である。100は焼き歪みが大きく、佐渡

小泊産である。101はロクロナデの痕跡が著しく、体部外面立ち上り際に墨痕がある。103は底部の外面に

墨書があるが判読不能である。複数の文字の可能性がある,

有台杯(104～108)104はAl類で底部の円盤に粘土ひもを積み上げて成形している。105はA3類で長石・

石英を多量に含み笹神産と見られる。106はB2類で底部の円盤に粘土ひもを積み上げて成形している。上

越市滝寺古窯跡群産の可能性がある。9世紀第2四半期ころのものと見られる。107はB3類で内傾ぎみの

高台が付き、外端接地である。108は断面三角形の高台が付く形態で東海系といわれるものか。底部はヘラ

切り無調整である。胎土は小泊産のものに類似している.

杯蓋(109～111)109～111はすべてB類である。109・IlOは小泊産で内面を硯に転用している。111はリン

グ状のツマミが付き、笹神産とみられる。

無台盤(112)体部は直線的に開いて立ち上がる。全体的に器壁は厚い。胎土は緻密である。底部外面左に

「郡」の墨書がある。縦1.3Cm、横1.5cmの小文字で書かれている。新津産で9世紀第2四半期ころのものと

見られる。

無台椀(113～116)113はA2類で口縁端部がわずかに外反する。口径は14.3cmである。114もA2類で口

径12.4cmと小ぶりである。ll5はB3類で口径24.4cm、器高8.7cmと大型の椀である。鉢としてもよいほど

の大きさであるが、底部切り離しが回転糸切りであることから、ここでは椀としておく。ll6は底部外面中

央に中文字で「□(家力)刀」が墨書されている。家は407に「家刀」とあることから類推できる。

貯蔵具(117～119)

小瓶(117)117はC類で頸部および底部形態は不明である。肩は張らずに丸みをおびている。

横瓶(118)118は横瓶の体部の閉塞部分である、円盤の大きさは約10cmである。外面は平行線文a類でタ

タキ出した後カキメ、内面の当て具痕は同心円文である。

甕(119)ll9は甕類の破片である。外面は格子目文タタキ、内面は同心円文の当て具痕が残る。器壁が薄

いことから、小型の甕類の破片と思われる。

煮沸具(120～124)

小甕(120)120は小甕A類で口径は13.4cm、底径7.Ocm、推定器高13.5cmである。

長甕(121～123)121はB類で口縁端部が下にわずかにっままれている。体部は丸みを持った器形になると

思われる。122もB類で内面にハケメが見られる。123もB類で体部が張り出す器形になると思われる。

鍋(124)124はB類で内面はハケメ、外面はカキメで底部はケズられている。

(5)X層出土土器(125～340)

a)遺構出土土器(125～216)

SX36(125～135)SX36は遺物集中地点である。M層検出のSK403の破片と接合するものが多い。125は

無台杯A類である。底部外面中央に〔与止〕の合わせ文字の墨書がある。9世紀第3四半期ころのものと

見られる。126は有台杯Al類で高台は外端接地である。口縁は極めて薄くしている。XI層で検出された

SK403出土の破片と接合している。127は有台杯B2類である。高台はやや高めで外端接地である。新津産

である。128は有台杯B3類で小泊産である。器壁は薄く、体部の高台付近はケズられている。SK403出土

の破片と接合している一129は杯蓋A類で丸い天井部を持つ新津丘稜産である。ツマミは小さくなり9世紀
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第2四半期ころのものと考えられる。127とセットの可能性が高い。130は杯蓋B類で小泊産である。131は

土師器無台椀A2類である。底部の剥落が著しい。130は長頸瓶の口縁部で口径10.OCm、小泊産である。口

縁端部は外側につままれている。9世紀第2四半期ころのものである。133は長甕A類とした。口縁端部は

丸くつままれている。平行線文c類でタタキ出されている。内面の当て具は不明である。134は長甕Cl類

の佐渡型甕である。器高は20cm前後になるものと見られる。135は鍋B類で西古志産である。体部上部はカ

キメの下に縦方向のハケメを施し、底部はケズられている。内面底部はハケメで調整されている。

SK43(136)136は高杯の脚部である。杯部との接着面に3条の櫛歯状の工具で付けた接合の技法が明

瞭に残る。内面には成形時に絞ったときの斜め方向のシワが見える。小泊産である。

SK40(137)137は無台杯C類で胎土に重量感があり、新津産の可能性がある。

SK51(138)138は有台杯B3類である。高台は外端接地である。

SX42(139)139は鍋B類である。口縁部は強く屈曲し、端部は厚く肥厚し玉縁状である。口径は30.7

cmである。

SK125(140～148)140は無台杯A類で内面に赤色顔料が付着している。本遺跡で赤色顔料が付着して

いるものは140のみであるが、SKI25から仏具系の遺物が多く出土していることと関係があるか。141は無台

杯B類である。142は鉢B類で体部はやや直線的に立ち上がり、口縁部は内湾する。内面はカキメが施され

る。底部外面に制作時の長さ4.5～5.2cm、幅1.8cmの2本のロクロ板または亀板[西1986]といわれる痕跡が

明瞭に残る。143は鉢C類で全体に調整が粗雑である。肩部に強いロクロなでが施され、稜を作ろうとして

いるようだが幅が一定でない。底部から体部にかけて粗くケズられている。口径は21.4cmである。144は鉢

C類である。外面にカキメを施して丁寧な作りで新津産の可能性がある。口縁部下方に焼成前に直径0.9cm

の孔が3単位で施されているようである。この孔には、摩耗あるいは欠けなどの使用痕が見られないこと

から、装飾のための孔と見られる。外面にわずかにススが付着している。145も鉢C類で新津産と見られる。

3単位の孔が口縁部下方に施されている。ひとつの孔はうまく穿孔できていない。これらの孔も摩耗・欠

け等の使用痕は見られない。このように鉄鉢形の鉢が3個体出土したSKI25は特異な性格を持つのであろう

か。146は有台杯である。高台外面はナデられており、内面にはわずかに墨痕が付着している。147も壷・

瓶類の体部である。体部の最大径は18cm程度である。肩に1条の沈線が巡る。新津産の可能性がある。148

は小甕A類である。全体にススが付着している。

SK133(149・150)149は有台椀A3類である。高台は内湾している。150は無台盤で、口径は15.3cm

である。極めて緩く短く立ち上がる。底部はヘラ切りである。溶着痕が見られる。

SK135(151)151は短頸壷である。口縁はやや内傾して立ち上がる。口径は8.6cmである。溶着痕が多

数見える。152は甕の口縁で直立気味に立ち上がり、端部がわずかに外反する。推定口径21.6Cmで中型の甕

と考えられる。

SK132(153)153は長甕C2類の佐渡型甕としたが、佐渡型甕には長胴の甕は見られないことから、

他の産地の可能性も残る。胎土・手法は佐渡型甕と類似している。口縁は4cmと長く体部の器壁は薄い。高

さは30cm前後か。内面に指頭圧痕が多数明瞭に残る。

SD140(154)154は無台杯A類である。底部外面中央に「□□(所力)」、側面横位右に「其の墨書があ

る。「其の第2・3画は218の「葛」の筆跡と類似しており、同筆の可能性がある。また、方向は逆である

が、218の字形と類似し、右下は欠けていることから「葛」を墨書している可能性も残る。9世紀第2四半期

ころのものである。
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SDI47(155)155は鉢A類である。内面にカキメが施されている。体部から口縁まで器壁の厚みは一

定である。

SD152(156)156は無台杯C類である。底部は凹凸があり、体部は緩やかに開き気味に立ち上がる。

新津丘陵産の可能性がある。157は杯蓋B類である。偏平なボタン状のツマミが付く。口縁端部は肉厚であ

 る。

P149(158)158は長頸瓶の体部から底部である。頸部は欠損している。高台は外反している。実測図

では表現しきれていないが、内面の肩と頸部の中程に風船技法で上部を円盤でふさいだ時の段差が明瞭に

残る。底部内面に調整時の削りクズが付着している。小泊産で9世紀中葉から後半のものと見られる。

P168(159)159は無台杯B類である。口径14.Ocm、底径9.Ocm、器高3.7cmと大きい。焼成は軟質であ

 る。

SK170(160～168)160は無台杯A類である。胎土は精良で、小泊産である。161は無台杯B類である。体

部に墨痕があり、底部外面中央に「*」の記号が大きく墨書されている。9世紀第3～4四半期ころのも

のである。162は有台杯A3類である。高台は短く内端接地である。163・164は杯蓋B類である。いずれも

小泊産である。165は土師器・無台杯A類である。内外面に指頭圧痕が明瞭に残る。灯明皿に転用しており

スス・タールが内外面に付着している。166は長頸瓶の頸部から体部である。頸部に2条の沈線が巡る。口

縁端部は欠損しており、体部は剥落が著しい。167は小泊産の横瓶の頸部から体部である。口径はIl.2cm体

部径推定33.1cmと小型である。体部の片面が閉塞されているが、もう一方は不明である。外面のタタキ具

は平行線文b類を使用している。内面は同心円文c類で、中心には更に十字に溝が彫り込まれている。内

面は剥落が著しい。168は鍋B類である。体部下半から底部はケズられている。内面の口縁部付近はカキメ、

底部付近はハケメが施され西古志産の可能性がある。

SD166(169)169は長甕Dl類の西古志型甕である。高さ19.4cmと小型である。内面はハケメ、外面

の体部上部はケズられ下半はハケメが施されている。

SX181(170～172)170は有台杯A3類で小泊産である。高台は丸みを持ち、外端接地である。171は

長甕の底部で、切り離しは静止糸切りである。172は長甕C2類である。内外にハケメが施されている。

SK185(173)173は無台杯B類である。SKI72出土の破片と接合している。

SK187(174)174は無台杯A類である。灯明皿に転用されている可能性がある。

SK190(175～177)175は杯蓋B類である。ッマミは偏平で大きい。176は小甕B類である。口縁は

「く」の字で薄くなっている。小型だが、重量感がある。177は長甕iB類である。風化が著しい。

P191(178)178は無台杯A類である。体部に倒位で「大」の墨書がある。文字の大きさは中である。

9世紀第3四半期ころのものである。

SD196(179)179は無台杯A類である。底部外面は部分的に焼成不良である。

SK174(180)180は長甕A類である。口縁端部の一部は上につままれ、一部は下に引かれている。体

部は砲弾状である。外面は平行線文b類、内面も平行線文の当て具痕が残る。

SK251(181)181は無台杯A類で新津産である。口径は10.8cmと小型である。

SK214(182)182は無台杯A類で小泊産である。41・136・356の高杯と同様な粘性の強い粘土を使用し

ている。

SD213(183)183は杯蓋B類である。ッマミが欠損している。内面に自然粕が付着している。

SX231(184・185)184は無台杯C類である。体部は極めて薄く口縁端部は外反する。185も無台杯C
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類である。底部外面ほぼ中央に「千縄」と大文字で墨書している。「千縄」は人名の可能性があるが、346

とは同筆ではない。

SD235(186)186は杯蓋B類である。天井部から体部にかけて外反気味に反る。

SD257(187)187は無台椀A2類である。口縁部の内面にわずかにタールが付着し、全体にススが付

着する。灯明皿に転用か。

SD265(188)188は有台杯Bl類である。高台は外端接地である。ロ径は10.lcmである。189は杯蓋B

類である。ツマミは略宝珠形である。

SD251(190)190は新津産の須恵器の皿としたが、高杯の可能性もわずかにある。口径は12.Ocm程度

である。

SK255(191)191は小泊産の無台杯A類である。底部外面上に中文字で「長」の墨書があるが、横一画

が足りない字形である。9世紀第2四半期ころのものである。

SD244(192)192は無台杯C類である。ススが内面見込み以外に大量に付着している。

SD300(193)193は無台杯A類である。底部外面上に中文字で細く「大」の字を墨書している。9世紀

第2四半期ころのものである。

SD299(194)194は長甕A類である。全体に器壁は薄く、体部はやや丸みを帯び中型である。外面は

頸部下はカキメ、その下はハケメを施している。内面は、カキメを施している。西古志産である。

SD273(195)195は長甕B類である。外面平行線文b類、内面縦方向のハケメが施されている。整形

の最後に外面を縦方向にナデている。

SK262(196)196は小泊産の広口の壷である。口径は13.Ocm程度である。

SX309(197)197は無台杯B類である。溶着痕がある。

SK312(198～201)198は無台杯A類である。胎土に海綿骨針を含む。口縁部のみ焼成不良である。

199は無台杯の底部外面下に「与止」の合わせ文字が墨書されている。「与」の最後の一画が省略されてい

る。200は新津産の杯蓋B類である。ツマミが小さくなっている。201は長甕A類である。内面に指頭圧痕

 が残る。

SK333(202・203)202は新津産の無台杯A類である。器壁は厚く立ち上がりは垂直気味である。胎土

はにぶい榿色である。203は小泊産の有台杯A3類である。高台は外端接地で断面形は三角形に近い。

SK354(204～210)204は無台杯A類で底部内面の凹凸が著しく、凸部は摩耗して滑らかである。205

は無台杯B類で小泊産である。206は無台杯A類で、底部外面上に中文字で「七」と墨書されている。207は

有台杯B3類で、伏せて焼成しているので高台内面にまで自然粕が多量に付着している。208は小甕A類で

ある。体部下半が張り出している。209は長甕B類である。平行線文のタタキ痕がわずかに残る。210は長

甕B類で頸部がすぼまるような器形である。体部下半はケズられている。

SK343(211)211は杯蓋C類の西古志産である。ツマミは小さく、口縁端部は外反している。内面は

硯に転用されている。9世紀第2四半期ころのものである。

SK353(212)212は長甕D2類西古志産の甕である。内外面はハケメ、外面体部下半はケズられてい

 る。

SD356(213)213は無台杯A類である。小泊産である。

SX371(214)214は甕iで口縁は大きく開く。体部外面は平行線文b類のタタキ痕、内面は同心円文当

て具で頸部近くは右回りである。
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SK358(215)215は長甕B類である。平行線文c類のタタキ痕、当て具痕は不明である。

SD369(216)216は無台椀A2類である。底部外面に墨書があるが判読不能である。

b>包含層出土土器(217～340)

食膳具(217～302)

無台杯(217～272)217～229はA類である。218は体部に「葛」の文字が横位・左に墨書されている。154と同

筆と見られる。9世紀第2四半期ころのものである。219も体部に「葛」の文字が横位・右に墨書されている

が、218とは同筆ではないが土器の時期は同一である。222は底部外面・上にL」と大きく墨書されている。9

世紀第3～4四半期ころのものとみられる。226は底部外面上・中文字で「長」と墨書されている。体部に

墨痕がある。9世紀第2四半期ころのものである。227・228は新津産の無台杯A類である。器壁が厚く全

体に丸みを持つ。229は底部外面・上に「二」の墨書がある。9世紀第2四半期ころのものである。230～255

はB類である。232・236は口縁部にタールが付着していることから、灯明皿に転用されているとみられる。

235は体部左に墨書「□(葛力)水」があるが、上の文は上部の墨痕が薄いが「葛」と読める可能性が高い。

238は底部外面・上に「十」の墨書としたが、天地が逆の可能性もある。いずれにしても「十」となる。9世

紀第2四半期ころのものである。243は底径が小さく体部が大きく開く器形で東海系の影…響が見える。244

は底部外面に墨書があるが判読不能である。249は底部外面右・中文字で記号「一」のようなものが漆で書い

てある。9世紀第2四半期ころのものである。252は底部外面に墨痕がある。255は底部内面上・中文字で

〔与止〕の合わせ文字が墨書されている。9世紀第2四半期ころのものである。256～259はC類である。

256は笹神産でやや大粒の長石・石英が多量に含まれる、257は焼成が軟質である。底部のヘラ切り痕の凸部

は摩耗している。258・259は器壁が薄く小泊産である,260・261は底部外面に墨書があるが判読不能であ

る。260は新津産である。262は底部外面に複数の文字の墨書、体部外面に墨痕があるが判読不能である。

263は底部外面左に「碓□(下力)の墨書がある。下の文字は「下」の可能性もある。小泊産で9世紀第2～

3四半期ころのものである。264は底部外面に墨書があるが判読不明である。265は底部外面に文字の一部

の四、または皿の部分が残るが判読不能である。266は底部外面に墨痕がある。267は底部外面中央・中文

字で2文字以上の墨書があるが判読不能である。268は底部外面中央に中文字で複数の墨書があるが判読不

能である。9世紀第2～3四半期ころのものである。269は底部内面に墨痕がある。270は底部外面上に中

文字で「犬」、方向を変えて上に中文字でL」と墨書している。271も底部外面に大文字で墨書されている

が判読不能である。272も底部外面に墨痕がある。

有台杯(273～281)273は有台杯A3類で、器高は7.1cmと身が深い。高台は小さく中央に接地面を持つ。

274はBl類で高台の端部が外側にっままれる。275はB2類で短い高台が付き、底部の中央が落ち込む。

西古志産である。276もB2類で短い偏平な高台が付く,胎土は極めて緻密で西古志産の可能性が高い。

277～281はB3類である。277は小泊産である。口径14.4cnlと大型である。278は口縁部内外面にタールが

付着している。279は断面三角形に近い高台が付き、小泊産である。280は内端接地である。281は底部のみ

で高台の内面に墨痕があるが、転用硯として使用した可能性もある。

有台椀(282)須恵器の有台椀は282の1個体のみである。施紬陶器を模したものと考えられる。器壁は厚

く、やや高めの高台が付き、接地面は摩耗が著しい。胎土は白色粒子を多く含み、小泊産である。

杯蓋(283～291)283はA類で内面左・中文字で「束」の墨書がされている。西古志産で9世紀第2四半期

ころのものである。281～291はB類である。284は杯蓋B類としたが全体の器形は丸みを帯びる。285は内

面を転用硯としており、摩耗している。9世紀第2四半期ころのものである。288は内面左に「真田」の墨
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書がある。小泊産で9世紀第3四半期ころのものである。291は宝珠状のツマミを持ち、9世紀第2四半期

ころのものである。

無台盤(292)292は口径16.3cm、底径12.Ocmと大型で、体部が直線的に立ち上がる。

無台椀(293～300)293はA1類である。294はA2類で全体に丸くボール状である。295もA2類で左右の

器高が0.6cmほど違いがある。296もA2類で体部は緩やかに立ち上がる。297はA3類で全体に器壁が厚い。

口径は17.6cmである。口縁部の一部が打ち欠かれている。298もA3類で内外面にスス・タールが付着して

いる。299はB2類で口縁端部が外反する。内外面にススが付着している。300はB3類で口径16.Ocm、底

待…は4.6Clnと、小さい。

黒色土器無台椀(301)301は黒色土器で口径18.Ocn1、底径6.4cln、高さ6.2cmである。内面底部は放射状の

ミガキ、体部から口縁部は口縁に沿ってミガキをかけている。

有台椀(302)302は2.2cmの高い高台が付く大ぶりな椀である。土師器の有台椀は302のみである。

仏具系(303)

鉢B類(303)303は直立気味の体部を持つ鉢である。底部付近外面にヘラケズリ、内面はハケメが施され

 る。

貯蔵具(304～310)貯蔵具には土師器と須恵器があるが、304以外はすべて須恵器である。

短頸壷(304)304は短い口縁が直立に付く有台の壷である。高台は内端接地で外反する。

小瓶(305)305は算盤珠状の体部を持っ、有台の小瓶A類である。高台は内側につままれ内端接地である。

306は肩の張る小瓶B類である。口縁部はやや短めで高台は付かないと考えられる。肩に幅3nlmの沈線が1

条巡る。

甕類(307～310)307は甕類に付く把手と推定される。内面は同心円文当て具痕が残る。幅7.4cm、高さ3.8cm、

厚さ2.Ocnlである。308は短めの直立気味の口縁部を持つ甕である。推定口径21.Ocnlである。中型の甕にな

ると推定される。309は外反した口縁で、端部は外側につままれている。推定口径23.Ocmである。310は甕i

の体部片である。外面は平行線文b類、内面は同心円文である。器壁が厚いので大型の甕になると考えら

れる。

煮沸具(311～340)

小甕(311～318)311は小甕A類で、頚部は強く「く」の字に屈曲する。体部上半のロクロナデの痕跡が明瞭

に残るが、下半はケズられている。口縁端部は厚く上につままれている。312は体部全体にロクロナデの痕

跡が明瞭に残る。313はB類で体部が丸く、頸部はあまり締まらず、口縁は緩く「く」の字に外反する。314・315

は小甕C類である。315は口縁端部が窪んでいる。318は底部に回転糸切り痕、およびロクロから持ち上げ

るときに差し込んだ、2本の串状工具の痕跡が明瞭に残る。

長甕(319～333)319～324はA類である。319は内面に指頭圧痕が残る。320はケズった後、平行線文b類・

同心円文で叩き出している。322は口縁端部を細く上部につまんでいる。325～330はB類である。325は口

縁端部が丸く肥厚する。327の内面は口縁部から頸部はカキメ、体部は縦方向のハケメが施されている。

331～333はCl類である。331はいわゆる佐渡型甕の中甕というべき法量で、高さは15.Ocnl前後である。体

部は丸みを持ち、頸部は「く」の字を呈し、口縁は長く外反する。332も佐渡型甕で内外面ハケメ調整され

る。内面に指頭圧痕が見られる。333は長甕C2類で長胴になると推定される。内外ハケメ調整で指頭圧痕

が見られる。

鍋(334～340)334は鍋A類である。口縁部はほとんど屈曲せず、口縁端部が上につまみあげられている。
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底部は平行線文a類・同心円文で叩き出されている。335～340はB類である。335はカキメで整形した後、

ケズって厚さ調節を行っている。底部は平行線文c類・同心円文c類で叩き出している。336・340は口縁端

部がわずかに窪んでいる。

(6)XI層出土土器(341～389)

a>遺構出土土器(341～380)

SK421(341)341は無台杯で底部外面上に〔与止〕の墨書がある。9世紀第3四半期ころのものであ

 る。

SK403(342～361)342～345は無台杯A類である。343・344は底部外面上に中文字で「与止」の合わ

せ文字が墨書されているが同筆ではない。土器の時期は9世紀第2四半期ころのもので同一である。345は

口縁部を打ち欠かれ、内面にタールが付着し灯明皿と見られる。底部外面上に「玉」の墨書がある。9世紀

第2四半期ころのものである。346～350は無台杯B類である。346は底部外面上に「千縄」という人名の可能

性のある墨書がある。9世紀第2四半期ころのものである。351は底部外面に「全□(万力)の墨書がある。9

世紀第2～3四半期ころのものである。352は有台杯Bl類である。ロクロナデの痕跡が明瞭である。新津

産の可能性がある。9世紀第2四半期ころのものである。353は有台杯B3類である。高台内面左に「与

止」の合わせ文字の墨書がある。343と同筆の可能性がある。354・355は杯蓋B類である。355は西古志産

である。356は高杯である。佐渡小泊産である。杯部に直径12cm程度の杯を伏せて焼成した重ね焼き痕があ

る。SX36(X層)・SD386(X[層)出土の破片、VIU・IX層出土の破片と接合している。357は小甕iA類である。体

部下半はケズられている。口縁端部は短くつままれている。358・359は長甕A類である。358は内面ハケ

メ・ケズリ調整したあと叩き出している。360は長甕B類である。外面のカキメと内面のカキメは道具を変

えている。外面は平行線文b類で叩き出されている。内面体部に指頭圧痕、底部はハケメがわずかに残る。

SK400(362～369)362～364は無台杯A類で362は新津丘陵産である。内外にタール・炭化物が大量に

付着している。365は杯蓋B類である。366は有台杯の底部である。高台は端部がわずかに外反する。笹神

産で折縁杯の可能性もある。367は小甕C類である。内面にわずかにカキメが残る。外面指頭圧痕が残る。

368は長甕iA類である。平行線文c類・同心円文a類に直交する溝が掘られている可能性がある。369は長甕

D2類西古志型甕である。内外ハケメが施される。内面に指頭圧痕が並んで観察される。

SK438(370)370は小甕B類である。チャートが多く混入する。

SK442(371)371は有台杯A3類である。高台は外端接地で内湾する。

SD77(372・373)372は鍋B類である。底部外面はケズられ、内面はハケメ調整されている。西古志産

である。373は大甕の口縁部である。波状文が二条引かれるが不揃いである。

SX75(374)無台杯374は底部上に中文字で「長」の墨書がある。横一画が足りない字形である。9世

紀第2四半期ころのものである。375は杯蓋で偏平な器形である。376は大甕iの体部である。外面は平行線

文b類である。内面の体部中央付近は同心円文c類で叩き出している。その下は平行線文の当て具を使用

しているが、粘土がある程度乾燥してから叩いているため、痕跡は浅い。それに比べて底部付近の平行線

文は深い。

SD386(377)377は無台杯B類である。内面にタールが付着している。378は長甕B類である。外面は

平行線文タタキ痕、内面は指頭圧痕が残る。

SD78(379)379は杯蓋B類である。ッマミは小さく全体に歪みがある。380は短頸壷に付く壷蓋でツマ
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ミが付く。

b)包含層出土土器(381～389)

無台杯(381～384)381はA類で底部に「□(萬力)」と読める可能性のある墨書がある。383は無台杯B類で

ある。体部はかなり開き気味に立ち上がる。384は底部外面に墨痕がある。底径は9.Ocmと大きい。

杯蓋(385)385は杯蓋B類で小泊産である。口縁端部は細く尖っている。

有台皿(386)386は底部の破損面がわずかに下に伸びていることから、有台皿あるいは高杯の可能性があ

 る。

甕(387)甕の体部片である。平行線文b類、同心円文b類で叩かれている。大甕になると考えられる。

小甕(388)388はA類で体部下半はケズられている。口縁端部は内側につままれている。

鍋(389)389は鍋B類で口縁端部は厚く丸みを持っ。口径は34.Ocm程度である。

(7)出土層位・位置不明土器(390～427)

食膳具(390～418)

無台杯(390～414)390～402はA類である。390・392・396～401・403～406は9世紀第2～3四半期ころのも

のである。390は内外面にタールが付着し、灯明皿に使用されたと考えられる。391・393は底部外面に墨痕

がある。394は複数の墨書が底部外面にあるが判読不能である。395はやや深めの器形で底部外面右に中文

字で「廣」の墨書がある。9世紀第3四半期ころのものである。402は底部外面上に中文字で「西」の墨書

がある。9世紀第2四半期ころのものである。403～408はB類である。403は内面異タールが付着し灯明皿

と見られる。口縁部に灯明の芯を安定させるための打ち欠きが大(幅3.9cm深さ1.2cm)小(幅0.7cm深さ

0.5Cm)2か所ある。407は底部外面上に中文字で「家刀」の墨書がある。9世紀第3四半期ころのものである。

408は一次調査出土分である。底部外面左に大文字で「上」、体部左に中文字で〔葛〕の墨書がある。文字

位置は、底部と外面の差はあるがいずれも左に墨書している。409は体部外面に墨痕がある。410は底部外

面に墨書があるが判読不能である。9世紀第3四半期ころのものである。下は墨痕のみか。411・414も底部

外面に墨書があるが判読不能である。412は底部外面中央に二文字の墨書があるが判読不能である。9世紀

第2～3四半期ころのものである。413は底部内面に小文字で「十」の墨書がある。横画に比べ縦画が長い。

9世紀第3四半期ころのものである。

有台杯(415)415は有台杯A3類である。高台外面はナデられている。火ぶくれの痕跡が数個まとまって

見られる。

無台椀(416～418)416は内外面にタールが付着し、灯明皿に転用されている。418は椀である。口径は

23.6cn1と大型である。口縁端部は外反する。

黒色土器無台椀(419)419は黒色土器無台椀の底部である。他の黒色土器無台椀に比べ器壁が厚い。底径

は7.4cm程度である。

仏具系(420)

鉢(420)420は鉢B類で口縁端部がわずかに外反する。口径は18.6cm程度である。

貯蔵具(421～424)

小瓶(421・422)421は小瓶C類である。口縁部の長さ2.6cmである。肩が張る器形である。西古志産の可

能性があり、9世紀第2四半期ころのものである。422は小瓶の底部で高台が付く。高台は幅広で偏平であ

る。これも西古志産で9世紀第2四半期ころのものである。
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壷・瓶類(423)423は壷または瓶類の底部で高台が付く。高台は外端接地で、径は10.5cmである。西古志

産で9世紀第2四半期ころのものである。

甕(424)424は甕の体部の破片である。外面は平行線文a類、内面も平行線文の当て具痕である。大甕に

なると推定される。

小甕(425)425は小甕A類である。胎土に金雲母・小礫が混じる。

煮沸具(426・427)

長甕(426・427)426はA類で頸部が強く屈曲し、口縁端部は上にっままれている。427もA類で頸部はゆ

るく「く」の字を呈し、口縁端部は厚くつままれている。

3.土製品(図版62)

A.円面硯(428)

脚部の一部が出土している。甕の口縁部を逆にした器形で、台形の透かしが複数入る。外面には斜格子

状のヘラ描きが施される。脚径は18.Ocmである。新潟市的場遺跡に同類の円面硯が出土している。上部の

推定復元は山形県・太夫小屋1遺跡[古代城柵官衙遺跡検討会1999]出土の円面硯を参考にした。

1.山形県太夫小屋1遺跡

2.新潟市的場遺跡

1

 ＼
⊃

2

Ol5cm

一

第17図円面硯参考資料

B.手つくね土器(429)

1点のみの出土で、祭祀遺物と考えられる。口縁部が玉縁状に肥厚する。内面に指頭圧痕が残る。口径

4.4cm、底径3.3cm、高さ2.8cmである。

C.筒形土製品(430・431)

430・431はこれまで製塩土器の器台[坂井1989]あるいは、用途不明の筒形土製品[新潟市1994]、筒型有孔

脚台[本間1983]などの多様な名称で呼ぼれている土製品である。ここでは、筒形土製品とした。どちらも

同一個体と見間違うほど胎土は共通し、小礫を多量に含み極めて粗雑である。非ロクロ作りで輪積みの痕

跡が明瞭に残る。430は中央に直径1.3～2.Ocn1の小孔が3～5か所指で開けられている。外面は縦方向のナ

デが明瞭に残る。内外面にススが付着し、二次被熱し赤変している。431は3か所以上の孔が開けられてい

る。緒立遺跡ではカマド製品と思われるものとされており、本遺跡出土品も用途はカマドの支脚と考えて

いる。
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D.博状土製品(432)

432は粘土を四角形に成形し焼成したレンガ、いわゆる博とよぼれるものと推定される。博は古代におい

て寺院や官衙の基壇や擁i壁に使用されたものである。県内で出土例は見出せず、わずかに寺泊町横滝山廃

寺[前島己基1984]で博仏が出土している。北陸の寺院跡の博の出土例は、福井県箱谷遺跡、石川県黒瀬瓦

窯跡、富山県寺山遺跡、大北遺跡、越中国分寺跡など数例ある[北陸古瓦研究会編1987]。胎土は精良で焼

成は極めて軟質で軽量である。スサなどの繊維質の材料は含まれないので壁材ではない。きちんと面が作

られており、角度はほぼ直角である。博には正方形博・長方形博があるがいずれとも判別は付かない。実測

が可能だった432(143.7g)以外に破片が740.5gある。

E.土器片円盤(433～453)

縄文時代から各時代を通して、土器片を加工して円板状に成形する、いわゆる土器片円盤または円板状

土製品といわれるものがある。時代によって用途の変遷があると考えられ、多様な説があるが性格は明ら

かになっていない。本遺跡では、須恵器の破片を打ち欠いた土器片円盤が32個で主体を占め、土師器の破

片を円盤状に打ち欠いたものは1点のみである。他に近世以降のものと見られる泥めんこ1個が出土して

いる。

(1)磨面を持たないもの(433～443)

細かな打ち欠きによって円盤状あるいは方形に整形している。大きさは2.Ocm前後である。

(2)磨面を持つもの(444～453)

円板というよりむしろ方形あるいは台形とすべき形である。すべての面に磨り面を持つ。(1)の磨面を持

たないものとは明らかに機能を異にする。

(3)泥めんこ(454)

型抜きで成形したもので表面に4弁の花文が浮き出ている。

F.土錘(455～499)

すべて土師質の土錘で細型土錘が44個、太型土錘が1個出土している。

(1)細型土錘(455～498)

長さは3～6cm、幅1～1.5cm、重さ2～9g前後である。SK312からは18個まとまって出土している。

471・472・453などは指頭圧痕が残っている。

(2)太型土錘(499)

長さ5.4cm、幅4.4cm、重さ96.5gである。外面にハケメのような痕跡がわずかに残る。
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4.木製品(図版63)

本遺跡は低湿地に立地する遺跡にも関わらず、木製品の出土はわずかであった。

A.斎串(500)

平成9年度の範囲確認調査の⑧トレンチに打ち込んだ鋼管の中から出土した。鋼管の幅20Cmで上下が切

断されている。出土層位は地表面下約4mで皿層にあたると考えられる。⑧トレンチは集落の西側に広がる

湿地の範囲にあたり、水辺での祭祀行為が想定される。板目材を使用し、上向きの切り込みが左右対に6

か所入っている。幅1.8cm、厚さ0.5cmである。

B.杭(501～503)

IX層・2Bグリッドで3列・14本検出出来た杭列の中で状態の良いものだけを図化した。上部はすべて

欠損している。501は杭No.7で先端部分のみの残存で4面に切断している。502は2面に切断している。503

は杭No.1で樹皮が残存している。加工面は1面で階段状になっている。

5.金属製品(図版63・123)

金属製品は銅製品3点、鉄製品2点が出土している。第18図に糸魚川市フォッサマグナミュージアムの

ご協力により、金属製品の主成分元素の解析結果を示す。分析器はX線マクロアナライザーを使用してい

る。アルミニウム(Al)が検出されているものがあるが、遺物に土壌の成分が付着しているためと考えら

れる。他に鉄澤が出土しているが写真(図版123b～h)のみ掲載した。

A.銅鍔(504)

奈良時代中頃から平安時代初頭に六位以下の下級役人が身に付けたといわれる、腰帯の飾り金具(鋒)の

一つで巡方である。銅製(銅鍔)で黒漆が全体に塗られていたといわれるが、漆は一部しか残っていない。

火化遺構と推定されるSXI26から出土しているが、被熱はしていない。共伴する土器類が9世紀代というこ

とから伝世品の可能性が高い。さらに表面上部にヤスリを掛けたような痕跡があり、表面が丸くなってい

ることも補修されたことを示している。このことから表面の黒漆は補修後に塗布されたものである。裏面

には4つの鋲の内3つが残る。縦2.42cm、横2.64cm、厚さ0.65cnlで郡司の大領クラスが持つ大きさといわ

れる。主成分元素は銅(Cu)で、鉛(Pb)・珪素(Si)を含有する。

B.銅金具(505)

P307から出土している銅の金具である。直径2cnlほどの棒状のものに巻き付けた金具と見られ、重なり

合った接合部分が観察できる。残存する長さ1.9cm、幅0.6cm、厚さ0.05cm、重さ0.6gである。刀子のよう

なものを留めた金具の可能性がある。主成分元素は銅(Cu)と少量の銀(Ag)で、珪素(Si)・カルシウム

(Ca)・硫黄(S)を含有する。

C.刀子(506)

鉄製で刀子の中茎(広茎か)の可能性がある。直径0.4～0.5cmの目釘孔がある。裏面は腐食し膨らんでい
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5.金属製品

る。主成分元素は鉄(Fe)で、珪素(Si)・硫黄(S)・リン(P)・マンガン(Mn)を含有する。

D.鎌(507)

皿層で検出されたSK97から出土した鉄製の直刃の鎌である。残存する長さ14.6cm、幅3.6cm、厚さ0.5cm

である。主成分元素は鉄(Fe)で、珪素(Si)・硫黄(S)・リン(P)を含有する。

E.鉄渾(図版123b～h)

鉄津は、火化遺構と推定されるSX126から78.5g、SD332から9.lg、X層から29.9g出土している。図版

123b～hはSXI26出土分である。磁石に引き付けられるが、メタル検知器には反応しないことから、精錬

・鍛冶過程で出来る含鉄鉄津と考えられる。しかし、現段階では、出土量がわずかなことから実際に鍛冶遺

構があったとは断定できない。
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第V章遺物

6.石製品(図版64)

本遺跡では礫および石製品の出土量は少ない。図化していないがSX126出土の使用痕のある軽石(図版123

a)が1点出土している。

A.小石樂(508～520)

直径2cm程度の偏平な自然石で搬入礫である。508～519は黒色で520のみ白色の石である。508はSK70、

509はSD211、510はSK262、513～517はSK403から散発的に出土している。洪水によって運ぼれたとみられる

礫が多い中で、特異な存在である。意識的に黒色・白色の石を選択していたとみられ、用途は碁石または双

六子(駒)が考えられる。使用痕は認められない。山三賀II遺跡[坂井1989]のSII304(8世紀第4四半期～9

世紀第1四半期)で未調整の小礫が8個一括して出土したと報告されている。用途不明となっているが、こ

れらも碁石あるいは双六子として使用された可能性が高い。

B.石錘(521)

安山岩製の石錘である。中央部のみの残存である。棒状の礫の中央部に横位の溝、それに直交するよう

に縦方向の溝が付けられているが、下方向の溝は明瞭でない。このような石製品については、藤巻正信氏

の精力的な資料集成・研究[藤巻1998]があり、それによると用途は魚網錘でなく、天秤釣りに使用する錘具

の可能性が指摘されている。緒立遺跡で2点、的場遺跡で8点出土している。

C.砥石(522～527)

522は直方体を呈し、5面の作業面を持っ。切断面にもわずかに線状痕が見える。石材は凝灰岩である。

仕上用の砥石か。523は砂岩製の直方体の砥石である。裏面は切断されている。524は凝灰岩の砥石である。直

方体で長さ20.1cm、幅8.9cm、厚さ3.9cn1、重さ868gと大型である。破損後に一部被熱している。525は凝灰

岩製の砥石である。カマボコ状を呈する自然石を使用している。刃部を研いだ8.9cmのV字状の溝が付いて

いる。526は砂岩の自然石を使用した砥石である。527は安山岩製の砥石である。自然石を使用し不定形で

ある。

D.台石(528)

528は表面と裏面に摩耗痕がある。表面に線状痕がわずかに見られる。この石の上で何らかの作業を行っ

たものと考えられる。底部の摩耗痕は、固定した時の接地面との摩擦によるものと考えられる。
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1.はじめに

第VI章自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

1.はじめに

釈迦堂遺跡は、新潟平野のほぼ中央部、沖積地の潟湖に面した自然堤防上に位置する。今回の発掘調査

区は、平安時代(9世紀初頭～終末)を中心とする集落の西端にあたり、土坑・杭列・畑跡と推定される溝

状遺構・火葬灰埋納土坑などが検出されている。また、さらにその西側には、湿地が広がっていたと想定

されている。今回の自然科学分析では、遺跡の立地環境、遺跡周辺の古植生、栽培や植物利用にっいて検

討するために、珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析・種実遺体同定・材同定をそれぞれ実施する。

一方、本遺跡からは「火葬灰埋納土坑」と呼ぼれる遺構が検出されている。遺構内は灰と焼骨片で充填

されていることから、遺体を茶毘に付したあと、主な骨は蔵骨器等にいれ、残った木灰と骨片を納めたも

のと考えられている。また、「火化遺構」と見られる遺構が検出されている。覆土は3層に分かれるが、

それぞれ遺物や炭化物、骨片の産状に差があるようである。今回は、各層位ごとの違いに着目して、リ

ン・カルシウム分析を実施することにより、その構造や埋積過程に関する情報を得る。

OBOAABCDEFG
1

2
3

4
5

6
7

゜」エ__2i'n]

第19図基本層序サンプリング地点(編者作成)
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第VI章自然科学分析

地点1

2.試料

発掘調査区内の自然堤防上と調査区西側の

層序は、大きく12層に分層されている。最下

部の皿層は、青灰色を呈する砂と粘土の互層

で、西側に向かい傾斜する。自然堤防上では、

砂を含む粘質土と腐植を含む粘質土が交互に

堆積する(XI層～VII層)。調査区西側では、皿

層の上位に下層粘土層・砂層・上層粘土層が

堆積する。自然堤防にあたる場所に地点1を

設定して土壌試料ll点、調査区西側の湿地に

あたる場所に地点2を設定して土壌試料17点

が採取された(第19・20図)。また、調査区東側

で検出される溝状遺構の埋積物土壌試料10点、

比較試料として溝状遺構の脇から土壌試料1

点(試料名:比較試料1)が採取された。

樹種同定を行う試料は、出土した自然木な

どの生木5点、火葬灰埋納土坑などから出土

した炭化材60点である。炭化材は一括採取さ

れたものが多く、複数の炭化材片が見られる。
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第20図地点1・2の模式柱状図および分析層位

複数の炭化材片が見られた試料にっいては、無作為に5～10点を抽出した。また、種実遺体の同定を行う

試料は、平安時代の遺構等から検出された10点である。各試料とも1～数個の種実遺体が入っている。な

お、材同定および種実遺体同定を行う試料の詳細については、各分析項目の結果とともに表示する。一方、

火化遺構の埋積土は、上から1～3層に分層されている。1層は、木灰・焼土を含み、骨片が少量出土し、

土師器・須恵器・鉄津・銅鋳などの遺物を含む。2層は炭化物を少量含むが、遺物などはみられない。3層

は1層と類似し、木灰焼土を含み、骨片が少量出土し、土師器・須恵器などの遺物も含む。試料は、1層

直上層、1層～3層(ただし3層は上部・下部と2点採取)、3層直下層から合計6点採取された。また、

これらとは別に、遺構の脇から採取された対照試料1点(試料名:比較試料2)である。試料の詳細は、結

果とともに表記する。

3.分析方法

A.珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、珪藻

化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プ

リュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000

倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に、

200個体以上同定・計数する。種の同定は、K.Kral㎜1er(1992)、K.Kramlller&H.Lange-Bertalot(1986,1988,
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3.分析方法

1991a・1991b)、E・Reichardt(1995)、H・Lange-Bertalot&D.Metzeltin(1996)、H.LangeBertaloteta1.(1996)、

D.Metzeltin&A.Witkowski(1996)などを用いる。

同定結果は、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種類はアルファベット順に並

べた一覧表で示す。なお、淡水生種にっいてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度(pH)・流

水に対する適応能についても示す。また、環境指標種については、その内容を示す。そして、産出個体数

200個体以上の試料にっいては、産出率3%以上の主要な種類にっいて、主要珪藻化石群集の層位分布図を

作成する。また、産出した化石が、現地性の化石か異地性の化石か判断する目安として、完形殻の出現率

を求める。堆積環境の解析にあたっては、汽水生種にっいては小杉(1988)、淡水生種については安藤(1990)、

陸生珪藻については伊藤・堀内(1991)、汚濁耐性にっいては、K.Asai&T.Watanabe(1995)の環境指標種を

参考とする。

B.花粉分析

試料を湿重で約10g秤量し、水酸化カリウム処理、飾別、重液分離(臭化亜鉛,比重2.3)、フッ化水素酸

処理、アセトリシス処理(無水酢酸:濃硫酸=9:1)の順に物理・化学的な処理を施して、花粉・胞子化

石を分離・濃集する。処理後の残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、光学顕微鏡下で

プレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数を行う。

結果は、同定・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の各種類

の出現率は、木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総数より不明花粉を除いた数をそれぞ

れ基数とした、百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類をハイフォン(一)で結んだものは、種類問

の区別が困難なものを示す。

C.植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料にっいて、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理(70W,250KHz,1分間)、沈定法、

重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・

濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラッ

クスで封入し、プレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科

葉部(葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)、および葉身機動細胞

に由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬(1986)の分類に基づいて同定・計数

する。結果は、検出された種類とその個数の一覧表として示す。

D.樹種同定

生材は、剃刀の刃を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の徒手切片を作製

し、ガム・クロラール(抱水クロラール,アラビアゴム粉末,グリセリン,蒸留水の混合液)で封入し、プ

レパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

炭化材は、3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観

察し、種類を同定する。
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E.種実遺体同定

双眼実体顕微鏡下で、その形態的特徴から種類を同定する。

F.リン・カルシウム分析

分析については、土壌標準分析・測定法委員会(1986)などを参考に、過塩素酸分解一バナドモリブデン

酸比色法でリン酸を測定した。試料を風乾後、軽く粉砕して2.Ommの節に通す(風乾細土試料)。風乾細土試

料の水分を、加熱減量法(105℃、5時間)により測定する。風乾細土試料2.00gをケルダールフラスコに秤

とり、はじめに硝酸5nllを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸10mlを加えて、再び加熱分解を行う。

分解終了後、蒸留水で100mlに定容して、ろ過する。今回は、リン含量をリン酸(P205)濃度として測定する。

ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて、分光光度計によりリン酸濃度を測定する。一方、

カルシウム分析は、ろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に、原子吸光光度計によりカ

ルシウム(CaO)濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から、乾土あたりのリン酸含量

(P205mg/g)とカルシウム含量(CaOmg/g)を求める。

4.結果

A.珪藻分析

結果を第1～7表、第21・22図に示す。珪藻化石は、いずれの試料も100個体以上産出する。以下、珪藻

化石群集の特徴を地点ごとに述べる。

〈地点1>

完形殻の出現率は40～70%であり、産出分類群数は42属44種である。珪藻化石群集は、産出種の生態的

特徴から、試料番号11、試料番号10～4、試料番号3、試料番号2・1の4つに区分される。以下に、各

珪藻化石群集の特徴を下位から述べる。

試料番号llは、陸生珪藻が約60%を占めることが特徴である。中でも陸生珪藻A群(伊藤・堀内,1991)の

編oソヲ170)7!fi)7Eが、約50%と優占している。陸生珪藻とは、多少の湿り気のある乾いた環境に生育する

種であり、中でも乾燥に耐性のある種がA群とされている。

試料番号10～4は、貧塩不定性種が70～85%、真+好アルカリ性種が45～60%、流水不定性種が35～75%

を占める。特に優占する種がなく、様々な種が低率で産出する。

試料番号3は、陸生珪藻が約60%を占める。中でも陸生珪藻A群とされている伽擁〃卿鋤勉ワ汐

が約30%、Mp/70waffO/7∠EZ76が約15%、"∫7々z卿m/〃～dgが約10%と多産する。

試料番号2・1は、貧塩不定性種が60～80%、真+好アルカリ性種が50%、流水不定性種が45～50%を

占める。また、試料番号1で陸生珪藻B群(伊藤・堀内,1991)で沼沢湿地付着性種(安藤i,1990)のJu!70!/iz

prfioru]7nevar.Pi'deffS、陸生珪藻A群のffev7ZZSO/7/iz細勉ワ汐、-av/'cu/fi〃々留がそれぞれ約10%

前後と、比較的多く産出する。しかし、優占種がなく、様々な種が低率で産出する。陸生珪藻B群とは、

湿った環境にも水中にも生育する種である。沼沢湿地付着生種とは、沼よりも浅く水深がlm前後で、一

面に水生植物が繁茂するような沼沢や、さらに水深の浅い湿地に生育する種である。
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4.結果

<地点2>

完形殻の出現率は50～70%であり、産出分類群数は38属67種である。珪藻化石群集は、産出種の生態的

特徴から試料番号17～9、試料番号7、試料番号5、試料番号3・1の4っに区分される。以下に、各珪

藻化石群集の特徴を下位から述べる。

試料番号17～9は、貧塩不定性種が65～80%、真+好アルカリ性種が60～70%、流水不定性種が40～60%

を占める。優占種がなく、様々な種が低率で産出する。

試料番号7は、陸生珪藻が全体の15～30%を占める。中でも陸生珪藻A群とされている"刀瀦z勿111/Zl'c6

が、10～15%と多産する。

試料番号5は、貧塩不定性種が約70%、真+好アルカリ性種が約60%、流水不定性種が約50%を占める。優

占種がなく、様々な種が低率で産出する。

試料番号3・1は、陸生珪藻が全体の20～40%を占める。中でも陸生珪藻B群で沼沢湿地付着性種の

fu170〃nepwae/"ovnevar.b7'dowsが、10～20%と多産する。

B.花粉分析

結果を第8～IO表、第23図に示す。以下、地点1、地点2、遺構埋積物および比較試料ごとに、結果を

述べる。

〈地点1>

試料番号11を除く試料では花粉化石の保存状態が悪く、また計数していないが二次堆積した化石も含ま

れる。また、概して花粉化石の検出個体数が少なく、シダ類胞子が多産する傾向にある。検出される種類

は、木本花粉17種類、草本花粉11種類、シダ類胞子2種類の合計30種類である。試料番号11では、他の試

料に比べ、保存状態が良好なものが多い。特に、カヤッリグサ科が多産する。

<地点2>

各試料とも化石の保存状態が悪く、二次堆積した化石も含まれる。また、各試料ともシダ類胞子が多産

する傾向にあり、試料番号7・9・10の3試料で花粉化石の検出個体数が極めて少ない。主な木本花粉の

出現傾向は、マツ属・ハンノキ属・ブナが比較的多く検出され、この他にモミ属・ツガ属・スギ属・ヤナ

ギ属・サワグルミ属・コナラ属コナラ亜属・ニレ属一ケヤキ属・モチノキ属などを伴う。

一・方、草本花粉では、ガマ属・ミクリ属・サジオモダカ属・イネ科・カヤツリグサ科・サナエタデ節一

ウナギッカミ節・ヨモギ属などが検出される。なお、試料番号15・12では、カヤツリグサ科が比較的多く

検出される傾向にある。

<遺構埋積物>

SD273の2層を除く各試料では花粉化石の保存状態が悪く、また二次堆積した化石も含まれる。また、概

して花粉化石の検出個体数が少なく、シダ類胞子が多産する傾向にある。検出される種類は、木本花粉16

種類、草本花粉13種類、シダ類胞子2種類の合計31種類である。SD273の2層では、他の試料に比べ保存状

態が良好なものが多く、イネ科が多産する。なお、栽培植物に由来する種類は、検出されない。
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第VI章 自然科学分析

第1表 地点1の珪藻分析結果(1)

                種類生態性環境
                塩分H流水指標種12345678910ll

                ActinocyclusingensRattrayEuh一一一2一『一一一一一

                CoscinodiscusspP,Euh一一一一2『一一一一一

                ParaIiasuIcata(Ehr.)CleveEuhB一一『12一1『一一一

                Rhizosolelliahebetata(Bail.)Gral1Euh『一一1一一一一1一一

                Thalassionemanitzschioides(Grun.)GrunowEuhA,B一1142一1一1一一

                Thalassiollemanitzschioidesvar,parvaHeldenandKolbeEuh一一一25一『一一1一

                工りζ1」旦§5」ρ51工」ξLミPPコー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Euh-一一一一一一一一一一一一1一一一一一一
                一一一一一「1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F-「-7■F-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

                Cyclotellastriata-C.stylorum-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一髄一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一F冒■一一一一一一一一一一一一E曲一Meh-一一一一一一一一一一一一一一一層門"一一一一B-一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一噌閥一一一【「回一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一}一一一一
                型ayj￡リユ旦n旦U99垣pa-(耳りr」)一彗」1旦t4旦9.一一一一一一一一一一一一一一一Meh一1一一一一一一一一一

                一一一一一門.一一髄一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一FFFh門一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F一¶層

                Fragilariabrevistl'iataGrunow09h-Mehal-n1-Phu一一1一一一一一一11
                GomphonemapseudoaugurLange-BertalotOgh-Mehal-ilmdS一一一一1一一一一一一
                NaviculapusillaW.SmithOgl1-Mehilldind1一一一一一一一一一一
                NaviculavelletaKuetzingOgh-Mehal-iliIldu一一一一一一一一113
                Nitzschiaobtusavar.scalpellifornlisGrtmowOgh-Mehal-iiilldS『11一一一一一一一一
                Nitzschiapalea(Kuetz.)W.Smith09h-Mel1indiIldS『一一一一一一一一一1

                」圭り9P旦19∫!ta-9,P重～gr璽LξL`耳h℃㌦)ρL・.磁リ」-Lgr-一一一一一一一一一.一一一.Qg吐煙旦llal-il-一一一一一一illd-一一一一一一432}42一劉F一酌一一一一一一囮一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一610ll59
                AchnanthescleveiGrunowOgh-indal-i[1-ph一一一一一一一一一T一一一1一一一一一『一
                AclmanthescrenulataGrunowOgh-indal-bi1-phT一1『2一一一一一一一
                Achnanthesillflata(Kuetz.>GrunowOgh-mdal-ilr-phT11一一一1一一一一一
                Achlantheslanceolata(Breb.)GrunowOgh-indilldr-PhK,T一一1523一1211
                Ac㎞anthesminutissimaKuetzingOgh-indal-llindU一一一一一一一11『一
                Ac㎞anthesoestrupii(Cl.)HustedtOgh-hobac-il1-ph一一一『一一一1一一一
                Ac㎞anthessubhudsonisHustedtOgl1-illdindr-phT一一一一一一一一1一一
                AchllantheSSpP.Ogh-UIlkunkUnk一一一一1一一一121
                AmphoraaffiIIisKuetzi119Ogh-indal-ilindu21一1一一一一一一1

                AmphoramontanaKrasskeOgh-illdindilldRへ3}131一一3ll8965
                Amphorapediculus(Kuetz.)GrunowOgh-indal-biindT一『一一一一一一一一1

                Aulacoseiragranulata(Ehr.>SimonsenOgh-indal-il1-biM,u321112一1}『1
                Aulacoseiraitalica(Ehr.)SimonsenOgh-hldal-il1-phu11一一一1一一一一一
                AulacoseiraspP.Ogh-unkUllkUllk一11一221一一2一
                CaloneisleptosonlaKra㎜er&Lange-BertalotOgh-indiIld1-phRB1一一21一}22一一
                CaloneissilicuIavar.illtermediaMayerOgh-indal-ililld一一一一『一一一一1一
                CeratolleisarcusKuetzin9Ogh-hobmdr-biK,T一1一一1一一一一1一
                Ceratoneisarcusvar.recta(Cl.)KrasskeOgh-illdmdr-biT11一4一一一一1一一
                CocconeisdisculusSchumam1Ogh-indal-H1-bi一一一一一一一一一1一
                Cocconeisplacentula(Ehr.)CleveOgh-indal-nmdu一一一11一一一一一一
                CocconeispIacelltulavar.euglypta(Ehr.)CleveOgh-iIldal-nr-phT一1一3一1一一1一一

                Cocconeisplacentulavar.lhleata(Ehr.)CleveOgh-indal-il11-phT3132341一2一1
                CocconeisspP.Ogl1-unkUIlkunk1一一一『一一一一一一
                Craticulacuspidata(Kuetz.)D.G.MallnOgh-mdal-ilindS}一一1一一一一一一一
                Cymbellacistula(Ehr.)KirchnerOgl1-illdal-il1-ph0,T一一一1一一一一1一}

                Cynlbellagracilis(Ehr.)KuetzingOgh-mdind1-phT一一…一一1一一一1一
                CymbellalataGrullowOgh-UIlkUnku飲T一1一一一一一一一一一

                CymbellamesianaCholIloky09h-illdal-bi1-bi0一一一1一一『一}一一
                CymbellaminutaHilseexRabh.Ogトindindr-phK,T一一一一一一『一1一一
                CymbellasilesiacaBleischOgh-indiI〕dilldT一3361414782
                CymbelIasinuataGregoryOgh-indiIldr-PhK,T16273441775

                CymbelIatumida(Breb.exKuetz.)V.HeurckOgh-indal-ilindT15一2一23一一一一
                CymbellaturgidulaGrunowOgh-indaトilr-phK,T251一3一1一131
                Cymbellaturgidulavar.nipPonicaSkvortzowOgh-indal-ilr-phT13153312一1一
                CymbellaspP.Ogh-unkUnkunk11一1王1一一一一一
                DenticulaspP.Ogh-unkUnkしmk一1一一2一一一一一一

                Diatomahyemalevar.mesodon(Ehr.)Kirchener09h-indai-ilr-biK,T一一一一112一23一
                Diatomellabalfouriana(W.Smith)GreviIOgh-indindilldRA一一一12一一一一一一

                DiploneiseIliptica(Kuetz,)CleveOgh-indal-il1-phRA,T一1一一一一}一一一一
                DiploneisparnlaCleveOgh-indind三11d一一一1一一一一一一一
                Epithemiaadllata(Kuetz.)BrebissonOgl1-indal-biind一一『一2一一一一一一
                EpithenliasorexKuetzingOgh-indal-biindT一一一一『一11一1一
                Epithemiaturgida(Ehr.)KuetzingOgh-illdal-il1-phT1一一一一一一一一一一

                EpithemiaspP.Ogh-UIlkunkunk一一一1一一一一一一一
                Eunotiabilunaris(Bhr.)MillsOgh-hobac-n1-ph一}1一『一1一一一一
                EunotiabiseriatoidesH.Kobavasi「Ogh-indindmd踏1一『一『一一一一一一

                Eunotiamollodonvar.undulataHustedtOgh-hobac-nmd一}『一『一1一一一一
                Eunotiapectinalis(Kuetz.)RabenhorstOgh-110bac-ilind0,T1一一一一一一一『一一

                Eunotiapectinalisvar.minor(Kuetz.>RabenhorstOgh-hobac-nilld01一1一12一一12一

                E㎜otiapraeruptaEhrenbel『gOgh-110}〕ac-i[1-phRB,0,T一1一一1一一一一一一

                Eullotiapraeruptavar.bidensGrunowOgh-hobac-il1-phRB,010一1一一一一1一一一
                Eunotiapraeruptavar.illflataGrunowOgh-110bac-il1-phRI1一一一一一一一一一一

                EしlnotiasubarcuatoidesNoerpe1&Lange-BertalotOgh-hobac-iliIld一一一1一一1一一1一
                EUIlotiaSPP.Ogb-unkUIlkunk4一一11一一一一3一

                FragilariacapucinaDesmazieresOgh-inda1-i1illdT2一一11一1一一2一
                Fragilar重acapucillavar.radians(Kue亡z.)Lange-Bertalot.Ogh-indal-iIind『1一11一一1一1一

                Fragilariaconstruens(Ehr.)GrunowOgh-indal-il1-phu一1『一一一一一一一一
                Fraσilariaconstruensfo.venter(Ehr.)Hustedt0σh--indal-lI1-hS一1一11一1一一1一
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4.NM

eg2X ±t!] 'fi" 1 OIEyt,,5)affreee (2)

                TajffkfieL':s"['{kpsmtLl;d?
                ±m#ti1]IKIH?Jth,'L7Li〈iReeIaj1234567891011

                Fragi1ariaconstruensvar.triundu1ataReiche1tOgh-indal-ill-ph---1-----ww-
                Fragi1arialeptostauron(Ehr.)HustedtOgh-indal-ill-ph-1---------
                FragilariapinnataEhrenbergOgh-indal-ill-phs-------211-
                Fragilariapinnatavar.Iancettula(Schum.)HustedtOgh-indal-ilinds----------1
                Fragilariau1na(Nitzsch)Lange-Berta1otOgh-indal-ilind3511321-2m2
                Fragilariavaucheriae(Kuetz.)PetersenOgh-indal-ilr-phK,T1-15311112-
                FragilariavirescensRa1fsOgh-indac-i1l-phU--m-1ww-----
                Frustu1iaxru1garis(Thwait.)DeToniOgh-indal-ilindU---.2-1--11
                GomphonemaacuminatumEhrenbergOgh-indindl-pho-1-'-----1-
                Gomphonemaangustatum(Kuetz.)RabenhorstOgh-indal-il'indU--rv-24411--
                GomphonemaangustumAgardhOgh-indal-ilind-----1----m
                GomphonemachristenseniiLoweetKocio1ekOgh-unkunkr-phTh--N1----1-
                Gomphonemac1eveiFrickeOgh-indal-bir-phT1----------
                GomphonemagracileEhrenbergOgh-indal-ill-ph0,Unv-------11-
                Gomphonemahe1veticumBrLmOgh-unkindr-phT1-m1-1----'
                Gomphonemao1ivaceum(Lyngb.)KuetzingOgh-indal-i1indU---I-----lh-
                Gomphonemaparvu1umKuetzingOgh-indindindU111247715433
                Gomphonemapumilum(Grun.)Reichardt&Lange-BertalotOgh-indal-ilind223433-343-
                Gomphonemaquadripunctatum(Oestrup.)Wis1ouchOgh-indal-bir-phK,T211-111m1Im
                GomphoneniasumatorenseFrickeOgh-indindr-biJ283744-2321
                Gomphonematruncatu;nEhrenbergOgh-indindl-phT---'---1---
                Gomphonemaspp.Ogh-unkunkunk32l3341-231
                Gyrosigmaspencerii(W.Smith)CleveOgh-indal-il1-phUrm--1----ny--
                Hantzschiaamphioxys(Ehr.)GruiiowOgh-indai-ilindRA,U132332810510654
                Martyanamartyi(Heribaud)RoundOgh-indal-ilind-2--------
                Melosira1ongispinaHustedtOgh-indindl-bi-11--in--nv--
                Meridioncircu1aevar,constrictum(Ralfs)V.HeurckOgh-indal-ilr-biK,TM--1-11----
                Naviculaconfervacea(Kuetz.)GrLmowOgh-indai-biindRB,S----------1
                Navicu1aconstansHustedtOgh-unkunkLmk-1----4---m
                Navicu1acontentaGrunowOgh-indal-iliIldRA,THI---3-221-
                Navicu1acryptocephalaKuetzingOgh-indal-ilindU-m----15516
                Navicu1acryptotene11aLange-Berta1otOgh-indindindT--m--H--H-1
                Navicu1ae1ginensis(Greg.)Ra1fsOgh-indal-ilindo,u-----321---
                Naviculagal1icavanperpusi1la(Grun.)Lange-BertalotOgh-indindindRI--------1--
                Navicu1akotschyiGrunowOgh-indal-ilind--------1H-
                Navicu1amobi1iensisvar.rninorPatrickOgh-indal-i1ind1--"1-rv----
                Navicu1amuticaKuetzingOgh-indai-ilindRA,S126101962417-101
                Navicu1amuticavar.ventricosa(Kuetz.)C1eveOgh-indal-ilindRI-m1-h---11-m
                Navicu1ap1ausibi1isHustedt0gh-indindind1---ww------
                Navicu1aradiosaKuetzingOgh-indindindU-ny-11-1-1--
                Navicu1aseminulumGrunowOgh-indindindRB,S--lh----2lh--
                Navicu1atokyoensisH.Kobayasi0gh-indindI-phRI---m--H-1--
                Navicu1aviridu1a(Kuetz.)KuetzingOgh-indal-ilr-phK,U-M------1-m
                Naviculaspp.Ogh-unkunkunk22121-2324-
                Neidiumaffine(Ehr.)CleveOgh-hobind1-bi------1----
                Neidiuma1pinumHustedtOgh-LmkunkindM-2---------
                Neidiumbisu1catum(Lagerst.)C1eveOgh-indac-ilindRI----------1
                NitzschiaamphibiaGrunosvOgh-indai-biinds--1nv---111-
                NitzschiabrevissimaGrunowOgh-indai-ilindRB,U---1-11-4-1
                Nitzschiadebi1is(Arnott)GrunowOgh-indal-i1indRB,U--H--"--1--
                Nitzschiaterrestris(Pet.)HustedtOgh-indindindRI------1-"--
                Nitzschiaspp.Ogh-unkunkunk-----111II-
                Orthoseiraroeseana(Rabh.)O'MearaOgh-indindindzz-1--1i--um--
                Pinnu1ariaacrosphaeriaW.SmithOgh-indal-ill-pho----ny2-----
                Pinnuiariaappendicuiata(Ag.)C1eveOgh-hobindindRB11----nv----
                PinnulariaborealisEhrenbergOgh-indindindka-1--h--11--
                Pinnu1ariabrebissonii(Kuetz.)RabenhorstOgh-indindindU131122---2-
                Pinnulariamesolepta(Ehr.)W.SmithOgh-indindinds------11------
                PinnulariaobscuraKrasskeOgh-indindindka---1-------
                PinnulariarupestrisHantzschOgh-hobac-ilind1-11--4-2-1
                Pinnu1ariaschoenfe1deriKrammerOgh-indindindRI555213109623
                Pinnulariaschroederii(Hust.)KrammerOgh-indindindRI1------'1-M
                PinnulariasubcapjtataGregoryOgh-indac-i1indRB,S111-11-2-ny-
                Pinnulariasubcapitatavar.paucistriata(Grun.)CleveOgh-indac-i1l-pho,um2---h--ma--
                Pinnu1ariaviridis(Nitz.)EhrenbergOgh-indiIldindo---2la--11m-
                Pinnu1ariaspp.Ogh-unkunkunk231-1311311
                Rlioicospheniaabbreviata(Ag.)Lange-B.Ogh-hi1al-iIr-phK,T4--122--1-2
                Rhopa1odiagibba(Ehr.)O.Mu1lerOgh-indal-ilind------1----
                Rhopa1odiagibbavar.ventricosa(Kuetz.)H.&"a.PerayOgh-indal-i1ind--2-------m
                Rhopa1odiaquisumbirgianaSkvortzowOgh-hi1al-ilind--m---lm---
                Sellaphoraamericana(Ehr.)Mam]Ogh-indal-il1-ph----l----l-
                SeI1aphorabaci1lum(Ehr.)MamiOgh-indal-i1indU--------nu2-
                Sel1aphoralaevissima(Kuetz.)MannOgh-indindind--"1-------
                Sellahorauula(Kuetz.)MereschkowskOh-indindindsI----------
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第VI章自然科学分析

第3表地点1の珪藻分析結果(3)

                生態性環境
                種類塩分H流水指標種12345678910ll

                Stauroneisallcepsfo.linearis(Ehr.)HustedtOgh-indindindT一一一一一一一一一11
                StauroneisobtusaLagerstedtOgh-indindilldRB1一一一一一一一一一一

                Stauroneisphoenicellterol1(Nitz.)EhrenbergOgh-illdind1-ph0一1『一一一一一一一一
                Stauroneisphoenicellteronvar.hattorHTsし㎜uraOgh-indilldil/d01一…一一一一一一一一
                StauroneispromillulaHustedtOgh-mdilld田1k一一一一一1一一一一一
                StephanodiscussPP.Ogh-unkUIlkUIlk一一一一一一一一一1一
                SurirellaaIlgustaKuetzil19Ogh-indal-ilr-biu一一一1一14一一11
                Surirellaovataval1.pimlata(W.Smith)HustedtOgh-indal-ilr-phu1一1一12一11一一
                SurirellaSPP.Ogh-UIlkUIlkUIlk一一『111一一一}『
                SynedrallostrataPalltocsekOgh-illdal-Hr-ph一1一一一一一一一一一
                Tabellariaflocculosa(Roth)Kuetzil10σh-hobac-H1-biT1一一一1一一一一1一

                海水生種合計0111012020210

                海水一汽水生種合計00010000000

                汽水生種合計01000000000

                淡水一汽水生種合計54405261012714

                淡水生種合計109989910095103105110ll3105112

                珪藻化石総数ll4104104llllI2105ll3120127ll3126

凡例

H.R.:塩分濃度に対する適応性

Euh:海水生種

Euh-Meh:海水生種一汽水生種

Meh:汽水生種

Ogh-Meh:淡水生種一汽水生種
Ogh-ind:貧塩不定性種
Ogh-hob:貧塩嫌塩性種
Ogh-unk:貧塩不明種

pH:水素イオン濃度に対する適応性
a1-bi:真アルカリ性種

al-il:好アルカリ性種

ind:pH不定性種
ac-il:好酸性種

しmk:pH不明種

C.R.:流水に対する適応性

1-bi:真止水性種

1-ph:好止水性種
md:流水不定性種

r-ph:好流水性種
r-bi:真流水性種

unk:流水不明種

環境指標種

A:外洋指標種B:内湾指標種(以上は小杉,1988)

J:上流性河川指標種K:中～下流性河川指標種L:最下流性河川指標種M:湖沼浮遊性種0:沼沢湿地付着生種

S:好汚濁性種U:広適応性種T:好清水性種(以上はAsai,K.&Watanabe,T.1995)

R:陸生珪藻(RA:A群,RB:B群,RI:未区分陸生珪藻、伊藤・堀内,1991)

P:高層湿原指標種(以上は安藤,1990)

第4表地点2の珪藻分析結果(1)

               生態性環境
               種類塩分)H流水指標種135791012131517

               Nitzschiamarginulataval1.subcollstrictaGruIlowEuh一一2一一22一一一
               Paraliasulcata(Ehr.)CleveEuhB一一一一1一1一一一

               Thalassiollemanitzschioides(Grしm.)GrunowEuhA,B一一1玉1112一1

               ThalassionemaIIitzschioidesvar.parvaHeidellandKolbeEuh一一1一一1一1一一

               Naviculapellegrilla(Ehr.)Kuetzing-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一内F-一一一n隔r旧一一応馴1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Meh一劉一一一閥,門閥曹一幽一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
               NitzschiagraIlulataGrしmowMeh一一一一一一一一一一一一一一一一EI一一一一一1一一一一
               Nitzscllialevidensisvar.salinar㎜GnmowMeh一一1一一一一一一一

               NitzschialorenzianaGrunowMehE2一1一一一一}一2一
               一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一白一囮m-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

               AmphorafolltinalisHustedtOgh-Mehal-iimd一一一一1一一一一1
               BacillariaparadoxaGmelil109h-MehaI-bi1-phu一一一一一一3一一2

               Fragilar量abrevistriataGrullow09h-}iehaI-il1-phu一一一一一一1一一一

               GonlphonemapseudoaugurLange-BertalotOgh-Mehal-il　illdS一一一一一一一一1一
               Naviculaintegra(W.Smith)RalfsOgh一汽lehlai-inUnk一2一一一一一一2一

               RhopalodiagibberuIa(Ehr.)0.Muller-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一9-一一一一一一一一一一一一一一一一Ogh-Meh-一一一一一一一一aHhind181213516822102614
               AclmallthescrellulataGrunowOgh-ind一狛lll'1二両一一一一一一一一一一T一1一1一一一一門門F謄F-一凹一幽一一一一一一一一一層F一一一一一一r-一一Fn-一一一一一凹一一一一凹曽F-一胃一一一一一一
               Ac㎞antheshlflata(Kuetz.)GrunowOgh-indal-Hir-phT45一『一『一一『一
               AclmallthesjapollicaH.KobayasiOgh-indal一田　r-biJ,T一一1一1一一一2一
               Ac㎞al/thesIanceolata(Breb.)GrしmowOgh一沁dindir-phK,T一13一一22243
               AchllanthesmillutissimaKuetzillgOgh-illd、i,ill1indu一一一一一一一一1一
               AchnanthessubhudsonisHustedtOgh-indilldlFr-phT一一一一11一一1一
               Ac㎞allthesspP.Ogh一しmkUllkUnk一一1一一一1一11

               A皿phoraaffillisKuetziI19Ogh-illdaI-i[llldu121『131011一

               AmphoramolltallaKrasskeOgh-indilldind踏一一一一一一一3一一

               AmphorapedicuIus(Kuetz.)GrunowOgh-illdaI-biin〔1T一一1一一1一12一
               AIlomoeolleisbrachysira(Breb.)GrしmowOgh-il/dac-il1-ph0,T一一一1一一一一一一
               Aulacoseiraambigua(Grul1.)SimollsenOgh-indal-il1-biN12一一一一1一一一

               Aulacoseiragrallulata(Ehr.)SimonseI1Ogh-indaトil1-biM,u一一2一1一11一1
               Auiacoselraitalica(Ehr.)SimollsenOgh-mdai-il1-phu一一一一一一一一1一

               AulaeoseiraitaIicavar.valida(GrLm.)SimonsenOgh-indai-il1-ph一一2一11一1一一
               AulacoseiraspP.Ogh-Unkしmkunk一23一2一1一22

               CaloIleisaerophilaBock09h-mdaI-nindRA一一『一一一一1一1

               Caloneisbacillum(Grun.)CleveOgh-indaI-iIr-phu一一1一一一一一一一

               CaloneisIeptosomaKranmler&Lallge-Bertalot09h-illdiIld1-phRB一一一一一一一1一一

               Calolleissilicula(Ehr.)CleveOgh-indal-ilind一1一一一121一1

               CaloIleisspP.Ogh一しmkしmkUnk一一一一一一2一一一

66



4. re M

eg 5i }t!l,fi. 2 CDiEiEjse5i)NJIiFiZmsM (2)

               pttakfiu･E'.:s'ltiilm:5ts41
               iiSm71ripHh{〉JkfL7NnceeTijI3579101213l5I7

               CeratoneisarcusKuetzingOgh-hobiIldr-biK,T----1n1---
               Ceratoneisarcusvar.recta(CI.)KrasskeOgh-indindr-biTI-6--44333
               CocconeisneodiminutaKrammerOgh-indal-i1ind----1'----
               Cocconeisplacentula(Ehr.)CleveOgh-indal-i1indU--111---l-

               Cocconeisplacentulavar.euglypta(Ehr.)CleveOgh-indal-i1r-phT121--1-1-3
               CocconeispIacentulavar.1ineata(Ehr.)C1eveOgh-indal-i1r-phT33441363l67
               CocconeispseudothumensisReichardtOgh-indal-il1-ph-1---1----
               Cocconeisspp.Ogh-unkunkunk--------lm
               Cymbel1aaspera(Ehr.)CleveOgh-indal-i1indO,Tl-1---3nv--

               Cymbe1lacistuIa(Ehr.)KircliiierOgh-indal-i11-phO,T-----112ll
               Cymbe11amesianaCho1nokyOgh-inda1-biI-bio----1H1--1

               CymbellaminutaHi1seexRabh.Ogh-indindr-phK,T---m-m--I-
               Cymbe11anavicu1iformisAuerswaIdOgh-indindindo--1-------21-
               Cymbe1lasiiesiacaB1eischOgh-indindindT5351974959

               Cymbe11asinuataGregoryOgh-indindr-phK,T2-3or9777813
               CymbelIatumida(Breb.exKuetz.)V.HeurckOgh-indal-i1indT142l132239
               Cymbe11aturgiduIaGrunowOgh-indal-ilr-phK,T4-1108I2488
               Cymbe11aturgiduIavar.nipponicaSkvortzowOgh-indal-iIr-phT-645565IO412
               Cymbellaspp.Ogh-unkLmkunk-m2-----12
               Denticu1aspp.Ogh-Lmkunkunk--2--I-1-1
               Diatomahyemalevar.mesodon(Ehr.)KirchenerOgh-indal-iIr-biK,T1-1l241+3-
               Dip1oneise1Iiptica(Kuetz.)C1eveOgh-indal-il1-phRA,T--------1-
               Dip1oneisovalis(Hi1se)C1eveOgh-indal-iIind1-nv-H-----
               Dip1oneisspp.Ogh-unkunkunk-----th--1m
               Epithemiaadnata(Kuetz.)BrebissonOgh-inda1-biind--mal----1-
               EpitheiniasorexKuetzingOgh-inda1-biindT-------2--

               Epithemiaturgida(Ehr.)KuetzingOgh-indal-i11-phT--------1-
               EunotiaarcusEhrenbergOgh-hobac-i1l-phI3-mu----1-
               Eunotiaarcusvar.bidensGrunowOgh-indac-i1l-ph3---------
               Eunotiabilunaris(Ehr.)Mi11sOgh-hobac-i1l-ph2I--m----1
               Euiiotiaf1exuosa(Breb.)KuetzingOgh-hobac-i1l-phol-1------N
               EunotiaformicaEhrenberg'Ogh-hobac-i1I-bi8-1-------
               EunotiaimplicataNoepel&Lange-BertalotOgh-hobac-i1indol-1-----l-
               Eunotiamonodonvar.undulataHustedtOgh-hobac-i1indl1---H----
               Eunotiapapi1io(Grun.)HustedtOgh-hobac-i1ind-1--------
               Eunotiapectina1is(Kuetz.)RabeiiliorstOgh-hobac-i1indO,T1--1----I-
               ELu'iotiapectinalisvar.minor(Kuetz.)RabeniiorstOgh-hobac-i1indo24-ny-1--22

               Eunotiapectinalisvar.undulata(Ralfs)RabenhorstOgh-hobac-i1indo1-----ny--m

               EunotiapraeruptaEhrenbergOgh-hobac-i11-phRB,O,T616-----H--
               Eunotiapraeruptavar.bidensGrunowOgh-hobac-i1l-phRB,O12424L-..-----l
               Eunotiapraeruptavar.inflataGrunowOgh-hobac-iI1-phRI15--------
               EunotiasubarcuatoidesNoerpel&Lange-Bei"talotOgh-hobac-ilind-----I---ma
               Euiiotiaspp.Ogh-unkunkunk563-1-l---
               FragilariacapucinaDesmazieresOgh-indal-ilindT314-21-254

               Fragilariacapucinavar.radians(Kuetz.)Lange-BertalotOgh-indal-ilind1m--1---4l
               Fragilariaconstruens(Ehr.)GrunowOgh-indal-iI1-phU-ww-1--1---
               Fragilariaconstruensfo.venter(Ehr.)HustedtOgh-indal-i11-phs-H--2-.-I-
               Fragi1ariaconstruensvar.triundu1ataReiche1tOgh-indal-i11-ph------I---
               Fragi1ariaexiguaGrunowOgh-indind1-ph1-------ru-
               FragilariapinnataEhrenbergOgh-indal-i11-phsm----2---1
               Fragi}ariau1na(Nitzsch)Lange-Berta1otOgh-indal-i1ind219lI23336

               Fragilariavaucheriae(Kuetz.)PetersenOgh-indal-i1r-phK,T1243623384
               FragilariavirescensRalfsOgh-indac-i11-phUl--1----H-
               Frustu1iavulgaris(Thwait.)DeToniOgh-indal-i1indU--I42-1332
               Frustuliaweinho1diiHustedtOgh-indal-i1ind----"---1-

               GomphonemaacuminatumEhrenbergOgh-indind1-pho4-1-1-1-N-
               Gomphonemaangustatum(Kuetz.)RabenhorstOgh-inclal-i1indU--11m-121-
               GomphonemaangustumAgardhOgh-indaFi1ind--1--1----
               GomphonemaaugurEhrenbergOgh-indindind-Im-------
               GomphonemachristenseniiLoweetKocio1ekOgh-unikunkr-phT--------1-
               Gomphonemac1eveiFrickeOgh-indal-bjr-phT-1111-----
               GomphonemagracileEhrenbergOgh-indal-il1-pho,u2-1-------
               GomphonemaheIveticumBrunOgh-unkindr-phT---2--112-
               Gomphonemaolivaceum(Lyngb.)KuetzingOgh-indal-ilindU------l--I
               Gomphonemaparvu1umKuetzingOgh-indindindU3136345965
               Gomphonemapumi1Lun(Grun,)Reichardt&Lange-BertalotOgh-indal-ilind13372747711
               Gomphonemaquadripunctatum(Oestrup.)Wis1ouchOgh-inda1-bir-phK,T1-I2-1-123
               Gomphonemasubti1eEhrenbergOgh-indal-i1ind--1------ny
               GomphonemasumatorenseFrickeOgh-indindr-biJI46354242ll

               GomphonematruncatumEhrenbergOgh-indindI-phTI-ny---+1--
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第VI章 自然科学分析

第6表 地点2の珪藻分析結果(3)
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4.結果

第7表地点2の珪藻分析結果(4)

               種類生態性環境
               塩分H流水指標'種135791012131517

               StephallodiscusspP.Ogh一しulkunkunk』一一一一一一1一一
               SurirellaallgustaKuetzil19Ogh-illdal-ilr-biu一一2一一一1一一}
               SurirellalinearisW.SmithOgh-indindilld一一一一一一一一一1
               Surirellaovatavar.pirmata(W.Smith)HustedtOgh-mdal-ilr-Phu一一一一一一一一1一
               SUrirellaSpP.09h一しmkUIlkUllk一一1一一重一1一1
               SylledraillaequalisH.KobayasiOgh-indal-il11-biJ,K,T一一一一一一一一一1
               SylledrarostrataPantocsekOg卜mdal-ilr-ph一一12一一一一㎜一
               Tabellariaflocculosa(Roth)Kuetzin9Ogh-hobac-il1-biT1一2一一}一一1一
               海水生合計0041244301
               海水一汽水生種合計0000000000
               汽水生種合計11100重0020
               淡水一汽水生種合計181413517826102917
               淡水生種合計127171147ll7100100158138157173
               珪操石総数146186165123ll9ll3188151188191

凡例

H.R.:塩分濃度に対する適応性

Euh:海水生種

Meh:汽水生種

Ogh-Meh:淡水生種一汽水生種

Ogh-hil:貧塩好塩性種
Ogh-ind:貧塩不定性種

Ogh-hob:貧塩嫌塩性種
Ogh-unk:貧塩不明種

pH:水素イオン濃度に対する適応性
al-bi:真アルカリ性種

al-i1:好アルカリ性種

ind:pH不定性
ac-il:好酸性種

unk:pH不明種
unk:流水不明種

C.R.:流水に対する適応性

1-bi:真止水性種

1-ph:好止水性種
ind:流水不定性種

r-ph:好流水性種
r-bi:真流水性種

環境指標種

A:外洋指標種B:内湾指標種El:海水泥質干潟指標種E2:汽水泥質干潟指標種(以上は小杉,1988)
J:上流性河川指標種K:中～下流性河川指標種M:湖沼浮遊性種N:湖沼沼沢湿地指標種0:沼沢湿地付着生種(以上は安藤,1990)
S:好汚濁性種U:広適応性種T:好清水性種(以上はAsai,K.&Watanabe,T.1995)
R:陸生珪藻(RA:A群,RB:B群,RI:未区分陸生珪藻、伊藤・堀内,1991)

第8表地点1の花粉分析結果

種類
試料番号

木本花粉

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属

スギ属

サワグルミ属

クルミ属

クマシデ属一アサダ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ

コナラ属コナラ亜属

ニレ属一ケヤキ属

モチノキ属

シナノキ属

ウコギ科

スイカズラ属

草本花粉

ガマ属

イネ科

カヤツリグサ科

サナエタデ節一ウナギッカミ節

タデ属

ナデシコ科

バラ科

セリ科

マツムシソウ属

ヨモギ属

キク亜科

シダ類胞子

サンショウモ

他のシダ類胞子

合計

木本花粉

草本花粉

シダ類胞子

総計

1
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第9表地点2の花粉分析結果

種類

木本花粉

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属単維管束亜属

マツ属複維管束亜属

マッ属(不明)

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科

ヤナギ属

サワグルミ属

クルミ属

クマシデ属一アサダ属

ハシバミ属

カバノキ属

ハンノキ属

イヌブナ

ブナ

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属

シイノキ属

ニレ属一ケヤキ属

キハダ属

アカメガシワ属

シラキ属

ウルシ属

モチノキ属

カエデ属

トチノキ属

ブドウ属

ノブドウ属

シナノキ属

ツバキ属

ウコギ科

ツツジ科

イボタノキ属

トネリコ属

ガマズミ属

タニウツギ属

スイカズラ属

草本花粉

ガマ属

ミクリ属

サジオモダカ属

イネ科

カヤッリグサ科

クワ科

サナエタデ節一ウナギッカミ節

タデ属

アカザ科

コオホネ属

キンポウゲ科

バラ科

マメ科

フサモ属

セリ科

ゴキヅル属

ヨモギ属

オナモミ属

キク亜科

タンポポ亜科

不明花粉

シダ類胞子

サンショウモ

他のシダ類胞子

合計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計(不明花粉を除く)

試料番号

4.結果
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第10表遺構埋積物の花粉分析結果

         種類SD234SD250SD365SD273SD281SD298SD299比較
         試料名1層2層1層2層ab試料1

         木本花粉

         モミ属1--2-131-ll

         ツガ属4113--1--II

         トウヒ属一一2-一一一一一ll

         マツ属42951-24-3一

         スギ属31--6-一一一一一

         サワグルミ属一一一一一一一一一1一

         クルミ属一一一一一一一1-一一

         クマシデ属一アサダ属一一一一一一一一一1一

         カバノキ属一一一一1-一一一一一

         ハンノキ属4-1251-2-ll

         イヌブナ一一一一一一一1-一一

         ブナ41131123--1

         コナラ属コナラ亜属ll-121111-一

         クリ属一一一一1-一一一一一

         ニレ属一ケヤキ属1-一一一一一一一1一

         シナノキ属一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一曽-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一:一一一_:一一一一一一ニー一一一一ニー一一一一一=一一一一一一:一一一一一一ニー一一一一二..一_:_一一一:一一
         草本花粉

         イネ科544105661-1311

         カヤツリグサ科13716111114121

         ミズアオイ属一一一一1-一一一一一

         クワ科一一一一1-一一一一一

         サナエタデ節一ウナギッカミ節13211-31--1

         アカザ科一一一一一1-一一一一

         ナデシコ科一一2--1-一一一一

         キンポウゲ科一一一一一一一一1-一

         アブラナ科一一1-一一一一一一一

         セリ科一一一一一一一一1-一

         ヨモギ属II-24-一一一一一

         キク亜科一1-一一一一一一一一

         タンポポ亜科一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ニー一一一一.:一一一一一一:一一一一一一ニー一一一一一1-_.一=一一一一一一:一一一_ニー一一一一ニー一一一一ニー一一一一:一一
         シダ類胞子

         サンショウモ一一一一一一3-一一1

         他のシダ類胞子22715615011715150521265820164

         合計

         木本花粉23614161749131105

         草本花粉20161〔〕195851446633

         シダ類胞子227156151)11715150551265820165

         総計270178174152617168681456521473

第11表遺構埋積物の植物珪酸体分析結果

種類
試料番号

イネ科葉部短細胞珪酸体
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不明
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4.結果

C.植物珪酸体分析

結果を第II表に示す。植物珪酸体は、各試料からわずかに検出される程度であり、また保存状態も悪い。

遺構埋積物のうち、SD250・SD265・SD273・SD281・SD299では、栽培植物のイネ属が検出される。特に、

SD273の2層ではその産出が目立ち、稲籾に形成されるイネ属穎珪酸体や、イネ属の葉部に形成される短細

胞列も見られる。一方、比較試料1では、判別不能な植物珪酸体がわずかに認められるに過ぎない。

D.樹種同定

結果を第12表に示す。SKI23草本片は、組織の観察ができず不明とした。

その他の試料は、針葉樹4種類(マッ属複維管束亜属・ヒノキ・ヒノキ属・イチイ)と広葉樹9種類(ヤナ

ギ属・クマシデ属イヌシデ節・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・サク

ラ属・カエデ属・エゴノキ属・トネリコ属)に同定される。各種類の主な解剖学的特徴を、以下に記す。

・マツ属複維管束亜属(Pinussubgen.Diploxylon)マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道及び水平樹脂

道が認められる。分野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組

織は単列、1～15細胞高。

・ヒノキ(Chamaecyparisobtusa(Sieb.etZucc.)Endlcher)ヒノキ科ヒノキ属

試料は保存状態が悪い。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞

が晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はヒノキ型

～トウヒ型で、1分野に1～3個。放射組織は単列、1～15細胞高。

・ヒノキ属(Challlaecyparis)ヒノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に

認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔は保存が悪く観察できない。

放射組織は単列、1～15細胞高。

上記ヒノキまたはサワラであるが、種類の同定には至らずヒノキ属とした。

・イチイ(TaxuscuspidataSieb.etZucc.)イチイ科イチイ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急～緩やかで、晩材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞のみで

構成され、柔組織壁は滑らか。分野壁孔はヒノキ型で、1分野に1～2個。放射組織は単列、1～5細胞

高。仮道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

・ヤナギ属(Salix)ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または2～3個が複合して年輪全体にほぼ一様に散在するが、年輪界付近でやや

管径を減少させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1～15細胞

 高。

・クマシデ属イヌシデ節(Carpinussubgen.Euarpinus)カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に2～4個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列状～交互

状に配列する。放射組織は異性III～II型、1～3細胞幅、1～40細胞高のものと集合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節(Quercussubgen.Lepidobalanussect.Cerris)ブナ科

環孔材で孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。道管
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は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合放射組織

とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Quercussubgen.LepidobaIanussect.Prinus)ブナ科

環孔材で孔圏部は1～5列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと

複合放射組織とがある。

・クリ(CastaneacrenataSieb.etZucc.)ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は1～4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高。

・サクラ属(Prunus)バラ科

散孔材で管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または2～8個が複合して散在し、晩材部へ

向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められ

る。放射組織は異性III型、1～3細胞幅、1～50細胞高。

・カエデ属(Acer)カエデ科

試料は保存状態が悪い。散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2～3個が複合

して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放

射組織は同性、1～3細胞幅、1～30細胞高。木口面で不規則な帯状の紋様が見られる。

第12表樹種同定結果

      遺構名時代・時期出土位置試料の質試料数樹種()内の数字は個数

      SKIOO平安時代炭化材10ヒノキ属(7)      クマシデ属イヌシデ節(1)

      コナラ属コナラ亜属クヌギ節(1)

      コナラ属コナラ亜属コナラ節(1)

      SKIO2平安時代炭化材9ヤナギ属(7)
      エゴノキ属(2)

      SKII6平安時代炭化材8ヒノキ属(3)      ヤナギ属(3)

      サクラ属(2)

      SKI23平安時代5層炭化材1ヤナギ属(1)
      草本片1不明(1)

      SK125平安時代炭化材8ヒノキ属(5)
      クリ(3)

      SX65平安時代炭化材6イチイ(2)
      クリ(4)

      SXI21平安時代炭化材5ヤナギ属(5)

      SXI26平安時代3区1層生木1マツ属複維管束亜属(1)      2区ベルト3層生木1マツ属複維管束亜属(1)

      4区ベルト2層粘土生木1ヒノキ(D

      SX131平安時代炭化材7コナラ属コナラ亜属コナラ節(4)      イチイ(D

      コナラ属コナラ亜属コナラ節(1)

      クマシデ属イヌシデ節(D

      5F5グリノト生木1カエデ属(1)

      4F2グリッド生木1トネリコ属(D
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4.結果

・エゴノキ属(Styrax)エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独または2～4個が複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い

が、年輪界付近では径・密度共に減少する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織

は異1生II型、1～3細胞幅、1～20細胞高。

・トネリコ属(Fraxinus)モクセイ科

環孔材で孔圏部は2～3列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、

横断面では円形～楕円形、単独または2個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔

は小型で密に交互状に配列する。放射組織は同性、1～3細胞幅、1～20細胞高。

E.種実遺体同定

結果を第13表に示す。10試料中、試料番号7の種実遺体は、炭化・破損が著しく同定不能である。また、

試料番号8は、磨耗した炭化材片である。検出された種類は、オニグルミ、モモ、エゴノキ属の3種類で

ある。以下に、検出された種類の形態的

特徴を示す。第13表種実遺体同定結果

・オニグルミ(Juglansmandshurica

Maxim.subsp.sieboldiana(Maxini)

Kitamura)クルミ科クルミ属

核が検出される。褐灰色。大きさは3

Cm程度。側面の両側に縫合線が発達する。

広卵形で、基部は丸くなっているが、先

端部は尖る。表面は荒いしわ状となり、

縦方向に溝が走っている。内部は、子葉

が入る2つの大きなくぼみがある。

・モモ(PrunusparsicaBatsch)バラ科サクラ属

核(内果皮)が検出される。褐色～黒褐色で大きさは3cm程度。核の形は楕円形で、やや偏平である。基

部は丸く大きな膀点があり、へこんでおり、先端部はやや尖る。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見ら

れる。表面は、不規則な線状のくぼみがあり、全体としてあらいしわ状に見える。

・エゴノキ属(Styraxsp.)エゴノキ科

核が検出される。灰黒色。側面観は楕円形,上面観は円形。長さ1cm程度。下端に大きな「へそ」があ

り、表面に3本の浅い溝がある。核は厚く、硬い。

   番号出土地点結果

   1SD311(4Fl2グリッド)オニグルミ

   2Pl37(3Dl3グリッド)オニグルミ

   3SKI25(3Cl5-3Dllグリッド)モモ

   45A5グリッド砂下層オニグルミ

   52Bl6グリッド珊層オニグルミ

   6SKI23(4Dl2・i3グリッド)3・4層オニグルミ

   7SKI23(4Dl2・13グリッド)2層不明

   8SKI23(4Dl2・13グリッド)5層木材

   9SK400(4Fl-6グリッド)2層モモ

   104A王8・20グリッド深掘トレンチ皿層出土エゴノキ科

F.リン・カルシウム分析

結果を第14表に示す。リン酸含量は、試料番号1・3を除き、比較試料に比べて高い傾向を示す。特に、

試料番号4で14.07mg/g、試料番号5で16.35mg/gと高い。カルシウムについても、概ねリン酸と同様な傾

向にあり、試料番号4・5で高い。
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第14表リン・カルシウム分析結果

        試料名層位試料名土性土色P205(mg/9)CaO(Illg/9)備考

        SXI261層直上層Nα1HC2.5Y421暗ワ演1.204.09        1層Nα2HC2.5Y41黄灰5.586.04植物繊維含む

        2層Nα3HC2.5、52暗Ll讃1.304.61

        3層上部Nα4HC2.5、31黒褐14.07ll.87植物繊維含む

        3層下部Nα5HC2.5、31黒褐16.35ll.61植物繊維含む

        3層直下部Nα6HC2.5Y52暗灰黄3.464.37

        SXI26遺構外自然堆積層比較試料2HC2.5、621」横1.434.41

注1)土色:マンセル表色系に準じた新版標準1:色帖(農休省・壁1圭鉢水産技術会議監修、1967)による。

注2)土性:土壌調査ハンドブック(ベドロジスト懇談会編、1984)の野外一hl生による。

HC…・重埴土(粘土45～100%、シルト0～55°・、砂0～55°,)

5.考察

A.遺跡周辺の古環境

地点1の珪藻化石群集は、大きく2つに分けられる一一・つは、皿層下部・IXa層のように陸生珪藻が優占

する群集である。もう一つは、距層上部～IXb層やXl皿b層～田a層でみられる群集で、とくに優占する種がみ

られず、様々な種が低率に産出する。今回の調査地点では、これら2つの群集組成が繰り返して出現する

特徴がある。このような特徴は、河川敷の洪水堆積物の土層断面に認められる(堀内ほか,1996)。これに

よると、流水不定性種が多産する他に、流水性種がやや卓越して陸生珪藻なども低率に伴う群集は混合群

集とされており、洪水性の堆積環境を指標する,また陸生珪藻の優占する群集は、洪水後に地表面となっ

た乾いた環境を指標するとされている(堀内ほか,1996),

以上から、今回の調査地点は、河川の氾濫する時期と地表面となる時期が何度か繰り返されたと考えら

れる。また、このような状態でXII層～VII層が堆積し、自然堤防が形成されたと考えられる。また、地点

2では、下部粘土層から砂層にかけて混合群集から陸生珪藻が多産する群集に変化するが、上層粘土層に

なると、上部に向かって沼沢湿地付着性種のf!!!7v!/iz/ノノ?7P/z!/フZ汐、伽o!ノ17,M/'t7E/-1!pnevar.b7'de/7sが

増加する。このような珪藻化石群集の変化から、調査区西側は河川の影響を受けて下層粘土層・砂層が堆

積したが、しだいに氾濫の影響が弱まり湿地的な状態に変化して、上層粘土層が堆積したと考えられる。

一方、今回検出された花粉化石群集では、ハンノキ属が比較的多く検出されている。ハンノキ属は、低

地で湿地林を形成する種類を含む分類群である。この他、ヤナギ属・サワグルミ属・クルミ属・ニレ属一

ケヤキ属・カエデ属・トチノキ属・トネリコ属など、渓谷林・河畔林の構成要素が検出されている。また、

遺跡内から出土した木材も、これらに共通する種類が検出されている。これらの種類は、河道沿いの植生

を反映しており、そこに生育していたものに由来する化イーfが運搬・堆積したと思われる。また、種実遺体

で検出されるエゴノキ属も、林縁部など周辺に生育していたのであろう。さらに、樹種同定の結果から、

マツ属複維管束亜属、スギ属、ヒノキ属(ヒノキ)、イチイなどの針葉樹、ブナ、コナラ亜属(クヌギ節・コ

ナラ節)、クリなどの落葉広葉樹などの種類が、主な森林構成種として分布していたと推定される。柏崎平

野に位置する西谷遺跡では、弥生時代後期後半以降、針葉樹のスギ属、暖温帯林要素のアカガシ亜属、冷

温帯に分布するブナ属などの種類が、森林を構成する主要素として存在していたとされている(パリノ・

サーヴェイ株式会社,1992a)。今回の組成と比べると、アカガシ亜属の出現率に差がみられる。これは、

両平野では、植生が多少異なっていたことを反映しているのかもしれない。ただし、ヒ述したように、堆
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積環境が不安定であり、明らかに再堆積したとわかる化石も含まれている。また、全体的に花粉化石の保

存状態が悪く、シダ類胞子が多産する傾向にある。一般的に広葉樹に由来する花粉に比べ、シダ類胞子や

針葉樹に由来する花粉の方が、腐食に対して抵抗性があることが知られている(例えば、徳永・山内,1971

など)。これらを考慮すると、ここで得られた花粉化石群集は歪曲しており、当時の植生を十分に反映して

いない可能性もある。したがって、本遺跡周辺の古植生については、今後資料が蓄積されることが期待さ

れる。今回の結果も、その上で再検討を行う必要があると考えている。

B.溝状遺構の検討

比較試料1では、判別不能な植物珪酸体がわずかに認められるに過ぎない。しかし、畑跡と想定されて

いる溝状遺構SD250・SD265・SD273・SD281・SD299では、栽培植物のイネ属が検出される。このことから、

平安時代頃、少なくとも本遺跡周辺で稲作が行われていたことが推定される。特に、溝状遺構の中でもSD273

の2層でイネ属の産出が目立ち、稲籾に形成されるイネ属穎珪酸体やイネ属の葉部に形成される短細胞列

も見られた。このように、遺構によりイネ属の出現状況がかなり遍在している。このことは、イネ属植物

体が周囲一・帯に存在していたのではなく、部分的に集中していたことを反映している可能性もある。っま

り、ここでのイネ属に由来する化石の多産は、稲藁や籾殻などを肥料や農業資材として利用したことなど

を、反映している可能性がある。今後、珪藻分析等により、遺構の埋積過程にっいても検討を行いたい。

一方、花粉化石でも、栽培植物に由来する種類が検出されない。そのため、当時本遺跡周辺でどのよう

な種類が作物とされていたか、現段階では不明である。なお、これらの溝状遺構の周辺には、イネ科、カ

ヤツリグサ科、サナエタデ節一ウナギツカミ節、ナデシコ科、ヨモギ属などが生育していたと思われる。

C.平安時代の植物利用状況

今回検出された種実は、いずれも表面が磨耗していることから、流されてきたものと思われる。検出さ

れた種類のうち、オニグルミは可食植物として各時代の遺跡から出土例が多い。今回の試料は、その形状

からみて利用後の残渣を破棄したものでないと思われるが、周辺に生育していたものであり、有用植物と

なっていた可能性が高い。また、モモは栽培のために渡来した種類で、食用・薬用・観賞用など幅広い用

途があり、周辺での栽培・利用が示唆される。

一方、遺構などから出土した炭化材は、いずれも燃料材などの一部が残存したものと考えられる。とく

に火葬灰埋納土坑から出土したものは、遺体を茶毘に付したときなどの燃料材の一部の可能性がある。樹

種を見ると、複数の試料について同定を行った遺構のうち、SX121を除く全ての遺構で複数の種類が認めら

れる。その種類構成は遺構によって異なり、構成している種類も針葉樹から広葉樹まで様々である。この

結果から、特定の種類を選択したのではなく、周辺で入手できる様々な種類を利用したことが推定される。

神奈川県横浜市上の山遺跡では、火葬墓の燃料材にコナラ節を中心に多くの種類が認められ、また火付け

材等の一部と考えられる草本類(テリハノイバラ・イネ科・カヤツリグサ科等)も出土している(パリノ・サー

ヴェイ株式会社,1992b)。この状況から、遺跡周辺に生育していた種類を利用したことが指摘されている。本

遺跡の結果についても、同様の事情が指摘できる。

火葬灰埋納土坑と考えられている土坑のうち、SK100とSKIl6ではヒノキ属が出土している。ヒノキ属は

有用材であり、曲物などの素材として利用されていたことが知られている(川村,1983)。そのため、これ

らのヒノキ属は燃料材ではなく、副葬された木製品等に由来する可能性もある。
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D.火化遺構の検討

今回のような沖積土の場合、土壌の特性としてリン酸の保持力が弱い。そのため、比較試料の値は

1.43mg/gと低くなっている。たとえぼ、火山灰土を扱った東京都田園調布南遺跡では、リン酸の標準的

含量は3.0～3.5nlg/gで(中根,1992)高いが、沖積地に立地する豊島馬場遺跡では、約1.Omg/gほどであり、

今回の値に近い(東京都北区教育委員会,1995)。このような、本来リン酸を保持しにくい土壌であるにも

かかわらず、土坑内で高い値が得られているのは、骨片が残っていたことや炭化物などに成分が吸着した

ためと考えられる。最も値の高かった3層は、茶毘に付した灰が多量に投棄されているとみられ、間層を

挟んで1層にも灰が投棄されている。2層ではリン酸が高くないことから考えると、一度土をかけて2回

に分けて灰を埋めたと考えられる。これは、土層断面でみられた炭化物や遺物の産状と一致する。また、

3層の下層もリン酸値が高くなっている。これはリン酸などの成分が、粘土粒子などとともに下方へ移動

したためと見られるが、このような現象が起こりうることが、バーンズほか(1986)によって指摘されてい

る。埋葬施設について土壌理化学分析調査を行う場合、事例を増やして比較検討することが必要である。

このような土坑は類例が少ないようであるが、今後もこのような観点で調査事例を増やすことにより、遺

体埋納状況について、より詳細な検討が可能になると思われる。
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 一200μm:a
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第29図木材(2)

87



自然科学分析第VI章

灘
麟

灘
騨

欝
懸
灘
騨
灘
購

鐵
騨

C

 ■■■■200μm:a
-200μ1n:b,

c:板目

1.ヒノキ属(SKII6)

2.イチイ(SX65)

3.ヤナギ属(SK102)

a:木口,b:柾目,

炭化材(1)第30図

88



5考察

覧
黙
撫

簾

馳

・
,
,
。

撃
副

響

羅
.騨

醜
雛
B

亀
醒

㌻

～

 ㍉亀

・
ド

露
解
解

胎

譲

駈

鰹

蜀

ー

濯
匙

 暴
ξ
、

い

租
」
支
蓬
峯
墾

魎
、

㌦
慧

謙
號

.惚
鶏
轄
羅
6・

翫
甑

惣
賀
,、

hい
気

゜
評
3・

、
・

.壕
隅
い
義
審
喋

紮
、
鞍

 一200μma
-200μnlb,c

4.クマシエ属イヌシデ節(SXI31)

5.コナラ属コナラ亜属クヌギ節(SXI31)

6コナラ属コナラ亜属コナラ節(SXI31)

a木口,b柾目,c板目

第31図炭化材(2)

89



魯屡御肇分務
囑

9θ



5.考察

薄檸

舳

メ

巳

般
解

甲 ボ
.避

∴
領

・
`

b

2a

1

'ト
,・

、
,

㌔
～

.
ワ

㌦
き

尊
`

.
}
、

4

∴戦触
ノリ犀

欝.

が

・・_ぐ一

・・鞍㍉鰹繋

峨1灘

二s伊・v.

5

lCm

一

2.オニグルミ(試料番号5)

4.モモ(試料番号9)

1.オニグルミ(試料番号4)

3.オニグルミ(試料番号D

5.エゴノキ属(試料番号10)

第33図種実遺体



第VI章自然科学分析

6.人骨について

日本歯科大学新潟歯学部笹川一郎

A.概観

本遺跡からは焼骨の破片が多数出土したが、人骨と判定できるのは下記の1点であった。また、他の焼

骨破片のうち、形の一部をとどめている複数の骨片は、大きさや内部構造では人骨のそれと矛盾しない。

出土状況からして共産する他の焼骨片も人骨の可能性が高い。

B.土坑325出土、手の末節骨1点

ほぼ完全な手の末節骨(指先の骨)である。大きさと形態からみて、成人の親指以外の指の末節骨である。

焼骨のため変形や収縮が考えられ、指の特定や性別などは不明である。
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灘
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躍

第34図SK325出土末節骨①表2裏(右:現代人男性末節骨)

②

参考文献

池田次郎1981「出土火葬骨にっいて」『太安萬呂墓』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告書第43冊

奈良県立橿原考古学研究所編

笹川一郎・高橋正司1983「人骨」『緒立遺跡発掘調査報告書』96-102黒埼町教育委員会編
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6,人骨について
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第VII章まとめ

第皿章 まとめ

1.火葬関連遺構について

A.新潟県内の古代の埋葬例

文献史料に見える、火葬の初見は文武4(700)年の僧道昭である。後の703年の持統太上天皇の火葬は

「養老(おそらく湖って大宝令(701年制定))令」条文中の火葬規定を実行に移し、貴族間に火葬を広める直

接の契機となるよう行われた。令の火葬の規定は、仏教と直接の関係を持たない。律令制における上層階

級の喪葬は土葬が基本であり、火葬は欲して願い出る場合に許された[黒崎1980]。火葬が天皇・貴族層に一

般化するのは11世紀以降のことであり、ll世紀以降といえども、必ずしもすべての葬送が火葬によるもの

ではなかった。一方庶民の葬法は土葬や遺骸の遺棄も多い状況である[仲山1995]。

県内の古代の埋葬例は、東日本埋蔵文化財研究会で『東日本における奈良・平安時代の墓制一墓制をめ

ぐる諸問題一』[東日本埋蔵文化財研究会栃木大会準備委員会編1995]として資料の集成が行われている。

1995年当時で10例と関東地方などと比べ、北陸地方特に越後・佐渡は極めて調査例が少なく、実態は明ら

かでない[春日19951。第15表に以後検出されたものを追加してまとめた。古墳への追葬2例、律令制定以

前の火葬墓1例、平安時代9～IO世紀の土坑墓4例・火葬関連遺構i6例である。古墳への追葬と律令制定

以前の火葬墓を除外すると、9世紀前半～10世紀初頭の土坑墓と火葬関連遺構が、ほぼ同数確認され混在

している様子がわかる。時期も限定され、10世紀前葉以降の墳墓は確認されていない。また、土坑墓と火

葬墓がともに検出された遺跡はない。

第15表古代の埋葬例

      Nα遺跡名所在地埋葬形態遺構・出土遺物時期

      1背ノ沢遺跡佐渡郡真野町古墳への追葬無袖形横穴式石室内に古代の土器7C後半～8C初頭

      2宮口古墳群東頸城郡牧村古墳への追葬横穴式石室の羨道や古墳墳頂に古代の土器9C中葉以降

      3新保遺跡・柿崎古墓東頸城郡柿崎町土坑墓木疑享:8、慰墓須恵器長頸瓶、灰紬陶器瓶子・壷、水晶玉、土師器椀9C後半

      4草水窯跡新津市土坑墓土師器長甕合口棺9C後半～10C初頭

      5一ノロ遺跡西地区上越市土坑墓土師器長甕合口棺9C後半～10C初頭

      6中ノ沢遺跡中頸城郡妙高高原町土坑墓土師器椀3個体重ね合せ、刀子9C後半～10C初頭

      7大萱場古墳長岡市火葬墓横穴式木芯礫室、壷7C初頭

      8直り山B遺跡新潟市火葬墓蔵骨器、須恵器短頸壷9C中葉前後

      9駒坂墳墓両津市火葬墓戴胃'器・須恵器横瓶の身に有台杯の壷、焼骨・灰・砂9C後半～10C初頭

      10釈迦堂遺跡西蒲原郡黒埼町火葬墓柔望[、超串二続6墓、有台杯・無台杯、火化遺構1基、木炭骨散布地1基9C前半～終末

      ll高柳宮ノ本遺跡新井市火葬墓火葬灰埋納土坑2基、集石遺構1基9C後半～10C初頭

      12杉明遺跡新井市火葬墓火韮「Ll弩嗣二堤/茎、集石遺構2基、掘立柱建物1棟、柵1列、溝1条9C後半～10C初頭

      13茗荷谷墳墓南蒲原郡田上町火葬墓蔵骨器、須恵器、短頸壷、和銅開称100枚余8C前半

火葬墓のみ簡単に見ていくと、駒坂遺跡[新潟県史通史編11986]は蔵骨器を持っ墳墓の確実な例で

ある。須恵器の横瓶を蔵骨器に須恵器の杯・椀を蓋にしていると考えられる。横瓶には、焼骨・灰・砂が

詰まっていた。新井市の高柳宮ノ本遺跡・杉明遺跡は火葬に関係する遺構が多数検出されている。高柳宮

ノ本遺跡は、本遺跡と同様の火葬灰埋納土坑とみられる土坑2基と、南方約8mのところに石組遺構1基が

検出されている。拳大から人頭大の川原石が配置され、中には熱を受け赤変し割れているものもある。周

辺に焼土や炭は散布していない。付近から、灰粕陶器の皿が出土しており、副葬品の可能性も指摘されて

いる一杉明遺跡では、火葬灰埋納土坑1基と隣接して土坑2基と柵1列、溝1条、石組遺構i1基と、殖屋
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1.火葬関連遺構について

と想定されている小型の掘立柱建物1棟が検出されている。やや離れたところでは集石遺構2基が検出さ

れている。

本遺跡の火葬灰埋納土坑から無台杯、有台杯の破片が出土しているが、二次被熱を受けているものはな

い。ほぼ完形に復元できるものはSKlOOから出土した38のみで他は細片である。副葬品ではなく、火葬灰を

運搬する際の容器とした可能性も考えられる。火化遺構のSXI26から出土した大量の土器は、上層全体に散

布し、二次被熱の痕跡もないことから、火化遺構としての役割を終えた後に投棄されたものと考えられる。

また、火葬関連遺構が西側に分布するのは、集落内の居住地と墓域等の分離が認められるのか、調査例の

増加を待って今後の検討課題としたい。

B.被葬者について

上記のように、火葬が限定された階級の人のみしか行われなかったということを考えると、本遺跡で火

葬された人はいわゆる在地の富豪層、豪族の可能性が高い。火化遺構と推定されるSXI26から奈良時代の銅

鍔(従八位相当)が1点出土しているが、共伴している土器が9世紀前半であることから、これは伝世品で

ある。銅鋳に補修の痕跡が認められることからも、半世紀もの長い間大切に伝えられたことになる。従八

位相当の官位は郡司の大領にあたり、過去において集落内に郡司の大領クラスの有力者が存在し、その後

継者が引きっづき存在していたことが想定できる。このことから被葬者には、在地の富豪層、豪族の血縁

的集団を想定することも可能だろう。

2.遺物について

A.遺物の時期

(1)地震痕跡との関係

本遺跡ではVII・皿・IX・X・)aの5層の遺物包含層(a層)が問層(b層)を挟んで確認されている。皿層

は出土遺物が少量のため、詳細な土器の時期は特定できていないが、おおむね9世紀代の範囲で収まり10

世紀には入らないと考えられる。V皿層の土器は9世紀第4四半期、IX層の土器は9世紀第3～4四半期、X・

M層の土器は9世紀第1四半期の遺物を少量含むが、中心は第

2四半期の時期がおおむね設定できる。出土土器の大半はX層
'皿層

出土であることから、集落が安定して営まれた時期は9世紀第Vllla層
田b層

2四半期ころといえる。須恵器の産地は大半を佐渡小泊産が占IXa層

の遺物は銅鍔の1点のみである。'Xa層

Mb層

ていたことが判明した。最も大規模な洪水はX層を覆う正Xb層

皿層
である。この洪水後も人々はこの地に戻り生活を営んだが、再

度の洪水に見舞われる。また、この後、大規模な地震にも見舞

われ、集落は壊滅的な被害が出たことが予想される。遺跡に地第36図地震痕跡模式図

割れ、噴砂、断層などの地震の痕跡が多数見られるが、この地
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第皿章まとめ

震は『日本三代実録』に記録のある貞観5(863)年6月17日の地震によるものと考えられる。この地震によ

るとみられる地割れがD(層を切って皿層に見られ、土器の時期ともほぼ一致する。また、噴砂が皿層で噴

出するものがあることから、貞観5年以降にも地震があった可能性が高い。後者の地震にっいては、新潟

大学高濱信行氏より仁和3(887)年の地震の記録[宇佐美1987]が2回あることをご教示いただいた。1つ

は「仁和3年7月6日夜、越後で津波を伴い、溺死者数千、京都に有感,越後に関する史料の信葱性不十分

ゆえ無番号とする。」との宇佐美氏の注釈がある。この記事については史料の出典が記載されていないた

め確認することが出来なかった。2つめは『扶桑略記』に記載のある、仁和3年7月30日の記録で京都の

地震記録に続いて「信乃国大山崩、巨河溢流、六郡城地漂流、牛馬男女流死成丘」というものである。こ

れは、最近の研究結果で八ヶ岳が大崩落し、千曲川がせき止められた結果、今も残る松原湖などの湖沼が

作られたことがわかっている。千曲川の河原に埋まっていた、大崩落当時のヒノキの年輪年代測定によっ

て、887年に起こったことが証明されている。しかし、越後への影響を語る文献は無く、不明とせざるをえ

ない。

(2)須恵器無台杯器高指数について

本遺跡では、須恵器無台杯にっいてA類:体部が内湾気味に立ち上がるもの、B類:体部が直線的に立

ち上がるもの、C類:体部が外反気味に立ち上がるものに細分した。A～C類が出土しているIX・X層に

ついて器高指数(器高÷口径×100)の平均値を第37図に示した。X層ではAからC類へ直線的に並び、器高

と口径が比例関係にあり、器形と口径の関係が現れている。A類・B類はIX層からX層への変化は器高・

口径ともほとんどみられないが、C類は口径はほぼ同じだが、器高が6mm低くなるという傾向を示す。

 高
⑳

 器
￠

5

A類26.7(9)

＼/B翻8(8)
●一一C類22.4(3)

10 15口至霊…(cm)

器高
(cm)

5
0

5

10

A類26.4(32)

類26.6(33)

'

C類27.0(9)

15口《蓋…(cm)

第37図須恵器無台杯の器高指数()内の数字は計測個体数

(3)器種・食膳具構成比率

本遺跡の器種・食膳具構成比率を第16・17表に示す,食膳具の比率は66.7%、貯蔵具の比率は3.2%、煮

沸具の比率は29.1%を示す。食膳具の内、土師器・黒色土器の占める割合は約10%で、残り90%は須恵器が

占める。土師器の内でも黒色土器の占める割合は0.3%と極めて低い。9世紀末から10世紀初頭の上郷遺跡

[春日1997]の器種構成比は食膳具が71.7%、貯蔵具が1.0%、煮沸具が27.3%と本遺跡と類似した数値が出

ている。しかし、食膳具の構成比率が全く違い土師器無台椀が54.0%を占め、9世紀前半を中心とする本

遺跡との時期差を示している。

食膳具・貯蔵具・煮沸具のほかには土師器の鉢が出土している。1%とわずかであるが、特に鉄鉢の出

土は集落内に寺院あるいは御堂の存在を推測させるものである。東国では8世紀終末からg世紀初頭には、

96



2.遺物について

集落内に寺院あるいは草堂のような

ものが見られ始め、これを村落内寺院

[須田1985]という。小さな基壇を持っ

た覆屋ふうの建物に安置した堂塔に、

博仏や押出仏、瓦塔などを入れた構造

と推定されている[網野ほか1998]。県

内では緒立遺跡、上越市今池遺跡[坂井

1984]で瓦塔、新潟市山木戸遺跡[小池

1999]、笹神村発久遺跡などでは「寺」の

墨書土器が出土している。真野町藤塚

貝塚では「□(高力)命寺」の墨書土器が

出土しており、寺院名を推定できる唯

一の例である。越後も東国とほぼ同じ

9世紀代に村落内寺院の存在が確認さ

れる。本遺跡で鉄鉢の他に村落内寺院

の存在を推測させる遺物には、円面硯・

転用硯・博状土製品がある。墨書土器

には寺院の存在を示す文字は出土して

いない。集落内に寺院と火葬関連遺構

が存在していたと考えられるが、蔵骨

器および埋葬施設は検出されていない。

集落内に寺院と墓域が存在していたと

考えられる遺跡は、県内には今のとこ

ろ見当たらない。今回は村落内寺院の

存在の可能性を指摘するに止め、今後

の調査例の増加を待って再検討する必

要があると考える。

B.銅鋳について

第16表器種構成比率

    種別器種口縁部残存率(破片数)比率(破片)

    土師器無台椀412.5(353)6.3(10.0)

    有台椀9.0(3)0.1(0.D

    黒色±器無台椀5.5(II)0.2(0.3)

    須恵器無台杯3,033.5(1,492)46,1(42.1)

    有台杯460.0(129)7.0(3,6)

    杯蓋406.0(124)6.2(3.5)

    佃iム般ハ・・口皿23.0(3)0.3(0。1)

    高杯30.0(2)0.5(0.1)
    囮一一一一一一一一一一一1-¶一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一一一一一一一1一囮一一一一一一一一一1一_一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一

    食膳具総計4,387.5(2,ll7)66.7(59,8)

    土師器壷38.0(46)0.6(1.3)

    須恵器壷・瓶ll6.0(33)1.8(1.0)

    甕54.0(15)0.8(0.4)
    一一一一了回一一一一一一一一一一幽一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一_一一一旧一一一一一一一一一rn_一一一一一

    貯蔵具総計208.0(94)3.2(2.7)

    土師器小甕899.0(490)13.6(13.8)

    長甕957.0(738)14,5(20.8)

    鍋64.5(58)1,0(1.6)
    一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一,一一一一一一一一一一一一一一11一旧一一一一一一一一一1旧一一一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一旧一一一

    煮沸具総計1,920.5(1,286)29.1(36.2)

    土師器鉢69.5(46)1.0(1.3)
    一一一一一一一一一一一四一一一一一一一一一一'_一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一『一一一一一一一一一一一一●一一一一一一一一一凹一一四一一一一一一一一一一71-一一一

    仏具系総計69.5(46)1.0(1.3)

    総計6,585.5(3,543)

第17表食膳具構成比率

古代の装身具である腰帯は、慶雲4

(707)年に初めて革帯を使用したと言

われる。五位以上の貴族は金銀装腰帯、

六位以下の下級官人は銅製黒漆塗りの鋳をつけた烏油腰帯(銅鋳帯)と決められていた。延暦15(796)年に「

隆平永宝」の鋳造を支えるために銅鋳帯を廃して石帯に変えるが、大同2(807)年平城上皇の復古策により

銅鍔帯に復し、弘仁元(810)年、ふたたび石帯を用いるようになる。銅鍔は奈良時代前半から平安時代初頭

に使用されていたものである。本遺跡では火化遺構と推定されるSX126から銅鋳・巡方が1点出土している。

供伴する遺物が9世紀前半であることから、この銅鋳は伝世品と考えられる。1本の腰帯を分解し、飾金

具のみをシンボリックに分有する観念が存在した可能性も指摘されている[田中1990]。

    種別器種口縁部残存率(破片数)比率(破片)

    土師器回一一一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一凹一一1-一一土師器総計無台椀有台椀一一一一一一一一一一ll2.5(353)9.0(3>冒一-一一一一一一一一一一一一罰一一一一一一一一凹一一一一r421.5(356)9.4(16.7)0,2(0.1)一一一一一一一一一一一一一四囮一一一一一9.6(16.8)
    一一一一一一墨一一豊一一生.、畢一一一一一一一黒色土器総計無台椀一一凹一1-一一一一無台椀13.5(ID-一一一一一一1-一一一一一一一一一一,一回一一一一一一一一13.5(II)0.3(0.5)一一一一一1-一一一一一一一一一__一一〇.3(0.5)

    須恵器一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一須恵器総計無台杯有台杯杯蓋無台盤高杯一一一一幽一1-一一3,033.5(1,492)460.0(129)406.0(124)23.0(3)30.0(2)一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一囲一一一一一一一3,952.5(1,750)69.1(70.5)10,5(6.1)9.3(5.9)0.5(0.1)0.7(0.1)一一一一一1旧一一一一一一一一一rn--90.1(82.7)
    食膳具総計4,387.5(2,ll7)
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県内では最近出土例が増え、銅鋳出土遺跡は12遺跡を数える。このうち蒲原郡内の遺跡は新潟市的場遺

跡、茗荷谷遺跡、黒埼町緒立遺跡、釈迦堂遺跡、新津市上浦遺跡、加茂市馬越遺跡の6遺跡で、全体の半

数を占める。銅鋳については、8段階の規格が認められ、この8段階の規格差は、小初位、大初位と八位

から六位までの正従八ランクの位階差に対応するものと想定されている[松村1996]。本遺跡出土の銅鋳は

長さ2.42cm、幅2.64cm、厚さ0.65cmを測り、従八位に相当し郡司の大領クラスが持つ大きさといわれる。

的場遺跡出土の銅鍔・巡方は従六位相当、丸靹は正八位相当である。緒立遺跡出土の銅鋳・巡方は正八位相

当で、いずれも釈迦堂遺跡より上位の位階を持ち、遺跡の性格とも一致している。

第18表銅鍔出土遺跡

        Nα遺跡名所在地丸靹巡方その他時期備考

        1山三賀II遺跡北蒲原郡聖籠町鉄鍔・丸靹鉄鋳・刺金8～9C

        2茗荷谷遺跡新潟市裏金具1点8～9C

        3的場遺跡新潟市2点1点刺金8～10C

        4緒立遺跡西蒲原郡黒埼町1点8～9C

        5釈迦堂遺跡西蒲原郡黒埼町1点19C

        6上浦遺跡新津市1点7末～9C

        7馬越遺跡加茂市1点8～10C石鋳有り

        8八幡林遺跡三島郡和島村1点錠尾9C石鋳有り

        9観音寺遺跡南蒲原郡中之島町錠尾9C

        10栗原遺跡新井市9C

        Il箕輪遺跡柏崎市1点9C

        12馬場遺跡佐渡郡相川町9～10C

C.墨書土・器について

本遺跡で出土した墨書土器は、79点を数える。出土状況は包含層からの出土が多く、遺構が多く検出さ

れている東側全体に散布している。「葛」の墨書土器は5点のうち4点が、2BC・3Cグリッドにある程度

まとまって出土している。「与止」の墨書土器は全体でll点あるが、そのうち3点がSK403(3El9)、他の7

点も3・4Fグリッドにある程度まとまって出土している。遺構出土分ではSK403(XI層)から7点まとまっ

て出土しているのが目立つ。また、ほとんどが須恵器無台杯に書かれている。ほかは須恵器有台杯に書か

れているもの2点、杯蓋に書かれているもの2点、無台盤に書かれているもの1点、土師器無台椀に書か

れているもの2点である。緒立遺跡・的場遺跡出土の墨書土器と共通する文字もいくっかある。墨書の釈

文については、新潟大学小林昌二氏、同大学院相沢央氏にご教示いただいた。新潟県内の墨書土器は「第

5回新潟墨書土器検討会」[小林ほか2000]に拠った,石』JlI県出土の墨書土器は『石川県出土文字資料集成』

[(社)石川県埋蔵文化財保存協会1997]に拠った。墨書の文字は、内容別に以下のように分類できる。
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第38図墨書土器出土状況(VII・VHI・IX層)
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第39図墨書土器出土状況(X層)
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2.遺物について
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第40図墨書土器出土状況(Xl層・層位不明)
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(1)郡に関係する墨書土器

「君区」(112)・・1、点

「郡」あるいは「郡力」とされる墨書土器が出土している遺跡は、県内で7遺跡を数える(第19表・第41図

参照)。いずれも具体的な郡名は記されていない。これは、その遺跡が所属する郡のことを指しているので、

あえて記載する必要がなかったものと考えられる。このことから、本遺跡出土の「郡」墨書土器も、遺跡

の所在する蒲原郡を指しているものと考えられる。現在、蒲原郡衙は発見されていないが、官衙関連遺跡

として的場遺跡・緒立遺跡があり、本遺跡との距離はおよそ4kmである。蒲原郡内では「郡」の文字史料

は本遺跡が初例である。無台盤は本遺跡では3個体出土しているが、一般に出土数が少なく、出土する遺

跡の性格も限定される(いわゆる官衙関連遺跡)傾向があるようである。その無台盤を選択して「郡」の文字

を記したことに意味があるのか、他の食膳具と同様に扱われたのか検討の余地が残る。「郡」の文字は、

細い線で小さく記され、かなりの能筆によるものである。このような字形は8世紀前半のものに多いとい

われ[平川1989]、八幡林遺跡、栗原遺跡出土のものと共通している。土器の時期は、9世紀第2四半期の

もので、西側の湿地に当たるところからの出土である。

第19表「郡」墨書土器出土遺跡

         Nα遺跡名所在地種別器種文字の位置・大きさ読み土器の時期遺跡の種別

         1曽根遺跡北蒲原郡豊浦町不明有台杯不明・小「郡」官衙関連遺跡

         2釈迦堂遺跡西蒲原郡黒埼町須恵器無台盤底部外面左・小「郡」9世紀第2四半期集落

         3八幡林遺跡三島郡和島村須恵器無台杯底部外面左・小「郡殿新」8世紀後半古志郡衙

         4八幡林遺跡三島郡和島村須恵器無台杯底部外面左・小「郡」8世紀後半古志郡衙

         5八幡林遺跡三島郡和島村須恵器無台杯底部外面左・小「郡佐」8世紀後半古志郡衙

         6八幡林遺跡三島郡和島村須恵器有台杯底部外面左・小「郡」8世紀後半古志郡衙

         7八幡林遺跡三島郡和島村須恵器有台杯底部外面中央・中「郡□(殿力)」8世紀後半古志郡衙

         8八幡林遺跡三島郡和島村須恵器有台杯底部外面一ヒ・小「郡」8世紀末葉古志郡衙

         9八幡林遺跡三島郡和島村須恵器杯蓋内面左・中「郡」8世紀後半古志郡衙

         10木崎山遺跡中頸城郡柿崎町須恵器有台杯底部内面左・大「郡」官衙関連遺跡

         ll栗原遺跡新井市須恵器杯蓋外面右・小「郡」8世紀前半頸城郡衙

         12泉畑田遺跡佐渡郡金井町須恵器有台杯底部外面中央・大「□(郡力)」8世紀後半?

         13仲畑遺跡佐渡郡真野町須恵器無台杯底部外面上・中「郡」9世紀後半?

(2)人名と思われる墨書土器

「千縄」(185・346)・・2点「犬」、L」(270)・・1点

古代の人名には「縄」の文字を使用しているものがみられ、これも人名の可能性があり、「ちただ」と読め

る可能性がある。人名を記した墨書土器が的場遺跡に多数出土している。「黒人」、「廣成」、「赤万呂」、「吉

万呂」などがあるが「縄」を使った人名は見当たらない。石川県金石本町遺跡に「真縄」、三小牛ババ遺跡に

「太縄」の類例がある。

「犬」、L」も人名の可能性がある。「犬」のほか動物名を使った人名は一般的であり、「犬万呂」などがあ

 る。

(3)数字を表わした墨書土器

L」(222)・・1点「二」(229)・・1点「七」(206)・・1点「十」(238・413)・・2点

「□(萬力)」(381)・・1点
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2.遺物について

駄日町

1召

郡

 ・
∂

 新ク

璽丘陵

騨砂丘

第41図「郡」墨書土器出土遺跡の位置

数字を記した墨書土器は多くの遺跡で出土しているが、一般に一字の場合「三」「七」「八」「十」の文字

を記す場合が多いといわれる。本遺跡では、「十]が2点出土している。土器の時期は9世紀第2～4四半

期のものである。県内では「六」を集落の共通文字としている、妙高高原町中ノ沢遺跡[立木ほか1997]・

関川谷内遺跡[小池1998]などがある。「□(萬力)」は数字というよりも吉祥文字的な意味が強いかもしれな

 い。

(4)方位を表わした墨書土器

「西」(402)・・1点

方位を表わすが、基点となる建物などがあると推定される。調査範囲が集落の西端に当たることから、

東側にあると推定される遺跡の中心地を基点とすると考えられる。発久遺跡に「東」、新潟市小丸山遺跡に

「西家」、新津市川口甲遺跡に「西水(木力)田」、八幡林遺跡に「南」「北家」「南家」、越路町岩田遺跡に「東」、

下新町遺跡に「東家」、真野町国分寺遺跡に「北」、豊栄市新五兵衛山遺跡に「東」、頸城村榎井A遺跡に

「北」「北館」、刈羽村払川遺跡に「南」の墨書土器の出土例がある。
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(5)一字で性格不明の墨書土器

「長」(82・191・226・374)・・4点「大」(1・178・193)・・3点「衣」(9)・・1点

「束」(283)・・1点「玉」(345)・・1点「廣」(395)・・1点「◎」または「◎」(95)・・1点

「長」の墨書土器は4点出土しているが、底部外面の上に書かれるもの3点、左に書かれるもの1点で、

すべて9世紀第2四半期のものである。191・374は横1画が足りない字形である。県内で「長」の墨書土器

を出土している遺跡は、1字では的場遺跡、上越市一之口遺跡西地区、新井市月岡遺跡にある。他の文字

との組み合わせでは、曽根遺跡で「長人」「大長」、的場遺跡で「乙長」、八幡林遺跡で「田長」「長長」が出

土している。「長」の文字は仏教に関係の深い語として用いられるようでもある。

「大」の墨書土器は3点出土しているが、9世紀第2～3四半期のものである。178・193は細い線で記載し

ている。やや太い線で記載されている1は、2点より時期が下がる可能性がある。県内では13遺跡で出土

例がある。「大」は大きさを表わすとも考えられるが、曽根遺跡にのみ「大」「中」「小」の墨書土器がそろっ

ているが、「大」のみの遺跡が多く、対象・基準が不明のため性格不明とする。

「衣」の墨書土器は1点のみである。越路町岩田遺跡、小千谷市金塚遺跡[江口ほか1999]に出土例がある。

「束」の墨書土器は1点のみである。稲百把が1束、矢の長さを測る単位が束であるが、この墨書の場合

の性格は不明である。県内に類例はない。

「玉」は9世紀第3四半期のものである。緒立遺跡、三和村吉田遺跡に出土例がある。

「廣」は9世紀第3四半期のもので、緒立遺跡に出土例がある。他の文字と組み合わせて「廣成」「廣麻

呂」などの人名とする例がある。

「◎」またはF@」の墨書土器は、9世紀第2四半期のものである。「巳」の場合類例はないが、「弓」の

場合長表遺跡に「弓公」の類例がある。文字を丸で囲むものはこの1点のみである。

(6)記号と見られる墨書・漆書土器

「*」(161)・・1点「一」(249)・・1点(漆書)

「*」は、「水」または「木」とも読める可能性があるが、ここでは記号とした。性格は不明である。的

場遺跡に類例がある。

「一」は、記号とした。性格は不明である。漆書きはこの1点のみである。

(7)二字で性格不明の墨書土器

「与止」(125・199・255・341・343・344・353)・・7点「家刀」(116・407)・・2点

「全□(万力)」(351)・・1点「碓□(下力)」(263)・・1点

「与止」は合わせ文字で、上下に密着させて1文字のように見せている。同一文字を記した墨書では最も

多い字形で7点の出土である。この文字に対する集落内の共通認識があったものと考えられる。県内に類

例は見出せない。土器の時期は9世紀第2四半期のものが4点、9世紀第3四半期のものが3点と時期差

がある。また、同一時期でも同筆でないため字形に差がある。「与止」は「よと」と読むようであるが、性

格は不明である。『倭名類聚砂』巻第十の「殿」の項目に「寝殿四聲云寝七稔反和名禰夜方言腰云與止

乃寝室也」とある(下線筆者、平川南氏ご教示)のが参考になる可能性がある。また、『日本国語大辞典』で

は、「よと」は「よどの(夜殿)に同じ。」とある。しかし、「与止」が寝殿の読みを表わす可能性が高いとし
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2.遺物について

ても、建物跡が検出されていないことから、そのような建物、あるいは建物の一室を指す空間が存在した

可能性を指摘するに止める。ほかに『倭名類聚紗』に磐船郡に「鯨戸」郷があったとされるが、関係は不

明である。

「家刀」の墨書土器は2点あるが、性格は不明である。刀の下に文字がないことは明らかだが、「家刀自」

を省略している可能性も考えられる。「刀自」は古代では女性の一般名称、豪族女性の社会的尊称、女性の

家統括者、最下層の女官などに用いられた。「家刀自」とは家内部を管理統率した女性を指す言葉である。

「刀自」の墨書の例は県内にはないが、石川県小松市荒木田遺跡から「刀自」「荒木力(刀)自」、金沢市金石

本遺跡から「刀自」「阿刀自」などの墨書が出土しているが、「自」の文字を省略したものはない。

「全[コ(万力)は性格不明である。

「碓[コ(下力)」も性格不明である。

(8)「葛」の文字を使用した墨書土器

「葛」(体部)(218・219)・・2点「□(葛力)水」(体部)(235)・・]点

「上」(底部)・「葛」(体部)(408)・・1点「□□(所力)」(底部)・「葛」(体部)(154)・・1点

「葛」の文字は方向の違い(右3・左2)はあるが、いずれも体部に書かれている。「葛」の文字は体部に

書くという作法の存在が伺える。「与止」に次いで多い字形である。和名は「かずら(かづら)」と読み、山

野に自生するつる草の一種である。茎の繊維は布を織るのに用い、根は薬用また葛粉をつくる。県内およ

び石川県にも類例はない。墨書土器が出土する遺跡が多数ある千葉県でも、わずかに山武郡大網白里町南

麦台遺跡[山口1994]で、推定も含め12点の「葛」の墨書土器(9世紀代全般)が出土している。体部に書か

れるもの4点、底部に書かれるもの8点で、この遺跡では底部に書かれる場合のほうが多い。わずか3県

しか確認していないが極めて類例の少ない文字と考えられる。南麦台遺跡の報告では「桂」の地名が近接

する茂原市に残っていることから、葛城氏との関係を指摘している。葛城氏は、大和国葛城地方を本拠と

した古代の豪族で、5世紀に大王家の外戚氏族として勢力を誇っていたが、5世紀末には勢力が衰え没落

したものと考えられる。葛城氏没落後、蘇我氏がその基盤を継承した。北陸では越前国司解に「葛城部」、

平城京から出土した加賀国の付札に「葛城部」の文字がある[小林1996]。慶雲2(705)年に越後守(国の長

官)に任じられた、威名真人大村が同4年越城で病没しているが、その墓誌によると、その年十一月に「(

前略)帰葬大倭国葛木下郡山君狛井山岡、(後略)」とあり、威名真人大村の本貫が大倭国葛木下郡にあっ

た事が知られる。越城がどのような施設を指すか不明であるが、越後と葛城との関係を示すものは、この

資料のみである。「葛」とともに底部に書かれている「上」や「□□(所力)」の文字が、どのように関係する

のかは不明である。また、「□(葛力)水」の性格も不明である。

(9)「真」の文字を使用した墨書土器

「真」(H)・・1点「真田」(288)・・1点「真□(47)・・1点

「真」1字と、その他の文字を組み合わせたものがある。「真」の1字の墨書は加茂市馬越遺跡に出土例

がある。「真」は一般的に墨書されることが多い文字で、人名に使われることも多い文字であるが、「真田」

は性格不明である。
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第VII章まとめ

3.自然科学分析結果について

A.火葬関連遺構

SX126土壌の分析結果によると、比較試料より、リン・カルシウム値が高いという結果が得られた。

特に3層の炭化物層の値が高くなっている。2層の粘土層がリン・カルシウム値が低いことは人為的な埋

土のためと考えられる。また、1層の炭化物層のリン・カルシウム値が低いことは、リン酸などの成分が

粘土粒子などとともに下方へ移動したためと考えられている。SX126は遺体を茶毘に付した火化遺構と考え

ていたが、分析結果によってほぼ裏付けられたといえよう。

SKIOO・116・325、SX126木炭・生木の樹種同定を行ったが、ヒノキ属が含まれている

事が判明した。ヒノキ属は有用材であり、曲物などの素材として利用されていた事が知られ、そのため、

これらのヒノキ属は燃料材ではなく、副葬された木製品等に由来する可能性が指摘されている。火葬の際

に木製品を入れる作法が存在したかどうかは不明であるが可能性はあろう。または、木棺に使用された材

の可能性もある。

B.溝状遺構

SD250・265・273・281・299栽培植物のイネ属が検出されている。このことから、平

安時代に少なくとも本遺跡周辺で稲作が行われていたことが推定されている。稲作の可能性のある地点は、

集落の西側(地点2に当たる)に広がっていたと考えられる湿地である。地点2では、二次堆積の可能性も

あるが、イネ科の花粉も検出されている。

SD2732層からイネ属の産出が目立つ。遺構によってイネ属の出現状況に偏りがあることから、稲

ワラや籾殻などを農業肥料や農業資材として利用したことを反映している可能性が指摘されている。発掘

中も溝状遺構から炭化したワラが出土することが度々あり、上記の可能性は高い。残念ながら溝状遺構か

らは、明確な栽培種の花粉は検出されなかったが、畑という推定は揺るがないものと考える。他の遺跡の

例では、9世紀末から10世紀初頭の亀田町牛道遺跡[立木1999]の畝状遺構からは、ワタ・アブラナ科の花

粉および植物珪酸体の分析から稲作の可能性が指摘されている。
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3.自然科学分析結果について

要 約

1.釈迦堂遺跡は新潟県西蒲原郡黒埼町大字木場字大南1,134番地ほかに所在する。

2.遺跡は信濃川左岸、沖積地の低湿地の自然堤防上に立地し、標高は約0.2mであ

 る。

3.発掘調査は北陸自動車道黒埼パーキングエリア改良工事に伴う緊急発掘調査で

ある。調査面積は13,600㎡である。

4.遺物包含層は間層を挟んで5層確認された。これらの問層は洪水による堆積と

考えられる。貞観5(863)年に発生した大きな地震の地割れなどの痕跡が確認され

た。さらに後の地震による噴砂も確認され、遺跡は古代において少なくとも2回

の地震に見舞われている。

5.遺構は火葬灰埋納土坑と火化遺構が検出されている。また、多数の畑の畝と考

えられる溝状遺構や土坑が検出されている。今回の発掘調査対象地は集落の西端

に当たると考えられ、建物跡は検出されていないが、遺物の出土状況等から見て

東側に居住地があるものと想定される。西側には湿地が広がっていたと考えられ

 る。

6.遺物の時期幅は9世紀全般であるが、集落がもっとも安定して営まれていた時

期は、9世紀第2四半期である。須恵器は佐渡小泊窯跡群産が主体を占める。

7.墨痕のみのものを含め79点の墨書土器が出土している。「郡」「与止」「葛」「長」

など多種あるが、「郡」の墨書土器は古代の蒲原郡内では初例である。

8.円面硯、鉄鉢、博状土製品などが出土し、遺構は検出されていないが、「村落内

寺院」の存在が推測される。

9.「郡」の墨書土器、銅鋳の出土、火葬の実施など集落内に一・定の有力者の存在が

考えられる。
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図版2 vm層遺構全体図l
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lX層遺構全体図 l 図版3
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図版4 x層遺構全体國 1

ーー／ 
②
 

＼ 

1~ 
（
 

｀ 
／
 

メ

ダ0,1 '" 

／
 

')( 

?b 

·~ 

I'---._、

／ 

I 
~ (l : 350) IOm 

I''' I I 



XI層遺構全体図 1 図版5
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区層遺構全体函2(1) 図版7
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図版8 IX層遺構全体図2(2) 
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図版60 XI層土器(6)・出土地点 ・層位不明土器(1)
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土製品(2)・木製品・金属製品 固版63
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図版100 VIll層土器(2)
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vm層土器 (3)、火葬関連遺構出土土器(2)
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図版116
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XI層土器(2) 図版III 
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XI層土器(4)、出土地点・層位不明土器(1) 凶淑11::1
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図版120 出土地点・層位不明土器(2)
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出土地点 ・層位不明土器(3)、土製品(1) 図版121
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石製品、軽石、鉄滓 図版123
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固版124 墨書土器集成(1)
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墨書土器集成(2) 図版125
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